
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
推
進
す
る
た
め
の
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
案

新
旧
対
照
条
文

目
次

○

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
施
行
】

1

○

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

11

○

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
・
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
施
行
】

12

○

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
施
行
】

30

○

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
・
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
施
行
】

58

○

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
・
平
成
三
十
年
四
月
一
日
施
行
】

112

○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
施
行
】

126

○

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
施
行
】

132

○

歯
科
衛
生
士
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

136

○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
十
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

138

○

生
活
保
護
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
十
一
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

148

○

診
療
放
射
線
技
師
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
十
二
条
関
係
）

【
公
布
日
・
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

153



○

歯
科
技
工
士
法
（
昭
和
三
十
年
法
律
第
百
六
十
八
号
）
（
抄
）
（
第
十
三
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

155

○

臨
床
検
査
技
師
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
七
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
十
四
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

168

○

国
民
健
康
保
険
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
九
十
二
号
）
（
抄
）
（
第
十
五
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

169

○

老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
十
六
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

174

○

歯
科
技
工
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
一
号
）
（
抄
）
（
第
十
七
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

179

○

高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
抄
）
（
第
十
八
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

180

○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
三
十
八
条
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と

さ
れ
た
同
法
第
七
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
老
人
保
健
法
（
昭
和
五
十
七
年
法
律
第
八
十
号
）
（
抄
）
（
第
十
九
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

186

○

外
国
医
師
等
が
行
う
臨
床
修
練
に
係
る
医
師
法
第
十
七
条
等
の
特
例
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
二
年
法
律
第
二
十
九
号
）
（
抄
）

（
第
二
十
条
関
係
）

【
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
施
行
】

187

○

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
二
十
一
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
施
行
】

204

○

看
護
師
等
の
人
材
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
四
年
法
律
第
八
十
六
号
）
（
抄
）
（
第
二
十
二
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

208

○

良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
体
制
の
確
立
を
図
る
た
め
の
医
療
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
抄
）

（
第
二
十
三
条
関
係
）

【
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
施
行
】

209

○

社
会
福
祉
士
及
び
介
護
福
祉
士
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
九
年
法
律
第
百
二
十
五
号
）
（
抄
）
（
第
二
十
四
条
関
係
）

【
公
布
日
施
行
】

214

○

健
康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
二
条
関
係
）



【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

215

○

船
員
保
険
法
（
昭
和
十
四
年
法
律
第
七
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
三
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

217

○

国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
三
年
法
律
第
百
二
十
八
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
三
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

219

○

地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
（
昭
和
三
十
七
年
法
律
第
百
五
十
二
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
三
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

221

○

地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
四
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

223

○

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
五
条
関
係
）

【
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
施
行
】

227

○

地
域
保
健
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
六
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

228

○

地
方
財
政
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
七
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
施
行
】

229

○

死
体
解
剖
保
存
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
八
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

230

○

精
神
保
健
及
び
精
神
障
害
者
福
祉
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
四
十
九
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

231

○

国
有
財
産
特
別
措
置
法
（
昭
和
二
十
七
年
法
律
第
二
百
十
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

232

○

印
紙
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
一
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

234

○

登
録
免
許
税
法
（
昭
和
四
十
二
年
法
律
第
三
十
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
二
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

235

○

沖
縄
の
復
帰
に
伴
う
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
四
十
六
年
法
律
第
百
二
十
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
三
条
関
係
）

【
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
施
行
】

239

○

沖
縄
振
興
開
発
金
融
公
庫
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
三
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
四
条
関
係
）



【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

241

○

独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
六
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
四
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

242

○

地
価
税
法
（
平
成
三
年
法
律
第
六
十
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
五
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

243

○

独
立
行
政
法
人
地
域
医
療
機
能
推
進
機
構
法
（
平
成
十
七
年
法
律
第
七
十
一
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
五
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

244

○

東
日
本
大
震
災
に
対
処
す
る
た
め
の
特
別
の
財
政
援
助
及
び
助
成
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
四
十
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
五
十
五
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

245

○

介
護
保
険
法
施
行
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
六
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

246

○

構
造
改
革
特
別
区
域
法
（
平
成
十
四
年
法
律
第
百
八
十
九
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
五
十
七
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

247

○

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
五
十
八
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

249

○

高
齢
者
虐
待
の
防
止
、
高
齢
者
の
養
護
者
に
対
す
る
支
援
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
四
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
五
十
九
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

250

○

道
州
制
特
別
区
域
に
お
け
る
広
域
行
政
の
推
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
百
十
六
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
十
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
施
行
】

252

○

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
強
化
の
た
め
の
介
護
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
七
十
二
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
六
十
一
条
関
係
）

【
公
布
日
施
行
】

253

○

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）

（
抄
）
（
附
則
第
六
十
二
条
関
係
）

【
公
布
日
施
行
】

256



○

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
及
び
就
学
前
の
子
ど
も
に
関
す
る
教
育
、
保
育
等
の
総
合
的
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
の

施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
十
三
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
施
行
】

259

○

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
百
二
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
十
四
条
関
係
）

【
公
布
日
施
行
】

260

○

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
七
号
）
（
抄
）

（
附
則
第
六
十
五
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

262

○

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う
関
係
法
律
の
整
備
等
に
関
す
る
法
律

（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
二
十
八
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
十
六
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

271

○

薬
事
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
八
十
四
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
十
七
条
関
係
）

【
公
布
日
施
行
】

273

○

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
五
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
十
八
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
施
行
】

274

○

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
六
十
九
条
関
係
）

【
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
施
行
】

276

○

国
家
戦
略
特
別
区
域
法
（
平
成
二
十
五
年
法
律
第
百
七
号
）
（
抄
）
（
附
則
第
七
十
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

277
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○

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
一
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法

地
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
計
画
的
な
整
備
等
の
促
進
に
関
す

律

る
法
律

目
次

目
次

第
一
章

（
略
）

第
一
章

（
略
）

第
二
章

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
（
第
三
条
―
第

第
二
章

公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
（
第
三
条
―
第
九
条
）

十
一
条
）

第
三
章

特
定
民
間
施
設
の
整
備
（
第
十
二
条
―
第
二
十
二
条
）

第
三
章

特
定
民
間
施
設
の
整
備
（
第
十
条
―
第
二
十
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
三
条
）

第
四
章

雑
則
（
第
二
十
一
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
二
十
四
条
）

第
五
章

罰
則
（
第
二
十
二
条
）

（
目
的
）

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
民
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の
増
進
に
係
る
多
様

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
国
民
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の
増
進
に
係
る
多
様

な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
鑑
み
、
地
域
に
お
け
る
創

な
サ
ー
ビ
ス
へ
の
需
要
が
増
大
し
て
い
る
こ
と
に
か
ん
が
み
、
地
域
に
お
け

意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
地
域
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提
供

る
創
意
工
夫
を
生
か
し
つ
つ
、
地
域
に
お
い
て
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス

体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を

等
を
提
供
す
る
施
設
及
び
設
備
の
計
画
的
な
整
備
等
を
促
進
す
る
措
置
を
講

通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
を
促
進
す
る
措
置

じ
、
も
っ
て
老
人
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉
の
増
進

を
講
じ
、
も
っ
て
高
齢
者
を
は
じ
め
と
す
る
国
民
の
健
康
の
保
持
及
び
福
祉

を
図
り
、
あ
わ
せ
て
国
民
が
生
き
が
い
を
持
ち
健
康
で
安
ら
か
な
生
活
を
営

の
増
進
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
国
民
が
生
き
が
い
を
持
ち
健
康
で
安
ら
か
な
生

む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
形
成
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る

。
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（
定
義
）

（
定
義
）

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
と
は
、
地
域
の

第
二
条

（
新
設
）

実
情
に
応
じ
て
、
高
齢
者
が
、
可
能
な
限
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で
そ
の
有

す
る
能
力
に
応
じ
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
医
療

、
介
護
、
介
護
予
防
（
要
介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
と
な
る
こ
と
の

予
防
又
は
要
介
護
状
態
若
し
く
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防

止
を
い
う
。
）
、
住
ま
い
及
び
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
が
包
括
的
に
確

保
さ
れ
る
体
制
を
い
う
。

２

（
略
）

（
略
）

３
・
４

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
二
章

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保

第
二
章

公
的
介
護
施
設
等
の
整
備

（
総
合
確
保
方
針
）

（
整
備
基
本
方
針
）

第
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
地
域
に
お
い
て
効
率
的
か
つ
質
の
高
い
医
療
提

第
三
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
基
本
方
針

供
体
制
を
構
築
す
る
と
と
も
に
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と

（
以
下
「
整
備
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
通
じ
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
を
総
合
的
に
確
保
す
る
た
め
の
基

本
的
な
方
針
（
以
下
「
総
合
確
保
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

２

総
合
確
保
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る

２

整
備
基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る

。

。

一

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
意
義
及
び
基
本
的

一

公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項

な
方
向
に
関
す
る
事
項

二

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
に
関
し
、
医
療
法
（

二

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
整
備
計
画
の
作
成
に
関
す
る
基
本
的

昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
第
三
十
条
の
三
第
一
項
に
規
定
す
る

な
事
項

基
本
方
針
及
び
介
護
保
険
法
第
百
十
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
基
本
指
針

の
基
本
と
な
る
べ
き
事
項

三

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
及
び
第
五
条
第
一
項
に
規
定

三

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
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す
る
市
町
村
計
画
の
作
成
並
び
に
こ
れ
ら
の
整
合
性
の
確
保
に
関
す
る
基

本
的
な
事
項

四

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総

合
的
な
確
保
に
関
し
、
次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
、
医
療

法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
（
以
下
「
医
療
計
画
」

と
い
う
。
）
及
び
介
護
保
険
法
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道
府

県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
（
以
下
「
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計

画
」
と
い
う
。
）
の
整
合
性
の
確
保
に
関
す
る
事
項

五

公
正
性
及
び
透
明
性
の
確
保
そ
の
他
第
六
条
の
基
金
を
充
て
て
実
施
す

る
同
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
事
業
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

六

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
に
関
し
必
要

な
事
項

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
総
合
確
保
方
針
の
案
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更

（
新
設
）

し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
立
場
に

あ
る
者
、
都
道
府
県
知
事
、
市
町
村
長
（
特
別
区
の
区
長
を
含
む
。
次
条
第

四
項
及
び
第
十
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
介
護
保
険
法
第
七
条
第
七
項
に
規

定
す
る
医
療
保
険
者
（
次
条
第
四
項
及
び
第
五
条
第
四
項
に
お
い
て
「
医
療

保
険
者
」
と
い
う
。
）
、
医
療
機
関
、
同
法
第
百
十
五
条
の
三
十
二
第
一
項

に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
次
条
第
四
項
及
び
第
五
条
第
四
項
に

お
い
て
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
、
診
療
又
は
調
剤
に
関
す

る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
学
識
経
験
を
有
す
る
者
そ
の

他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
も
の
と

す
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
総
合
確
保
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
整
備
基
本
方
針
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と

き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

き
は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
都
道
府
県
計
画
）

第
四
条

都
道
府
県
は
、
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に

（
新
設
）
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応
じ
て
、
当
該
都
道
府
県
の
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確

保
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（
以
下
「
都
道
府
県
計
画
」
と
い

う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

一

医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
（
地
理
的
条
件
、
人
口
、
交
通
事
情
そ
の
他

の
社
会
的
条
件
、
医
療
機
関
の
施
設
及
び
設
備
並
び
に
公
的
介
護
施
設
等

及
び
特
定
民
間
施
設
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
条
件
か
ら
み
て
医
療
及
び

介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
を
図
る
べ
き
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。

）
ご
と
の
当
該
区
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
に
関
す

る
目
標
及
び
計
画
期
間

二

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る

事
項

イ

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
医
療
介

護
総
合
確
保
区
域
に
お
け
る
居
宅
等
（
居
宅
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
場
所
を
い
う
。
次
条
第
二
項
第
二
号
イ
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

お
け
る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
業
（
同
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提

出
さ
れ
た
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
同
号
イ
に
掲
げ
る
事
業
を
含
む

。
）

ロ

公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
事
業
（
次
条
第
五
項
の
規
定
に

よ
り
提
出
さ
れ
た
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
同
条
第
二
項
第
二
号
ロ

及
び
ハ
に
掲
げ
る
事
業
を
含
む
。
）

ハ

医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業

ニ

介
護
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
業

ホ

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
に

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
（

次
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ
た

同
条
第
二
項
第
二
号
ニ
に
掲
げ
る
事
業
を
含
む
。
）
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三

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
に
必

要
な
事
項

３

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
医
療
計
画

及
び
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

４

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と

す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
市
町
村
長
、
医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
立
場

に
あ
る
者
、
医
療
保
険
者
、
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
診
療
又

は
調
剤
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
学
識
経
験
を

有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

都
道
府
県
は
、
都
道
府
県
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き

は
、
遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
町
村
計
画
）

（
市
町
村
整
備
計
画
）

第
五
条

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
総
合
確
保
方
針
に

第
四
条

市
町
村
（
特
別
区
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
は
、
整
備
基
本
方
針
に

即
し
て
、
か
つ
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
て
、
当
該
市
町
村
の
地
域
に
お
け
る

基
づ
き
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
計
画

医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
事
業
の
実
施
に
関
す
る
計
画
（

（
以
下
「
市
町
村
整
備
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
下
「
市
町
村
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め

２

市
町
村
整
備
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て

る
も
の
と
す
る
。

定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
ご
と
の
当
該
区
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域

一

日
常
生
活
圏
域
（
市
町
村
が
、
そ
の
住
民
が
日
常
生
活
を
営
ん
で
い
る

に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
に
関
す
る
目
標
及
び
計
画
期

地
域
と
し
て
、
地
理
的
条
件
、
人
口
、
交
通
事
情
そ
の
他
の
社
会
的
条
件

間

、
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
条
件
を
総
合
的
に
勘
案
し

て
定
め
る
区
域
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
ご
と
の
当
該
区
域
又
は
当
該
市

町
村
の
区
域
に
お
け
る
公
的
介
護
施
設
等
の
整
備
に
関
す
る
目
標
及
び
計

画
期
間

二

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る

二

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
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事
項

事
項

イ

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
の
医
療
介

（
新
設
）

護
総
合
確
保
区
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
け
る
居
宅
等
に
お
け

る
医
療
の
提
供
に
関
す
る
事
業

イ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
老
人
居
宅
生
活
支
援

ロ

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
老
人
居
宅
生
活
支
援

事
業
が
実
施
さ
れ
る
施
設
で
あ
っ
て
日
常
生
活
圏
域
又
は
当
該
市
町
村

事
業
が
実
施
さ
れ
る
施
設
で
あ
っ
て
医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
又
は
当

の
区
域
に
お
い
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令

該
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生

で
定
め
る
も
の
を
整
備
す
る
事
業

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
整
備
す
る
事
業

ハ

次
に
掲
げ
る
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設

ロ

次
に
掲
げ
る
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
三
に
規
定
す
る
老
人
福
祉
施
設

で
あ
っ
て
医
療
介
護
総
合
確
保
区
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
い

で
あ
っ
て
日
常
生
活
圏
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
整
備
す

て
整
備
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
整
備
す

を
整
備
す
る
事
業

る
事
業

ニ

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
に

ハ

そ
の
他
日
常
生
活
圏
域
又
は
当
該
市
町
村
の
区
域
に
お
い
て
実
施
す

実
施
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業

る
必
要
が
あ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業

三

そ
の
他
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
た
め
に
必

三

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

要
な
事
項

３

市
町
村
は
、
市
町
村
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
介
護
保
険
法
第

３

市
町
村
整
備
計
画
は
、
介
護
保
険
法
第
百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市

百
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
の
整
合
性
の

町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
と
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

確
保
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

４

市
町
村
は
、
市
町
村
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る

（
新
設
）

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
知
事
、
医
療
又
は
介
護
を
受
け
る
立
場

に
あ
る
者
、
医
療
保
険
者
、
医
療
機
関
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
診
療
又

は
調
剤
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他
の
関
係
団
体
、
学
識
経
験
を

有
す
る
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

５

市
町
村
は
、
市
町
村
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き
は
、

４

市
町
村
は
、
市
町
村
整
備
計
画
を
作
成
し
、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
た
と
き

遅
滞
な
く
、
こ
れ
を
当
該
市
町
村
の
属
す
る
都
道
府
県
に
提
出
し
な
け
れ
ば

は
、
遅
滞
な
く
、
次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
市
町
村
整
備
計
画
を
厚

な
ら
な
い
。

生
労
働
大
臣
に
提
出
す
る
場
合
を
除
き
、
都
道
府
県
に
そ
の
写
し
を
送
付
し
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な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
町
村
へ
の
交
付
金
の
交
付
等
）

（
削
除
）

第
五
条

市
町
村
は
、
次
項
の
交
付
金
を
充
て
て
市
町
村
整
備
計
画
に
基
づ
く

事
業
又
は
事
務
（
以
下
「
事
業
等
」
と
い
う
。
）
の
実
施
を
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
当
該
市
町
村
整
備
計
画
を
、
当
該
市
町
村
の
属
す
る
都
道
府
県
の

知
事
を
経
由
し
て
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

国
は
、
市
町
村
に
対
し
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
提
出
さ
れ
た
市
町
村
整
備

計
画
に
基
づ
く
事
業
等
の
実
施
に
要
す
る
経
費
に
充
て
る
た
め
、
公
的
介
護

施
設
等
の
整
備
の
状
況
そ
の
他
の
事
項
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
予
算
の
範
囲
内
で
、
交
付
金
を
交
付
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

３

前
二
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
前
項
の
交
付
金
の
交
付
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

（
基
金
）

第
六
条

都
道
府
県
が
、
都
道
府
県
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
第
四
条
第
二
項
第
二

（
新
設
）

号
に
掲
げ
る
事
業
（
第
九
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
事
業
」
と
い
う
。
）
に

要
す
る
経
費
の
全
部
又
は
一
部
を
支
弁
す
る
た
め
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二

十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
四
十
一
条
の
基
金
を
設
け
る
場
合
に
は

、
国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
必

要
な
資
金
の
三
分
の
二
を
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

（
財
源
の
確
保
）

第
七
条

前
条
の
基
金
の
財
源
に
充
て
る
た
め
に
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
国
が

（
新
設
）

負
担
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税

制
の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消
費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
八
号
）
の
施
行
に
よ
り
増
加
す
る
消
費
税
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の
収
入
を
も
っ
て
充
て
る
も
の
と
す
る
。

（
老
人
福
祉
法
等
の
特
例
）

（
老
人
福
祉
法
等
の
特
例
）

第
八
条

第
六
条
の
基
金
を
充
て
て
実
施
す
る
医
療
計
画
に
基
づ
く
事
業
に
要

第
六
条

前
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
を
充
て
て
整
備
す
る
老
人
福
祉

す
る
費
用
又
は
老
人
福
祉
法
に
定
め
る
老
人
の
福
祉
の
た
め
の
事
業
に
要
す

法
に
定
め
る
老
人
の
福
祉
の
た
め
の
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
同

る
費
用
に
つ
い
て
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
九
又
は
老
人
福
祉
法
第
二
十
六

法
第
二
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
の
補
助
は
、
同
項
の
規
定
に
か

条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
国
の
補
助
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず

か
わ
ら
ず
、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

、
行
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

第
九
条

都
道
府
県
事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
施
設
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条

第
七
条

市
町
村
整
備
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
第
四
条
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る

に
お
い
て
「
都
道
府
県
整
備
施
設
」
と
い
う
。
）
に
係
る
施
設
を
設
置
す
る

事
業
に
よ
り
整
備
さ
れ
る
施
設
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
市
町

者
が
、
当
該
都
道
府
県
整
備
施
設
に
つ
き
老
人
福
祉
法
第
十
四
条
若
し
く
は

村
整
備
施
設
」
と
い
う
。
）
に
係
る
施
設
を
設
置
す
る
者
（
以
下
「
施
設
設

第
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭
和
二
十
六
年
法

置
者
」
と
い
う
。
）
が
、
当
該
市
町
村
整
備
施
設
に
つ
き
老
人
福
祉
法
第
十

律
第
四
十
五
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
を
行
わ
な
け
れ

四
条
若
し
く
は
第
十
五
条
第
二
項
若
し
く
は
第
三
項
又
は
社
会
福
祉
法
（
昭

ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
事
業
の
開

和
二
十
六
年
法
律
第
四
十
五
号
）
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出

始
の
日
又
は
施
設
の
設
置
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨
を
当
該
都
道
府

を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
規
定
に
か
か
わ
ら

県
整
備
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
る
こ
と
を
も

ず
、
事
業
の
開
始
の
日
又
は
施
設
の
設
置
の
日
か
ら
一
月
以
内
に
、
そ
の
旨

っ
て
足
り
る
。

を
当
該
市
町
村
整
備
施
設
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
都
道
府
県
知
事
に
届
け
出

る
こ
と
を
も
っ
て
足
り
る
。

第
十
条

都
道
府
県
整
備
施
設
（
市
町
村
計
画
に
掲
載
さ
れ
た
事
業
に
係
る
施

第
八
条

施
設
設
置
者
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は
、
当

設
に
限
る
。
）
に
係
る
施
設
を
設
置
す
る
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
施

該
届
出
を
、
当
該
施
設
設
置
者
に
係
る
市
町
村
整
備
施
設
の
所
在
地
を
管
轄

設
設
置
者
」
と
い
う
。
）
は
、
前
条
の
規
定
に
よ
る
届
出
を
す
る
場
合
に
は

す
る
市
町
村
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
当
該
届
出
を
、
当
該
施
設
設
置
者
に
係
る
都
道
府
県
整
備
施
設
の
所
在
地

を
管
轄
す
る
市
町
村
長
を
経
由
し
て
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
大
都
市
等
の
特
例
）

（
大
都
市
等
の
特
例
）

第
十
一
条

こ
の
法
律
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
で

第
九
条

こ
の
法
律
中
都
道
府
県
が
処
理
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
事
務
で
政
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政
令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の

令
で
定
め
る
も
の
は
、
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十
七
号
）

指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い
う
。
）
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条

第
二
百
五
十
二
条
の
十
九
第
一
項
の
指
定
都
市
（
以
下
「
指
定
都
市
」
と
い

の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「
中
核
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は

う
。
）
及
び
同
法
第
二
百
五
十
二
条
の
二
十
二
第
一
項
の
中
核
市
（
以
下
「

、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指
定
都
市
又
は
中
核
市
（
以
下
「
指
定

中
核
市
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
指

都
市
等
」
と
い
う
。
）
が
処
理
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は

定
都
市
又
は
中
核
市
（
以
下
「
指
定
都
市
等
」
と
い
う
。
）
が
処
理
す
る
も

、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規
定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る
規
定

の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の
法
律
中
都
道
府
県
に
関
す
る
規

と
し
て
、
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る
も
の
と
す
る
。

定
は
、
指
定
都
市
等
に
関
す
る
規
定
と
し
て
、
指
定
都
市
等
に
適
用
が
あ
る

も
の
と
す
る
。

第
三
章

特
定
民
間
施
設
の
整
備

第
三
章

特
定
民
間
施
設
の
整
備

第
十
二
条
～
第
十
六
条

（
略
）

第
十
条
～
第
十
四
条

（
略
）

（
整
備
計
画
の
変
更
）

（
整
備
計
画
の
変
更
）

第
十
七
条

計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
（
そ
の
者
の
設
立
に
係
る
第
十
三
条
第

第
十
五
条

計
画
の
認
定
を
受
け
た
者
（
そ
の
者
の
設
立
に
係
る
第
十
一
条
第

一
項
の
法
人
を
含
む
。
）
は
、
当
該
計
画
の
認
定
を
受
け
た
整
備
計
画
の
変

一
項
の
法
人
を
含
む
。
）
は
、
当
該
計
画
の
認
定
を
受
け
た
整
備
計
画
の
変

更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

更
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
定
を
受
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

ら
な
い
。

２

第
十
三
条
第
三
項
及
び
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請

２

第
十
一
条
第
三
項
及
び
前
三
条
の
規
定
は
、
前
項
の
変
更
の
認
定
の
申
請

が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

が
あ
っ
た
場
合
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

第
十
八
条
・
第
十
九
条

（
略
）

第
十
六
条
・
第
十
七
条

（
略
）

（
認
定
の
取
消
し
）

（
認
定
の
取
消
し
）

第
二
十
条

（
略
）

第
十
八
条

（
略
）

２

第
十
六
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る

２

第
十
四
条
の
規
定
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
取
消
し
に
つ
い
て
準
用
す
る

。

。
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第
二
十
一
条
・
第
二
十
二
条

（
略
）

第
十
九
条
・
第
二
十
条

（
略
）

第
四
章

雑
則

第
四
章

雑
則

第
二
十
三
条

（
略
）

第
二
十
一
条

（
略
）

第
五
章

罰
則

第
五
章

罰
則

第
二
十
四
条

第
十
八
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を

第
二
十
二
条

第
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を

し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

し
た
者
は
、
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）
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○

地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
（
抄
）
（
第
二
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
都
道
府
県
計
画
）

（
都
道
府
県
計
画
）

第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

２

都
道
府
県
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定

２

都
道
府
県
計
画
に
お
い
て
は
、
お
お
む
ね
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定

め
る
も
の
と
す
る
。

め
る
も
の
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る

二

前
号
の
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
次
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る

事
項

事
項

イ

医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
地
域
医
療
構
想

（
新
設
）

の
達
成
に
向
け
た
医
療
機
関
の
施
設
又
は
設
備
の
整
備
に
関
す
る
事
業

ロ
～
ヘ

（
略
）

イ
～
ホ

（
略
）

三

（
略
）

三

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）
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○

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）
（
第
三
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
・
平
成
二
十
六
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
五
章

医
療
提
供
体
制
の
確
保

第
五
章

医
療
提
供
体
制
の
確
保

第
一
節

基
本
方
針
（
第
三
十
条
の
三
・
第
三
十
条
の
三
の
二
）

第
一
節

基
本
方
針
（
第
三
十
条
の
三
）

第
二
節

（
略
）

第
二
節

（
略
）

第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
（
第
三

（
新
設
）

十
条
の
十
二
）

第
四
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等
（
第
三
十
条
の
十
三

第
三
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等
（
第
三
十
条
の
十
二

―
第
三
十
条
の
二
十
一
）

・
第
三
十
条
の
十
三
）

第
五
節

公
的
医
療
機
関
（
第
三
十
一
条
―
第
三
十
八
条
）

第
四
節

公
的
医
療
機
関
（
第
三
十
一
条
―
第
三
十
八
条
）

第
六
章
～
第
八
章

（
略
）

第
六
章
～
第
八
章

（
略
）

附
則

附
則

第
一
条
の
二

（
略
）

第
一
条
の
二

（
略
）

２

医
療
は
、
国
民
自
ら
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
努
力
を
基
礎
と
し
て

２

医
療
は
、
国
民
自
ら
の
健
康
の
保
持
増
進
の
た
め
の
努
力
を
基
礎
と
し
て

、
医
療
を
受
け
る
者
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
、
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老

、
医
療
を
受
け
る
者
の
意
向
を
十
分
に
尊
重
し
、
病
院
、
診
療
所
、
介
護
老

人
保
健
施
設
、
調
剤
を
実
施
す
る
薬
局
そ
の
他
の
医
療
を
提
供
す
る
施
設
（

人
保
健
施
設
、
調
剤
を
実
施
す
る
薬
局
そ
の
他
の
医
療
を
提
供
す
る
施
設
（

以
下
「
医
療
提
供
施
設
」
と
い
う
。
）
、
医
療
を
受
け
る
者
の
居
宅
等
（
居

以
下
「
医
療
提
供
施
設
」
と
い
う
。
）
、
医
療
を
受
け
る
者
の
居
宅
等
に
お

宅
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
所
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い

い
て
、
医
療
提
供
施
設
の
機
能
（
以
下
「
医
療
機
能
」
と
い
う
。
）
に
応
じ

て
、
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
応
じ
効
率
的
に
、
か
つ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ

効
率
的
に
、
か
つ
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
そ
の
他
の
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
有

の
他
の
関
連
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
の
有
機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
提
供
さ
れ
な

機
的
な
連
携
を
図
り
つ
つ
提
供
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
四
条

（
略
）

第
四
条

（
略
）

一

他
の
病
院
又
は
診
療
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
に
対
し
医
療
を
提
供
し

一

他
の
病
院
又
は
診
療
所
か
ら
紹
介
さ
れ
た
患
者
に
対
し
医
療
を
提
供
し

、
か
つ
、
当
該
病
院
の
建
物
の
全
部
若
し
く
は
一
部
、
設
備
、
器
械
又
は

、
か
つ
、
当
該
病
院
の
建
物
の
全
部
若
し
く
は
一
部
、
設
備
、
器
械
又
は

器
具
を
、
当
該
病
院
に
勤
務
し
な
い
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

器
具
を
、
当
該
病
院
に
勤
務
し
な
い
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護

師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
（
以
下
単
に
「
医
療
従
事
者
」
と
い
う
。
）
の

師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
診
療
、
研
究
又
は
研
修
の
た
め
に
利
用
さ
せ

診
療
、
研
究
又
は
研
修
の
た
め
に
利
用
さ
せ
る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ

る
た
め
の
体
制
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

て
い
る
こ
と
。

二
～
六

（
略
）

二
～
六

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
六
条
の
二

（
略
）

第
六
条
の
二

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

国
民
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
の
効
率
的
な
提
供
に
資
す
る
よ
う
、
医

（
新
設
）

療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
の
重
要
性
に
つ
い
て

の
理
解
を
深
め
、
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
応
じ
、
医
療
に
関
す
る
選
択
を

適
切
に
行
い
、
医
療
を
適
切
に
受
け
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
五

（
略
）

第
六
条
の
五

（
略
）

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

当
該
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る
医
療
従
事
者
の
氏

七

当
該
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
診
療
に
従
事
す
る
医
師
、
歯
科
医
師

名
、
年
齢
、
性
別
、
役
職
、
略
歴
そ
の
他
の
当
該
医
療
従
事
者
に
関
す
る

、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
氏
名
、
年
齢
、
性
別
、
役

事
項
で
あ
つ
て
医
療
を
受
け
る
者
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
適
切
な
選
択
に

職
、
略
歴
そ
の
他
の
こ
れ
ら
の
者
に
関
す
る
事
項
で
あ
つ
て
医
療
を
受
け

資
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の

る
者
に
よ
る
医
療
に
関
す
る
適
切
な
選
択
に
資
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
も
の

八
～
十
三

（
略
）

八
～
十
三

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）
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第
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
病
院
の
開
設
の
許
可
又

第
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
病
院
の
開
設
の
許
可
又

は
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
を

は
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
を

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当

該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
療
養
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
第
三
十
条
の
四
第
一
項

「
療
養
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
第
三
十
条
の
四
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

て
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二

て
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二

項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
精
神
病
床
、

項
第
九
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
精
神
病
床
、

感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と

感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と

い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に

い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に

係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で
あ
る
場
合
は
同
号
に
規
定
す

係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で
あ
る
場
合
は
同
号
に
規
定
す

る
区
域
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。
）
に
お
け
る
病
院
又
は
診
療

る
区
域
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。
）
に
お
け
る
病
院
又
は
診
療

所
の
病
床
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
数
（
当
該
申
請
に
係

所
の
病
床
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
数
（
当
該
申
請
に
係

る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病

る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病

床
及
び
一
般
病
床
の
数
）
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

床
及
び
一
般
病
床
の
数
）
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地
域
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床

準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地
域
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床

の
種
別
に
応
じ
た
基
準
病
床
数
（
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の

の
種
別
に
応
じ
た
基
準
病
床
数
（
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の

み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る

み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る

基
準
病
床
数
）
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
開

基
準
病
床
数
）
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
開

設
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
に
よ
つ
て
こ
れ

設
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
に
よ
つ
て
こ
れ

を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の

許
可
又
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て

許
可
又
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て

、
当
該
申
請
に
係
る
診
療
所
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計
画
に
お
い
て

、
当
該
申
請
に
係
る
診
療
所
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計
画
に
お
い
て

定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い
う
。
）
に
お

定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い
う
。
）
に
お

け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
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定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
の
療
養
病
床
及

定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
の
療
養
病
床
及

び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請

び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請

に
係
る
病
床
の
設
置
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ

に
係
る
病
床
の
設
置
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ

と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条

と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条

第
三
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
病
院
（
療
養

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
病
院
（
療
養

病
床
等
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
（
前
条
第
三
項
の
許
可
を

病
床
等
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
（
前
条
第
三
項
の
許
可
を

得
て
病
床
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計

得
て
病
床
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計

画
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い

画
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
九
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い

う
。
）
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生

う
。
）
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
の

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
の

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
を
既
に
超
え
て
い
る
場
合
に

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
を
既
に
超
え
て
い
る
場
合
に

お
い
て
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
条
第
一
項

お
い
て
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
が
、
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
前
条
第

若
し
く
は
第
二
項
の
許
可
に
係
る
療
養
病
床
等
又
は
同
条
第
三
項
の
許
可
を

一
項
若
し
く
は
第
二
項
の
許
可
に
係
る
療
養
病
床
等
又
は
同
条
第
三
項
の
許

受
け
た
病
床
に
係
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
つ
て
い
な
い
と
き
は
、
当

可
を
受
け
た
病
床
に
係
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
つ
て
い
な
い
と
き
は

該
業
務
を
行
つ
て
い
な
い
病
床
数
の
範
囲
内
で
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の

、
当
該
業
務
を
行
つ
て
い
な
い
病
床
数
の
範
囲
内
で
、
当
該
病
院
又
は
診
療

開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
病
床
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
許

所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
病
床
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す

可
の
変
更
の
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
許
可
の
変
更
の
た
め
の
措
置
を
採
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

。

４
～
７

（
略
）

４
～
７

（
略
）

第
十
六
条
の
二

（
略
）

第
十
六
条
の
二

（
略
）

一

当
該
病
院
の
建
物
の
全
部
若
し
く
は
一
部
、
設
備
、
器
械
又
は
器
具
を

一

当
該
病
院
の
建
物
の
全
部
若
し
く
は
一
部
、
設
備
、
器
械
又
は
器
具
を

、
当
該
病
院
に
勤
務
し
な
い
医
療
従
事
者
の
診
療
、
研
究
又
は
研
修
の
た

、
当
該
病
院
に
勤
務
し
な
い
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の

め
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
。

他
の
医
療
従
事
者
の
診
療
、
研
究
又
は
研
修
の
た
め
に
利
用
さ
せ
る
こ
と

。

二
～
七

（
略
）

二
～
七

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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第
二
十
九
条

（
略
）

第
二
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

３

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条

三

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ

の
十
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
特
定
機
能
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
特
定
機
能
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十

三

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
く
命

二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

第
一
節

基
本
方
針

第
一
節

基
本
方
針

第
三
十
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

第
三
十
条
の
三

厚
生
労
働
大
臣
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を
効
率
的
に
提

的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条

供
す
る
体
制
の
確
保
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
の
確
保
」
と
い
う
。
）
を
図

第
一
項
に
規
定
す
る
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を

る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も

効
率
的
に
提
供
す
る
体
制
（
以
下
「
医
療
提
供
体
制
」
と
い
う
。
）
の
確
保

の
と
す
る
。

を
図
る
た
め
の
基
本
的
な
方
針
（
以
下
「
基
本
方
針
」
と
い
う
。
）
を
定
め

る
も
の
と
す
る
。

２

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

２

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）
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四

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
並
び
に
医
療

四

医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
並
び
に
医
療

を
受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の

を
受
け
る
者
に
対
す
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す

推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

る
基
本
的
な
事
項

五

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
（
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
に
お
い
て
提

（
新
設
）

供
す
る
患
者
の
病
状
に
応
じ
た
医
療
の
内
容
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
の

分
化
及
び
連
携
並
び
に
医
療
を
受
け
る
者
に
対
す
る
病
床
の
機
能
に
関
す

る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

六

医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

五

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保

に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

七

第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
の
作
成
及
び
医
療
計
画

六

次
条
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
の
作
成
及
び
医
療
計
画
に
基
づ
く

に
基
づ
く
事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

事
業
の
実
施
状
況
の
評
価
に
関
す
る
基
本
的
な
事
項

八

（
略
）

七

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

第
三
十
条
の
三
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事

（
新
設
）

項
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
機
能
報

告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な

情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

医
療
計
画

第
二
節

医
療
計
画

第
三
十
条
の
四

（
略
）

第
三
十
条
の
四

（
略
）

２

医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一

都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
並
び
に

一

都
道
府
県
に
お
い
て
達
成
す
べ
き
第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
の
目
標

居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
の
目
標
に
関
す
る
事
項

に
関
す
る
事
項

二

第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
並
び
に
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
の
確
保
に

二

第
四
号
及
び
第
五
号
の
事
業
に
係
る
医
療
連
携
体
制
（
医
療
提
供
施
設
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係
る
医
療
連
携
体
制
（
医
療
提
供
施
設
相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務

相
互
間
の
機
能
の
分
担
及
び
業
務
の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
い

の
連
携
を
確
保
す
る
た
め
の
体
制
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事

う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
事
項

項
三

医
療
連
携
体
制
に
お
け
る
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提

三

医
療
連
携
体
制
に
お
け
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に

供
の
推
進
に
関
す
る
事
項

関
す
る
事
項

四
～
六

（
略
）

四
～
六

（
略
）

七

病
床
の
機
能
に
関
す
る
情
報
の
提
供
の
推
進
に
関
す
る
事
項

（
新
設
）

八

医
療
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
事
項

七

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確
保

に
関
す
る
事
項

九
～
十
二

（
略
）

八
～
十
一

（
略
）

３

医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

３

医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ

る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
の
目
標
そ
の
他
医
療
提
供
施
設
の
機
能
を

一

地
域
医
療
支
援
病
院
の
整
備
の
目
標
そ
の
他
医
療
機
能
を
考
慮
し
た
医

考
慮
し
た
医
療
提
供
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項

療
提
供
施
設
の
整
備
の
目
標
に
関
す
る
事
項

二

（
略
）

二

（
略
）

４

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は

４

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は

、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
配
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

医
療
連
携
体
制
の
構
築
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、
第
二
項
第
四
号

一

医
療
連
携
体
制
の
構
築
の
具
体
的
な
方
策
に
つ
い
て
、
第
二
項
第
四
号

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
又
は
同
項
第
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
疾
病
又
は
同
項
第
五
号
イ
か
ら
ヘ
ま
で
に
掲

げ
る
医
療
若
し
く
は
居
宅
等
に
お
け
る
医
療
ご
と
に
定
め
る
こ
と
。

げ
る
医
療
ご
と
に
定
め
る
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

四

医
療
連
携
体
制
が
、
医
療
従
事
者
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
介
護
サ

四

医
療
連
携
体
制
が
、
医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の

ー
ビ
ス
事
業
者
、
住
民
そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
を
経
て
構

医
療
従
事
者
、
介
護
保
険
法
に
規
定
す
る
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
住
民

築
さ
れ
る
こ
と
。

そ
の
他
の
地
域
の
関
係
者
に
よ
る
協
議
を
経
て
構
築
さ
れ
る
こ
と
。

５

第
二
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
規
定
す
る
区
域
の
設
定
並
び
に
同
項
第

５

第
二
項
第
九
号
及
び
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
の
設
定
並
び
に
同
項
第
十

十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
（
療
養
病
床
及
び
一
般
病

一
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
（
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床

床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
床
の

に
係
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
床
の
種

種
別
に
応
じ
算
定
し
た
数
の
合
計
数
を
基
に
し
た
基
準
）
は
、
厚
生
労
働
省

別
に
応
じ
算
定
し
た
数
の
合
計
数
を
基
に
し
た
基
準
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
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令
で
定
め
る
。

で
定
め
る
。

６

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
を
定
め
よ
う

６

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
を
定
め
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他

の
政
令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

の
政
令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

同
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
し
、
前
項
の
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が

同
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
し
、
前
項
の
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

で
き
る
。

７

都
道
府
県
は
、
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

７

都
道
府
県
は
、
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

公
示
さ
れ
た
後
に
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
政

公
示
さ
れ
た
後
に
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
政

令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床

た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第
二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床

数
と
み
な
し
て
、
病
院
の
開
設
の
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申

数
と
み
な
し
て
、
病
院
の
開
設
の
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申

請
に
対
す
る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

請
に
対
す
る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

８

都
道
府
県
は
、
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

８

都
道
府
県
は
、
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

公
示
さ
れ
た
後
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
を
含
む
病
院
の
開
設
の

公
示
さ
れ
た
後
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
を
含
む
病
院
の
開
設
の

許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第

二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
と
み
な
し
て
、
当
該
申
請
に
対
す

二
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
と
み
な
し
て
、
当
該
申
請
に
対
す

る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

９
～

（
略
）

９
～

（
略
）

13

13

第
三
十
条
の
五

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
作
成
し
、
又
は
医
療
計
画
に
基

第
三
十
条
の
五

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
作
成
し
、
又
は
医
療
計
画
に
基

づ
く
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
そ

づ
く
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
そ

の
他
の
官
公
署
、
介
護
保
険
法
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
又

の
他
の
官
公
署
、
介
護
保
険
法
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
又

は
医
療
提
供
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の

は
医
療
提
供
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の

区
域
内
に
お
け
る
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
必
要
な

区
域
内
に
お
け
る
医
療
機
能
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
提
供

情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
六

都
道
府
県
は
、
三
年
ご
と
に
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
六
号

第
三
十
条
の
六

都
道
府
県
は
、
少
な
く
と
も
五
年
ご
と
に
第
三
十
条
の
四
第
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に
掲
げ
る
事
項
及
び
次
の
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の
う
ち
同
号
に
掲
げ
る
事
項

二
項
第
一
号
に
定
め
る
目
標
（
医
療
計
画
に
同
条
第
三
項
第
一
号
に
掲
げ
る

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
関
す
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「

事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は
、
同
号
に
定
め
る
目
標
を
含
む
。
）
の
達

居
宅
等
医
療
等
事
項
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を

成
状
況
及
び
同
条
第
二
項
各
号
（
第
一
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項
（
医

行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変

療
計
画
に
同
条
第
三
項
第
二
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場
合
に
あ
つ
て
は

更
す
る
も
の
と
す
る
。

、
同
号
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
。
）
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を

一

第
三
十
条
の
四
第
二
項
各
号
（
第
六
号
を
除
く
。
）
に
掲
げ
る
事
項

行
い
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変

二

医
療
計
画
に
第
三
十
条
の
四
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
場

更
す
る
も
の
と
す
る
。

合
に
あ
つ
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る
事
項

２

都
道
府
県
は
、
六
年
ご
と
に
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
（
居
宅
等
医
療
等

事
項
を
除
く
。
）
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
い
、
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
を
変
更
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
十
条
の
七

（
略
）

第
三
十
条
の
七

（
略
）

２

医
療
提
供
施
設
の
う
ち
次
の
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
開
設
者
及
び
管
理
者

（
新
設
）

は
、
前
項
の
必
要
な
協
力
を
す
る
に
際
し
て
は
、
良
質
か
つ
適
切
な
医
療
を

効
率
的
に
提
供
す
る
た
め
、
他
の
医
療
提
供
施
設
と
の
業
務
の
連
携
を
図
り

つ
つ
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
役
割
を
果
た
す
よ
う
努
め
る
も
の
と

す
る
。

一

病
院

病
床
の
機
能
に
応
じ
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及

び
連
携
の
推
進
に
協
力
し
、
地
域
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ

と
。

二

病
床
を
有
す
る
診
療
所

そ
の
提
供
す
る
医
療
の
内
容
に
応
じ
、
患
者

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
次
に
掲

げ
る
医
療
の
提
供
そ
の
他
の
地
域
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
確
保
す
る
こ

と
。

イ

病
院
を
退
院
す
る
患
者
が
居
宅
等
に
お
け
る
療
養
生
活
に
円
滑
に
移

行
す
る
た
め
に
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。
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ロ

居
宅
等
に
お
い
て
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。

ハ

患
者
の
病
状
が
急
変
し
た
場
合
そ
の
他
入
院
が
必
要
な
場
合
に
入
院

さ
せ
、
必
要
な
医
療
を
提
供
す
る
こ
と
。

３
・
４

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
三
十
条
の
十

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
医
療
計
画
の
達
成
を
推
進
す
る

第
三
十
条
の
十

国
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、
医
療
計
画
の
達
成
を
推
進
す
る

た
め
、
病
院
又
は
診
療
所
の
不
足
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
病
院
又
は
診
療

た
め
、
病
院
又
は
診
療
所
の
不
足
し
て
い
る
地
域
に
お
け
る
病
院
又
は
診
療

所
の
整
備
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
そ
の
他

所
の
整
備
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進

（
新
設
）

第
三
十
条
の
十
二

病
院
又
は
診
療
所
で
あ
つ
て
一
般
病
床
又
は
療
養
病
床
を

（
新
設
）

有
す
る
も
の
（
以
下
「
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理

者
は
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
た
め
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等

の
病
床
の
機
能
に
応
じ
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
に
従
い
、
次
に
掲
げ

る
事
項
を
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。

）
に
お
け
る
病
床
の
機
能

二

基
準
日
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
が
経
過
し
た
日
に
お
け
る

病
床
の
機
能
の
予
定
（
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
後
病
床
機
能
」
と
い
う

。
）

三

当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
に
入
院
す
る
患
者
に
提
供
す
る
医
療

の
内
容

四

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
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２

病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
し

た
基
準
日
後
病
床
機
能
に
つ
い
て
変
更
が
生
じ
た
と
認
め
ら
れ
る
と
き
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
速
や
か
に
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県

知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
を
確
認
す
る
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
そ
の
他
の
官
公
署
に
対
し
、

当
該
都
道
府
県
の
区
域
内
に
所
在
す
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
に
関
し

必
要
な
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項

及
び
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
報
告
さ
れ
た
事
項
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

５

都
道
府
県
知
事
は
、
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
管
理
者
が
第
一
項
若

し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と

き
は
、
期
間
を
定
め
て
、
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
に
対

し
、
当
該
管
理
者
を
し
て
そ
の
報
告
を
行
わ
せ
、
又
は
そ
の
報
告
の
内
容
を

是
正
さ
せ
る
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

そ
の
命
令
を
受
け
た
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
が
こ
れ
に
従
わ

な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等

第
三
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等

第
三
十
条
の
十
三

病
院
又
は
診
療
所
の
管
理
者
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所

（
新
設
）

に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
確

保
に
資
す
る
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
の
規
定
に
基
づ
き
病
院
又
は
診

（
新
設
）
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療
所
の
管
理
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施

を
図
る
た
め
の
指
針
と
な
る
べ
き
事
項
を
定
め
、
こ
れ
を
公
表
す
る
も
の
と

す
る
。

第
三
十
条
の
十
五

都
道
府
県
は
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
促
進

（
新
設
）

す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
実
施
す
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
院
又
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う

こ
と
。

二

病
院
又
は
診
療
所
に
勤
務
す
る
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
に
関

す
る
調
査
及
び
啓
発
活
動
を
行
う
こ
と
。

三

前
二
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
の

た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

２

都
道
府
県
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
全
部
又
は
一
部
を
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
は
、
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
事
務
又
は
当
該
委
託
に
係
る
事
務
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
医
療

従
事
者
の
勤
務
環
境
の
改
善
を
促
進
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確

保
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
二
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
委
託

に
係
る
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
六

国
は
、
前
条
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
適
切
な
実
施

（
新
設
）

に
資
す
る
た
め
、
都
道
府
県
に
対
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
協
力

を
行
う
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
七

（
略
）

第
三
十
条
の
十
二

（
略
）
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第
三
十
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
定
め
た

（
新
設
）

施
策
（
以
下
「
地
域
医
療
対
策
」
と
い
う
。
）
を
踏
ま
え
、
特
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
各
号
に
掲
げ
る
者
の
開
設
者
、
管
理
者
そ
の
他

の
関
係
者
に
対
し
、
医
師
の
派
遣
、
研
修
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
医
師
が
不

足
し
て
い
る
地
域
の
病
院
又
は
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
確
保
に
関
し
必
要

な
協
力
を
要
請
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
十
九

都
道
府
県
は
、
地
域
医
療
対
策
を
踏
ま
え
、
地
域
に
お
い

（
新
設
）

て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
実
施
す
る

よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一

病
院
及
び
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の
確
保
の
動
向
そ
の
他
の
地
域
に
お

い
て
必
要
と
さ
れ
る
医
療
の
確
保
に
関
す
る
調
査
及
び
分
析
を
行
う
こ
と

。
二

病
院
及
び
診
療
所
の
開
設
者
、
管
理
者
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
医

師
の
確
保
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他

の
援
助
を
行
う
こ
と
。

三

就
業
を
希
望
す
る
医
師
、
学
校
教
育
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
二
十

六
号
）
第
一
条
に
規
定
す
る
大
学
の
医
学
部
に
お
い
て
医
学
を
専
攻
す
る

学
生
そ
の
他
の
関
係
者
に
対
し
、
就
業
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な

情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

四

医
師
に
対
し
、
医
療
に
関
す
る
最
新
の
知
見
及
び
技
能
に
関
す
る
研
修

そ
の
他
の
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報

の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

五

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
及
び
診
療
所
に
お
け
る
医
師
の

確
保
を
図
る
た
め
に
必
要
な
支
援
を
行
う
こ
と
。

２

都
道
府
県
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
の
ほ
か
、
医
師
に
つ
い
て
職
業

安
定
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
四
十
一
号
）
第
三
十
三
条
の
四
第
一
項
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の
規
定
に
よ
る
届
出
を
し
て
無
料
の
職
業
紹
介
事
業
を
行
う
こ
と
又
は
医
業

に
つ
い
て
労
働
者
派
遣
事
業
の
適
正
な
運
営
の
確
保
及
び
派
遣
労
働
者
の
保

護
等
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
年
法
律
第
八
十
八
号
）
第
五
条
第
一
項
の

許
可
を
受
け
て
若
し
く
は
同
法
第
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
届
出
書
を

提
出
し
て
労
働
者
派
遣
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
事
務
及
び
前
項
に
規
定
す
る
事
務

（
次
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
地
域
医
療
支
援
事
務
」
と
い
う
。
）
の
全
部

又
は
一
部
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

都
道
府
県
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
は
地
域
医
療
支
援

事
務
又
は
当
該
委
託
に
係
る
事
務
を
実
施
す
る
に
当
た
り
、
地
域
に
お
い
て

必
要
と
さ
れ
る
医
療
を
確
保
す
る
た
め
の
拠
点
と
し
て
の
機
能
の
確
保
に
努

め
る
も
の
と
す
る
。

５

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
若
し
く
は

職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
委
託

に
係
る
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
二
十

国
は
、
地
域
医
療
支
援
事
務
の
適
切
な
実
施
に
資
す
る
た

（
新
設
）

め
、
都
道
府
県
に
対
し
、
必
要
な
情
報
の
提
供
そ
の
他
の
協
力
を
行
う
も
の

と
す
る
。

第
三
十
条
の
二
十
一

第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）

第
三
十
条
の
十
三

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従

に
掲
げ
る
者
及
び
医
療
従
事
者
は
、
地
域
医
療
対
策
の
実
施
に
協
力
す
る
よ

事
者
は
、
前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定
め
た
施
策
の
実
施
に

う
努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
十
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ

協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
す
る
よ
う
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
節

公
的
医
療
機
関

第
四
節

公
的
医
療
機
関
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第
三
十
一
条

公
的
医
療
機
関
（
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣

第
三
十
一
条

公
的
医
療
機
関
（
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
者
の
開
設
す
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

の
定
め
る
者
の
開
設
す
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
同
じ
。
）
は
、
地
域
医
療
対
策
の
実
施
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
第
三
十

て
同
じ
。
）
は
、
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
が
定

条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ

め
た
施
策
の
実
施
に
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

医
療
法
人

第
六
章

医
療
法
人

第
三
節

管
理

第
三
節

管
理

第
四
十
八
条
の
三

（
略
）

第
四
十
八
条
の
三

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

社
員
総
会
の
議
事
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
出
席

社
員
総
会
の
議
事
は
、
定
款
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
出
席

10

10

者
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と

者
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ

こ
ろ
に
よ
る
。

る
。

（
略
）

（
略
）

11

11

第
四
十
九
条

（
略
）

第
四
十
九
条

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

７

評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
議
決
権
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数

７

評
議
員
会
の
議
事
は
、
出
席
者
の
過
半
数
で
決
し
、
可
否
同
数
の
と
き
は

の
と
き
は
、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

、
議
長
の
決
す
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

第
四
十
九
条
の
四

評
議
員
と
な
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

第
四
十
九
条
の
四

評
議
員
と
な
る
者
は
、
次
に
掲
げ
る
者
と
す
る
。

一

医
療
従
事
者
の
う
ち
か
ら
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任

一

医
師
、
歯
科
医
師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
医
療
従
事
者
の
う
ち

さ
れ
た
者

か
ら
、
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
選
任
さ
れ
た
者

二
～
四

（
略
）

二
～
四

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）
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第
五
十
七
条

社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
総
社
員
の
同
意
が
あ
る
と
き
は
、
他

第
五
十
七
条

社
団
た
る
医
療
法
人
は
、
総
社
員
の
同
意
が
あ
る
と
き
は
、
他

の
社
団
た
る
医
療
法
人
又
は
財
団
た
る
医
療
法
人
と
合
併
を
す
る
こ
と
が
で

の
社
団
た
る
医
療
法
人
と
合
併
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

２

財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
寄
附
行
為
に
合
併
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定

２

財
団
た
る
医
療
法
人
は
、
寄
附
行
為
に
合
併
す
る
こ
と
が
で
き
る
旨
の
定

め
が
あ
る
場
合
に
限
り
、
他
の
社
団
た
る
医
療
法
人
又
は
財
団
た
る
医
療
法

が
あ
る
場
合
に
限
り
、
他
の
財
団
た
る
医
療
法
人
と
合
併
を
す
る
こ
と
が
で

人
と
合
併
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

き
る
。

３

財
団
た
る
医
療
法
人
が
合
併
を
す
る
に
は
、
理
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同

３

財
団
た
る
医
療
法
人
が
合
併
を
す
る
に
は
、
理
事
の
三
分
の
二
以
上
の
同

意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
め
が
あ
る
場

意
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、
寄
附
行
為
に
別
段
の
定
が
あ
る
場
合
は

合
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

、
こ
の
限
り
で
な
い
。

４

次
の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
合
併
後
存
続
す
る
医
療
法
人
又
は
合
併

（
新
設
）

に
よ
り
設
立
す
る
医
療
法
人
は
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
種
類
の
医

療
法
人
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

合
併
を
す
る
医
療
法
人
が
社
団
た
る
医
療
法
人
の
み
で
あ
る
場
合

社

団
た
る
医
療
法
人

二

合
併
を
す
る
医
療
法
人
が
財
団
た
る
医
療
法
人
の
み
で
あ
る
場
合

財

団
た
る
医
療
法
人

５
・
６

（
略
）

４
・
５

（
略
）

第
五
十
八
条

医
療
法
人
は
、
前
条
第
五
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
認

第
五
十
八
条

医
療
法
人
は
、
前
条
第
四
項
に
規
定
す
る
都
道
府
県
知
事
の
認

可
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
可
の
通
知
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に

可
が
あ
つ
た
と
き
は
、
そ
の
認
可
の
通
知
の
あ
つ
た
日
か
ら
二
週
間
以
内
に

、
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
財
産
目
録
及
び
貸
借
対
照
表
を
作
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
十
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
六

第
六
十
七
条

都
道
府
県
知
事
は
、
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
六

項
若
し
く
は
第
五
十
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
な
い
処
分
を
し

項
若
し
く
は
第
五
十
七
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
を
し
な
い
処
分
を
し

、
又
は
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
役
員
の
解
任
を
勧
告
す
る
に
当

、
又
は
第
六
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
役
員
の
解
任
を
勧
告
す
る
に
当

た
つ
て
は
、
当
該
処
分
の
名
宛
人
又
は
当
該
勧
告
の
相
手
方
に
対
し
、
そ
の

た
つ
て
は
、
当
該
処
分
の
名
あ
て
人
又
は
当
該
勧
告
の
相
手
方
に
対
し
、
そ

指
名
し
た
職
員
又
は
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
弁
明
す
る
機
会
を
与
え
な
け
れ

の
指
名
し
た
職
員
又
は
そ
の
他
の
者
に
対
し
て
弁
明
す
る
機
会
を
与
え
な
け
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ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
処
分
の

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
処
分

名
宛
人
又
は
当
該
勧
告
の
相
手
方
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
書
面
を
も
つ
て

の
名
あ
て
人
又
は
当
該
勧
告
の
相
手
方
に
対
し
、
あ
ら
か
じ
め
、
書
面
を
も

、
弁
明
を
す
る
べ
き
日
時
、
場
所
及
び
当
該
処
分
又
は
当
該
勧
告
を
す
る
べ

つ
て
、
弁
明
を
す
る
べ
き
日
時
、
場
所
及
び
当
該
処
分
又
は
当
該
勧
告
を
す

き
事
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

る
べ
き
事
由
を
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
六
十
八
条
の
二

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
病
院
、
診
療
所
又

第
六
十
八
条
の
二

二
以
上
の
都
道
府
県
の
区
域
に
お
い
て
病
院
、
診
療
所
又

は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
す
る
医
療
法
人
に
係
る
こ
の
章
の
規
定
の
適

は
介
護
老
人
保
健
施
設
を
開
設
す
る
医
療
法
人
に
係
る
こ
の
章
の
規
定
の
適

用
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
第

用
に
つ
い
て
は
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
及
び
第
二
項
、
第
四
十
四
条
第

一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、

一
項
及
び
第
三
項
、
第
四
十
五
条
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書
、

第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
の
四
第
五

第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
及
び
第
二
項
、
第
四
十
六
条
の
四
第
五

項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
第
四
号
、
第
四
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五

項
、
第
六
項
及
び
第
七
項
第
四
号
、
第
四
十
七
条
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
五

十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
五
条
第
六
項
、
第

十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
、
第
五
十
二
条
、
第
五
十
五
条
第
六
項
、
第

七
項
（
第
五
十
七
条
第
六
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の

七
項
（
第
五
十
七
条
第
五
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
以
下
こ
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
八
項
、
第
五
十
六
条
の
六
、
第
五
十
六
条
の

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
第
八
項
、
第
五
十
六
条
の
六
、
第
五
十
六
条
の

十
一
、
第
五
十
六
条
の
十
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
七
条
第
五
項
、

十
一
、
第
五
十
六
条
の
十
二
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
五
十
七
条
第
四
項
、

第
五
十
八
条
、
第
六
十
四
条
か
ら
第
六
十
六
条
ま
で
並
び
に
第
六
十
七
条
第

第
五
十
八
条
、
第
六
十
四
条
か
ら
第
六
十
六
条
ま
で
並
び
に
第
六
十
七
条
第

一
項
及
び
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
」

一
項
及
び
第
三
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
」

と
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
所
在
地
の
都
道
府
県
に
」
と
あ

と
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
第
四
号
中
「
所
在
地
の
都
道
府
県
に
」
と
あ

る
の
は
「
所
在
地
の
全
て
の
都
道
府
県
に
」
と
、
同
条
第
二
項
、
第
四
十
五

る
の
は
「
所
在
地
の
す
べ
て
の
都
道
府
県
に
」
と
、
同
条
第
二
項
、
第
四
十

条
第
二
項
、
第
五
十
五
条
第
七
項
、
第
六
十
四
条
第
三
項
、
第
六
十
四
条
の

五
条
第
二
項
、
第
五
十
五
条
第
七
項
、
第
六
十
四
条
第
三
項
、
第
六
十
四
条

二
第
二
項
及
び
第
六
十
六
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
医
療
審
議
会
」
と
あ
る

の
二
第
二
項
及
び
第
六
十
六
条
第
二
項
中
「
都
道
府
県
医
療
審
議
会
」
と
あ

の
は
「
社
会
保
障
審
議
会
」
と
、
第
四
十
九
条
第
二
項
中
「
第
四
十
六
条
の

る
の
は
「
社
会
保
障
審
議
会
」
と
、
第
四
十
九
条
第
二
項
中
「
第
四
十
六
条

二
第
一
項
た
だ
し
書
の
認
可
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項
の

の
二
第
一
項
た
だ
し
書
の
認
可
」
と
あ
る
の
は
「
第
六
十
八
条
の
二
第
一
項

規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し
書

の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
四
十
六
条
の
二
第
一
項
た
だ
し

の
認
可
」
と
、
第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
と
あ
る
の
は

書
の
認
可
」
と
、
第
六
十
三
条
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
は
」
と
あ
る
の

「
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
の
」
と

は
「
厚
生
労
働
大
臣
又
は
都
道
府
県
知
事
は
」
と
、
「
都
道
府
県
知
事
の
」

あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
の
」
と
す
る
。

と
あ
る
の
は
「
厚
生
労
働
大
臣
の
」
と
す
る
。
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２

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項

の
規
定
に
よ
る
認
定
並
び
に
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一

の
規
定
に
よ
る
認
定
並
び
に
第
四
十
四
条
第
一
項
、
第
四
十
六
条
の
二
第
一

項
た
だ
し
書
、
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
七
条
第
一
項

項
た
だ
し
書
、
第
四
十
六
条
の
三
第
一
項
た
だ
し
書
、
第
四
十
七
条
第
一
項

た
だ
し
書
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
六
項
及
び
第
五
十
七
条
第

た
だ
し
書
、
第
五
十
条
第
一
項
、
第
五
十
五
条
第
六
項
及
び
第
五
十
七
条
第

五
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
は
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な

四
項
の
規
定
に
よ
る
認
可
の
申
請
は
、
都
道
府
県
知
事
を
経
由
し
て
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
な
調

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
必
要
な
調

査
を
し
、
意
見
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

査
を
し
、
意
見
を
付
す
る
も
の
と
す
る
。

第
七
十
二
条

（
略
）

第
七
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
六
条
の
十
一
第
四
項
、
第
三
十
条
の
十
五
第
四
項
又
は
第
三
十
条
の
十

３

第
六
条
の
十
一
第
四
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又

九
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以

は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

下
の
罰
金
に
処
す
る
。

第
七
十
五
条
の
三

第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し

（
新
設
）

た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。
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○

医
療
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
五
号
）
（
抄
）
（
第
四
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
一
章
・
第
二
章

（
略
）

第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保

第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保
（
第
六
条
の
九
―
第
六
条
の
十
二
）

第
一
節

医
療
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
措
置
（
第
六
条
の
九
―
第
六
条

（
新
設
）

の
十
四
）

第
二
節

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
（
第
六
条
の
十
五
―
第
六
条

（
新
設
）

の
二
十
七
）

第
四
章

（
略
）

第
四
章

（
略
）

第
五
章

医
療
提
供
体
制
の
確
保

第
五
章

医
療
提
供
体
制
の
確
保

第
一
節

（
略
）

第
一
節

（
略
）

第
二
節

医
療
計
画
（
第
三
十
条
の
四
―
第
三
十
条
の
十
二
）

第
二
節

医
療
計
画
（
第
三
十
条
の
四
―
第
三
十
条
の
十
一
）

第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
（
第
三

第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
（
第
三

十
条
の
十
三
―
第
三
十
条
の
十
八
）

十
条
の
十
二
）

第
四
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等
（
第
三
十
条
の
十
九

第
四
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等
（
第
三
十
条
の
十
三

―
第
三
十
条
の
二
十
七
）

―
第
三
十
条
の
二
十
一
）

第
五
節

（
略
）

第
五
節

（
略
）

第
六
章
～
第
八
章

（
略
）

第
六
章
～
第
八
章

（
略
）

附
則

附
則

第
四
条
の
三

病
院
で
あ
つ
て
、
臨
床
研
究
の
実
施
の
中
核
的
な
役
割
を
担
う

（
新
設
）

こ
と
に
関
す
る
次
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の

承
認
を
得
て
臨
床
研
究
中
核
病
院
と
称
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一

特
定
臨
床
研
究
（
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
つ
て
行
う
臨
床

研
究
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
す
る
計
画
を
立
案
し
、
及
び
実
施
す

る
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

二

他
の
病
院
又
は
診
療
所
と
共
同
し
て
特
定
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
の
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
能
力

を
有
す
る
こ
と
。

三

他
の
病
院
又
は
診
療
所
に
対
し
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
能
力
を

有
す
る
こ
と
。

四

特
定
臨
床
研
究
に
関
す
る
研
修
を
行
う
能
力
を
有
す
る
こ
と
。

五

そ
の
診
療
科
名
中
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
診
療
科
名
を
有
す
る
こ

と
。

六

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
の
患
者
を
入
院
さ
せ
る
た
め
の
施
設

を
有
す
る
こ
と
。

七

そ
の
有
す
る
人
員
が
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

八

第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
八
号
ま
で
及
び
第
十
号
か
ら
第
十

二
号
ま
で
並
び
に
第
二
十
二
条
の
三
第
二
号
、
第
五
号
及
び
第
六
号
に
規

定
す
る
施
設
を
有
す
る
こ
と
。

九

そ
の
施
設
の
構
造
設
備
が
第
二
十
一
条
第
一
項
及
び
第
二
十
二
条
の
三

の
規
定
に
基
づ
く
厚
生
労
働
省
令
並
び
に
同
項
の
規
定
に
基
づ
く
都
道
府

県
の
条
例
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

十

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
に
関
す
る
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
適
合
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
承
認
を
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め

、
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

臨
床
研
究
中
核
病
院
で
な
い
も
の
は
、
こ
れ
に
臨
床
研
究
中
核
病
院
又
は

こ
れ
に
紛
ら
わ
し
い
名
称
を
称
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保

第
三
章

医
療
の
安
全
の
確
保

第
一
節

医
療
の
安
全
の
確
保
の
た
め
の
措
置

（
新
設
）

第
六
条
の
九

（
略
）

第
六
条
の
九

（
略
）

第
六
条
の
十

病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
病
院

（
新
設
）

等
」
と
い
う
。
）
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
（
当
該
病
院
等
に
勤
務
す
る
医

療
従
事
者
が
提
供
し
た
医
療
に
起
因
し
、
又
は
起
因
す
る
と
疑
わ
れ
る
死
亡

又
は
死
産
で
あ
つ
て
、
当
該
管
理
者
が
当
該
死
亡
又
は
死
産
を
予
期
し
な
か

つ
た
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
章
に

お
い
て
同
じ
。
）
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
当
該
医
療
事
故
の
日
時
、
場
所
及
び
状
況
そ
の
他

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
医
療
事
故
調
査

・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
す
る
に
当
た
つ
て
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
医
療
事
故
に
係
る
死
亡
し
た
者
の
遺
族
又
は
医
療
事
故
に

係
る
死
産
し
た
胎
児
の
父
母
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
（
以
下
こ

の
章
に
お
い
て
単
に
「
遺
族
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
事
項
を
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
族
が
な
い
と
き
、

又
は
遺
族
の
所
在
が
不
明
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
の
十
一

病
院
等
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、

（
新
設
）

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
速
や
か
に
そ
の
原
因
を
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
医
療
事
故
調
査
」

と
い
う
。
）
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

病
院
等
の
管
理
者
は
、
医
学
医
術
に
関
す
る
学
術
団
体
そ
の
他
の
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
団
体
（
法
人
で
な
い
団
体
に
あ
つ
て
は
、
代
表
者
又
は
管
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理
人
の
定
め
の
あ
る
も
の
に
限
る
。
次
項
及
び
第
六
条
の
二
十
二
に
お
い
て

「
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
医
療
事
故
調
査
を

行
う
た
め
に
必
要
な
支
援
を
求
め
る
も
の
と
す
る
。

３

医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
支
援
を
求
め
ら
れ

た
と
き
は
、
医
療
事
故
調
査
に
必
要
な
支
援
を
行
う
も
の
と
す
る
。

４

病
院
等
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
調
査
を
終
了
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
結
果
を
第
六
条
の
十
五

第
一
項
の
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
５

病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
す
る
に
当
た
つ
て
は

、
あ
ら
か
じ
め
、
遺
族
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
説
明
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
遺
族
が
な
い
と
き
、
又
は
遺
族
の
所
在
が

不
明
で
あ
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
六
条
の
十
二

病
院
等
の
管
理
者
は
、
前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

第
六
条
の
十

病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
の
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
指
針
の
策
定
、

の
指
針
の
策
定
、
従
業
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
当
該
病
院
等
に

従
業
者
に
対
す
る
研
修
の
実
施
そ
の
他
の
当
該
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所

お
け
る
医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

に
お
け
る
医
療
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な

。

い
。

都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
（
以
下
こ

都
道
府
県
、
保
健
所
を
設
置
す
る
市
及
び
特
別
区
（
以
下
こ

第
六
条
の
十
三

第
六
条
の
十
一

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
第
六
条
の
九

の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
都
道
府
県
等
」
と
い
う
。
）
は
、
第
六
条
の
九

に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
実
施
す
る
施
設
（

に
規
定
す
る
措
置
を
講
ず
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
事
務
を
実
施
す
る
施
設
（

以
下
「
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
よ
う
努
め
な
け

以
下
「
医
療
安
全
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
い
う
。
）
を
設
け
る
よ
う
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

一

患
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る

一

患
者
又
は
そ
の
家
族
か
ら
の
当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る

病
院
等
に
お
け
る
医
療
に
関
す
る
苦
情
に
対
応
し
、
又
は
相
談
に
応
ず
る

病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助
産
所
に
お
け
る
医
療
に
関
す
る
苦
情
に
対
応

と
と
も
に
、
当
該
患
者
若
し
く
は
そ
の
家
族
又
は
当
該
病
院
等
の
管
理
者

し
、
又
は
相
談
に
応
ず
る
と
と
も
に
、
当
該
患
者
若
し
く
は
そ
の
家
族
又



- 34 -

に
対
し
、
必
要
に
応
じ
、
助
言
を
行
う
こ
と
。

は
当
該
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助
産
所
の
管
理
者
に
対
し
、
必
要
に
応

じ
、
助
言
を
行
う
こ
と
。

二

当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る
病
院
等
の
開
設
者
若
し
く
は

二

当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助

管
理
者
若
し
く
は
従
業
者
又
は
患
者
若
し
く
は
そ
の
家
族
若
し
く
は
住
民

産
所
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
若
し
く
は
従
業
者
又
は
患
者
若
し
く
は

に
対
し
、
医
療
の
安
全
の
確
保
に
関
し
必
要
な
情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と

そ
の
家
族
若
し
く
は
住
民
に
対
し
、
医
療
の
安
全
の
確
保
に
関
し
必
要
な

。

情
報
の
提
供
を
行
う
こ
と
。

三

当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る
病
院
等
の
管
理
者
又
は
従
業

三

当
該
都
道
府
県
等
の
区
域
内
に
所
在
す
る
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所

者
に
対
し
、
医
療
の
安
全
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す
る
こ
と
。

の
管
理
者
又
は
従
業
者
に
対
し
、
医
療
の
安
全
に
関
す
る
研
修
を
実
施
す

る
こ
と
。

四

（
略
）

四

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

第
六
条
の
十
四

（
略
）

第
六
条
の
十
二

（
略
）

第
二
節

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー

（
新
設
）

第
六
条
の
十
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
事
故
調
査
を
行
う
こ
と
及
び
医
療

（
新
設
）

事
故
が
発
生
し
た
病
院
等
の
管
理
者
が
行
う
医
療
事
故
調
査
へ
の
支
援
を
行

う
こ
と
に
よ
り
医
療
の
安
全
の
確
保
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
一
般
社

団
法
人
又
は
一
般
財
団
法
人
で
あ
つ
て
、
次
条
に
規
定
す
る
業
務
を
適
切
か

つ
確
実
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
を
、
そ
の
申
請
に
よ
り

、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て
指
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
し
た
と
き
は
、
当
該
医

療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
名
称
、
住
所
及
び
事
務
所
の
所
在
地
を
公

示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
そ
の
名
称
、
住
所
又
は
事
務
所
の

所
在
地
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
そ
の
旨
を
厚
生
労

働
大
臣
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
つ
た
と
き
は
、
当
該

届
出
に
係
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
十
六

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を

（
新
設
）

行
う
も
の
と
す
る
。

一

第
六
条
の
十
一
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
に
よ
り
収
集
し
た
情
報
の

整
理
及
び
分
析
を
行
う
こ
と
。

二

第
六
条
の
十
一
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
し
た
病
院
等
の
管
理
者

に
対
し
、
前
号
の
情
報
の
整
理
及
び
分
析
の
結
果
の
報
告
を
行
う
こ
と
。

三

次
条
第
一
項
の
調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
結
果
を
同
項
の
管
理
者

及
び
遺
族
に
報
告
す
る
こ
と
。

四

医
療
事
故
調
査
に
従
事
す
る
者
に
対
し
医
療
事
故
調
査
に
係
る
知
識
及

び
技
能
に
関
す
る
研
修
を
行
う
こ
と
。

五

医
療
事
故
調
査
の
実
施
に
関
す
る
相
談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供

及
び
支
援
を
行
う
こ
と
。

六

医
療
事
故
の
再
発
の
防
止
に
関
す
る
普
及
啓
発
を
行
う
こ
と
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
の
安
全
の
確
保
を
図
る
た
め
に

必
要
な
業
務
を
行
う
こ
と
。

第
六
条
の
十
七

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
医
療
事
故
が
発
生
し

（
新
設
）

た
病
院
等
の
管
理
者
又
は
遺
族
か
ら
、
当
該
医
療
事
故
に
つ
い
て
調
査
の
依

頼
が
あ
つ
た
と
き
は
、
必
要
な
調
査
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
前
項
の
調
査
に
つ
い
て
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
は
、
同
項
の
管
理
者
に
対
し
、
文
書
若
し
く
は
口
頭
に
よ

る
説
明
を
求
め
、
又
は
資
料
の
提
出
そ
の
他
必
要
な
協
力
を
求
め
る
こ
と
が

で
き
る
。

３

第
一
項
の
管
理
者
は
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
か
ら
前
項
の
規

定
に
よ
る
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
を
拒
ん
で
は
な
ら
な
い
。
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４

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
項
の
管
理
者
が
第
二
項
の
規

定
に
よ
る
求
め
を
拒
ん
だ
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
項
の
調
査
を
終
了
し
た
と
き

は
、
そ
の
調
査
の
結
果
を
同
項
の
管
理
者
及
び
遺
族
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

第
六
条
の
十
八

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
六
条
の
十
六
各
号

（
新
設
）

に
掲
げ
る
業
務
（
以
下
「
調
査
等
業
務
」
と
い
う
。
）
を
行
う
と
き
は
、
そ

の
開
始
前
に
、
調
査
等
業
務
の
実
施
方
法
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
調
査
等
業
務
に
関
す
る
規
程
（
次
項
及
び

第
六
条
の
二
十
六
第
一
項
第
三
号
に
お
い
て
「
業
務
規
程
」
と
い
う
。
）
を

定
め
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
変
更

し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
認
可
を
し
た
業
務
規
程
が
調
査
等
業
務
の
適

正
か
つ
確
実
な
実
施
上
不
適
当
と
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
業
務
規

程
を
変
更
す
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
の
十
九

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
毎
事
業
年
度
、
厚
生

（
新
設
）

労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
調
査
等
業
務
に
関
し
事
業
計
画
書
及

び
収
支
予
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
の
認
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
も
、
同
様
と
す
る
。

２

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
毎
事
業
年
度
終
了
後
、
調
査
等
業
務
に
関
し
事
業
報
告
書
及
び
収

支
決
算
書
を
作
成
し
、
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
許

（
新
設
）

可
を
受
け
な
け
れ
ば
、
調
査
等
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
休
止
し
、
又
は
廃

止
し
て
は
な
ら
な
い
。
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第
六
条
の
二
十
一

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
員
若
し
く
は
職
員

（
新
設
）

又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
調
査
等
業
務
に

関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
二

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
調
査
等
業
務
の
一

（
新
設
）

部
を
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
医
療
事
故
調
査
等
支
援
団
体
の
役
員

若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ
つ
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、

当
該
委
託
に
係
る
業
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

。
第
六
条
の
二
十
三

医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
厚
生
労
働
省
令
で

（
新
設
）

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
帳
簿
を
備
え
、
調
査
等
業
務
に
関
し
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
調
査
等
業
務
の
適
正
な
運
営
を
確
保

（
新
設
）

す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン

タ
ー
に
対
し
、
調
査
等
業
務
若
し
く
は
資
産
の
状
況
に
関
し
必
要
な
報
告
を

命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
務
所
に

立
ち
入
り
、
調
査
等
業
務
の
状
況
若
し
く
は
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検

査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明

書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の

と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
五

厚
生
労
働
大
臣
は
、
こ
の
節
の
規
定
を
施
行
す
る
た
め
に

（
新
設
）
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必
要
な
限
度
に
お
い
て
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
、
調
査

等
業
務
に
関
し
監
督
上
必
要
な
命
令
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
六
条
の
二
十
六

厚
生
労
働
大
臣
は
、
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
が

（
新
設
）

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
六
条
の
十
五
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
指
定
」
と
い
う
。
）
を
取
り
消

す
こ
と
が
で
き
る
。

一

調
査
等
業
務
を
適
正
か
つ
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め

ら
れ
る
と
き
。

二

指
定
に
関
し
不
正
の
行
為
が
あ
つ
た
と
き
。

三

こ
の
節
の
規
定
若
し
く
は
当
該
規
定
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
に

違
反
し
た
と
き
、
又
は
第
六
条
の
十
八
第
一
項
の
認
可
を
受
け
た
業
務
規

程
に
よ
ら
な
い
で
調
査
等
業
務
を
行
つ
た
と
き
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
指
定
を
取
り
消
し
た
と
き
は
、

そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
条
の
二
十
七

こ
の
節
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
医
療
事
故
調
査
・
支

（
新
設
）

援
セ
ン
タ
ー
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
四
章

病
院
、
診
療
所
及
び
助
産
所

第
四
章

病
院
、
診
療
所
及
び
助
産
所

第
七
条

病
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
七
条

病
院
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
医
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律

第
二
百
一
号
）
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
（

第
二
百
一
号
）
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
（

同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た

同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た

者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
に
限
る
。

者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
に
限
る
。

以
下
「
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
」
と
い
う
。
）
及
び
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二

以
下
「
臨
床
研
修
等
修
了
医
師
」
と
い
う
。
）
及
び
歯
科
医
師
法
（
昭
和
二

十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を

十
三
年
法
律
第
二
百
二
号
）
第
十
六
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を

受
け
た
者
（
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命

受
け
た
者
（
同
法
第
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
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令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た

令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た

者
に
限
る
。
以
下
「
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医
師
」
と
い
う
。
）
で
な
い
者

者
に
限
る
。
以
下
「
臨
床
研
修
等
修
了
歯
科
医
師
」
と
い
う
。
）
で
な
い
者

が
診
療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
助
産
師
（
保
健
師
助
産
師
看

が
診
療
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と
き
、
又
は
助
産
師
（
保
健
師
助
産
師
看

護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規

護
師
法
（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
第
十
五
条
の
二
第
一
項
の
規

定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
三
項

定
に
よ
る
厚
生
労
働
大
臣
の
命
令
を
受
け
た
者
に
あ
つ
て
は
、
同
条
第
三
項

の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
、
第
八
条
及
び
第

の
規
定
に
よ
る
登
録
を
受
け
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
、
第
八
条
及
び
第

十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
な
い
者
が
助
産
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と

十
一
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
で
な
い
者
が
助
産
所
を
開
設
し
よ
う
と
す
る
と

き
は
、
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
又
は
助
産
所
に
あ
つ
て
は
、
そ

き
は
、
開
設
地
の
都
道
府
県
知
事
（
診
療
所
又
は
助
産
所
に
あ
つ
て
は
、
そ

の
開
設
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お

の
開
設
地
が
保
健
所
を
設
置
す
る
市
又
は
特
別
区
の
区
域
に
あ
る
場
合
に
お

い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
。
第
八

い
て
は
、
当
該
保
健
所
を
設
置
す
る
市
の
市
長
又
は
特
別
区
の
区
長
。
第
八

条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
四
条

条
か
ら
第
九
条
ま
で
、
第
十
二
条
、
第
十
五
条
、
第
十
八
条
、
第
二
十
四
条

、
第
二
十
七
条
及
び
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
に
お
い
て
同

及
び
第
二
十
七
条
か
ら
第
三
十
条
ま
で
の
規
定
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
許
可

じ
。
）
の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
病
院
の
開
設
の
許
可
若
し
く
は
病
院
の
病
床
数
の
増

（
新
設
）

加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
又
は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の
許

可
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許

可
の
申
請
に
対
す
る
許
可
に
は
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
に
お
い
て
、
第
三

十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
の
機
能
区
分
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

て
「
病
床
の
機
能
区
分
」
と
い
う
。
）
の
う
ち
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
又

は
診
療
所
の
所
在
地
を
含
む
構
想
区
域
（
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す

る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
項
及
び
次
条
に
お
い
て
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。

）
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
構
想
区
域

を
い
う
。
）
に
お
け
る
病
床
の
機
能
区
分
に
応
じ
た
既
存
の
病
床
数
が
、
医

療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
構
想
区
域
に
お
け
る
同
号
イ
に
規
定
す
る
将

来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
医
療
を
提
供
す
る
こ

と
そ
の
他
の
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
同
号
に
規
定
す
る
地
域
医
療
構
想

の
達
成
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
条
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件
を
付
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

６

営
利
を
目
的
と
し
て
、
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
を
開
設
し
よ
う
と
す

５

営
利
を
目
的
と
し
て
、
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
を
開
設
し
よ
う
と
す

る
者
に
対
し
て
は
、
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
許
可
を
与

る
者
に
対
し
て
は
、
前
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
項
の
許
可
を
与
え

え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
病
院
の
開
設
の
許
可
又

第
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
者
が
病
院
の
開
設
の
許
可
又

は
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
を

は
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
の
許
可
の
申
請
を

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当

し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
当

該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
又
は
一
般
病
床
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
療
養
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
医
療
計
画
に
お
い
て
定

「
療
養
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
第
三
十
条
の
四
第
一
項

め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し
、
当
該
申
請

の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
が
定
め
る
医
療
計
画
（
以
下
こ
の
条
に
お
い

に
係
る
病
床
が
精
神
病
床
、
感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の
項
に

て
単
に
「
医
療
計
画
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二

お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と
い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道
府
県

項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
精
神
病
床
、

の
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で

感
染
症
病
床
又
は
結
核
病
床
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
精
神
病
床
等
」
と

あ
る
場
合
は
同
号
に
規
定
す
る
区
域
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。

い
う
。
）
の
み
で
あ
る
場
合
は
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
し
、
当
該
申
請
に

）
に
お
け
る
病
院
又
は
診
療
所
の
病
床
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
に

係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
及
び
精
神
病
床
等
で
あ
る
場
合
は
同
号
に
規
定
す

応
じ
た
数
（
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、

る
区
域
及
び
当
該
都
道
府
県
の
区
域
と
す
る
。
）
に
お
け
る
病
院
又
は
診
療

そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
）
が
、
同
条
第
六
項
の

所
の
病
床
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
数
（
当
該
申
請
に
係

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地

る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病

域
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床
の
種
別
に
応
じ
た
基
準
病
床
数
（
当
該
申
請
に

床
及
び
一
般
病
床
の
数
）
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の
み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養

準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
そ
の
地
域
の
当
該
申
請
に
係
る
病
床

病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
）
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は

の
種
別
に
応
じ
た
基
準
病
床
数
（
当
該
申
請
に
係
る
病
床
が
療
養
病
床
等
の

当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
開
設
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の

み
で
あ
る
場
合
は
、
そ
の
地
域
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る

種
別
の
変
更
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前

基
準
病
床
数
）
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請
に
係
る
病
院
の
開

条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
与

設
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
に
よ
つ
て
こ
れ

え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

を
超
え
る
こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ

ら
ず
、
同
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）
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２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
診
療
所
の
病
床
の
設
置
の

許
可
又
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て

許
可
又
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
の
許
可
の
申
請
を
し
た
場
合
に
お
い
て

、
当
該
申
請
に
係
る
診
療
所
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計
画
に
お
い
て

、
当
該
申
請
に
係
る
診
療
所
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計
画
に
お
い
て

定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い
う
。
）
に

定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い
う
。
）
に
お

お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令

け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
の
療
養
病
床

定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
の
療
養
病
床
及

及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申

び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
既
に
達
し
て
い
る
か
、
又
は
当
該
申
請

請
に
係
る
病
床
の
設
置
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る

に
係
る
病
床
の
設
置
若
し
く
は
病
床
数
の
増
加
に
よ
つ
て
こ
れ
を
超
え
る
こ

こ
と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同

と
に
な
る
と
認
め
る
と
き
は
、
前
条
第
四
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
同
条

条
第
三
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
項
の
許
可
を
与
え
な
い
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
病
院
（
療
養

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
病
院
（
療
養

病
床
等
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
（
前
条
第
三
項
の
許
可
を

病
床
等
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
（
前
条
第
三
項
の
許
可
を

得
て
病
床
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計

得
て
病
床
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
所
在
地
を
含
む
地
域
（
医
療
計

画
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
区
域
を

画
に
お
い
て
定
め
る
第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
十
号
に
規
定
す
る
区
域
を
い

い
う
。
）
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
六
項
の
厚

う
。
）
に
お
け
る
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
の
数
が
、
同
条
第
五
項
の
厚
生

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域

労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
区
域
の

の
療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
を
既
に
超
え
て
い
る
場
合

療
養
病
床
及
び
一
般
病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
を
既
に
超
え
て
い
る
場
合
に

に
お
い
て
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
条
第
一

お
い
て
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
前
条
第
一
項

項
若
し
く
は
第
二
項
の
許
可
に
係
る
療
養
病
床
等
又
は
同
条
第
三
項
の
許
可

若
し
く
は
第
二
項
の
許
可
に
係
る
療
養
病
床
等
又
は
同
条
第
三
項
の
許
可
を

を
受
け
た
病
床
に
係
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
つ
て
い
な
い
と
き
は
、

受
け
た
病
床
に
係
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
つ
て
い
な
い
と
き
は
、
当

当
該
業
務
を
行
つ
て
い
な
い
病
床
数
の
範
囲
内
で
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所

該
業
務
を
行
つ
て
い
な
い
病
床
数
の
範
囲
内
で
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の

の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
病
床
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る

開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
病
床
数
を
削
減
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
許

許
可
の
変
更
の
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

可
の
変
更
の
た
め
の
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
既

４

前
三
項
の
場
合
に
お
い
て
、
都
道
府
県
知
事
は
、
当
該
地
域
に
お
け
る
既

存
の
病
床
数
及
び
当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
を
算
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、

存
の
病
床
数
及
び
当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
を
算
定
す
る
に
当
た
つ
て
は
、

第
三
十
条
の
四
第
六
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
都
道
府
県

第
三
十
条
の
四
第
五
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
都
道
府
県

の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
病
院
又
は
診
療
所
の
機
能
及
び
性
格
を

の
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
病
院
又
は
診
療
所
の
機
能
及
び
性
格
を

考
慮
し
て
、
必
要
な
補
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

考
慮
し
て
、
必
要
な
補
正
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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５
・
６

（
略
）

５
・
６

（
略
）

７

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て

（
新
設
）

、
当
該
命
令
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に

従
わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

（
略
）

７

（
略
）

第
十
二
条
の
四

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
開
設
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め

（
新
設
）

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
業
務
に
関
す
る
報
告
書
を
厚
生
労
働
大
臣
に
提
出
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の

報
告
書
の
内
容
を
公
表
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
六
条
の
四

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
管
理
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め

（
新
設
）

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

特
定
臨
床
研
究
に
関
す
る
計
画
を
立
案
し
、
及
び
実
施
す
る
こ
と
。

二

他
の
病
院
又
は
診
療
所
と
共
同
し
て
特
定
臨
床
研
究
を
実
施
す
る
場
合

に
あ
つ
て
は
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
の
主
導
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と

。
三

他
の
病
院
又
は
診
療
所
に
対
し
、
特
定
臨
床
研
究
の
実
施
に
関
す
る
相

談
に
応
じ
、
必
要
な
情
報
の
提
供
、
助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
。

四

特
定
臨
床
研
究
に
関
す
る
研
修
を
行
う
こ
と
。

五

第
二
十
二
条
の
三
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
諸
記
録
を
体
系
的
に

管
理
す
る
こ
と
。

六

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項

第
十
七
条

第
六
条
の
十
か
ら
第
六
条
の
十
二
ま
で
及
び
第
十
三
条
か
ら
前
条

第
十
七
条

第
六
条
の
十
及
び
第
十
三
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ

ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
の
管
理
者
が
、

か
、
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所
の
管
理
者
が
、
そ
の
構
造
設
備
、
医
薬
品

そ
の
構
造
設
備
、
医
薬
品
そ
の
他
の
物
品
の
管
理
並
び
に
患
者
、
妊
婦
、
産

そ
の
他
の
物
品
の
管
理
並
び
に
患
者
、
妊
婦
、
産
婦
及
び
じ
よ
く
婦
の
入
院
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婦
及
び
じ
よ
く
婦
の
入
院
又
は
入
所
に
つ
き
遵
守
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は

又
は
入
所
に
つ
き
遵
守
す
べ
き
事
項
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

る
。

第
二
十
二
条
の
三

臨
床
研
究
中
核
病
院
は
、
第
二
十
一
条
第
一
項
（
第
一
号

（
新
設
）

及
び
第
九
号
を
除
く
。
）
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
の
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
人
員
及
び
施
設
を
有
し
、
か
つ
、
記
録
を

備
え
て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
員
数
の
臨
床
研
究
に
携
わ
る
医
師
、
歯
科
医

師
、
薬
剤
師
、
看
護
師
そ
の
他
の
従
業
者

二

集
中
治
療
室

三

診
療
及
び
臨
床
研
究
に
関
す
る
諸
記
録

四

病
院
の
管
理
及
び
運
営
に
関
す
る
諸
記
録

五

第
二
十
二
条
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
に
掲
げ
る
施
設

六

そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設

第
二
十
三
条

第
二
十
一
条
か
ら
前
条
ま
で
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
、

第
二
十
三
条

前
三
条
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
病
院
、
診
療
所
又
は
助
産
所

診
療
所
又
は
助
産
所
の
構
造
設
備
に
つ
い
て
、
換
気
、
採
光
、
照
明
、
防
湿

の
構
造
設
備
に
つ
い
て
、
換
気
、
採
光
、
照
明
、
防
湿
、
保
安
、
避
難
及
び

、
保
安
、
避
難
及
び
清
潔
そ
の
他
衛
生
上
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
基
準

清
潔
そ
の
他
衛
生
上
遺
憾
の
な
い
よ
う
に
必
要
な
基
準
を
厚
生
労
働
省
令
で

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

定
め
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

第
二
十
四
条

（
略
）

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
定
機
能
病
院
又
は
臨
床
研
究
中
核
病
院
（
以
下
こ

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
定
機
能
病
院
の
構
造
設
備
が
第
二
十
二
条
の
二
の

の
節
に
お
い
て
「
特
定
機
能
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
構
造
設
備
が
第
二
十

規
定
に
違
反
す
る
と
き
は
、
そ
の
開
設
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の

二
条
の
二
又
は
第
二
十
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
す
る
と
き
は
、
そ
の
開
設

修
繕
又
は
改
築
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
修
繕
又
は
改
築
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き

る
。
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第
二
十
五
条

（
略
）

第
二
十
五
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定
機
能
病
院
等

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
特
定
機
能
病
院
の

の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
命
じ
、
又
は
当
該
職

開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
必
要
な
報
告
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員

員
に
、
特
定
機
能
病
院
等
に
立
ち
入
り
、
そ
の
有
す
る
人
員
若
し
く
は
清
潔

に
、
特
定
機
能
病
院
に
立
ち
入
り
、
そ
の
有
す
る
人
員
若
し
く
は
清
潔
保
持

保
持
の
状
況
、
構
造
設
備
若
し
く
は
診
療
録
、
助
産
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他

の
状
況
、
構
造
設
備
若
し
く
は
診
療
録
、
助
産
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物

の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
定
機
能
病
院
等
の
業
務
が
法
令
若
し
く
は
法
令
に

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
定
機
能
病
院
の
業
務
が
法
令
若
し
く
は
法
令
に
基

基
づ
く
処
分
に
違
反
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
そ
の
運
営
が
著
し
く
適

づ
く
処
分
に
違
反
し
て
い
る
疑
い
が
あ
り
、
又
は
そ
の
運
営
が
著
し
く
適
正

正
を
欠
く
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
機
能
病
院
等
の
開
設

を
欠
く
疑
い
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
又

者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
診
療
録
、
助
産
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の

は
管
理
者
に
対
し
、
診
療
録
、
助
産
録
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
の
提
出

提
出
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

第
二
十
七
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管

（
新
設
）

理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
第
七
条
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
許
可

に
付
さ
れ
た
条
件
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者

又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
期
限
を

定
め
て
、
当
該
条
件
に
従
う
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療

所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
勧
告
に
係
る
措

置
を
と
ら
な
か
つ
た
と
き
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理

者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
期
限
を
定
め
て
、

当
該
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
命
令
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に
従

わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
二
十
九
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

第
二
十
九
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

に
お
い
て
は
、
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助
産
所
の
開
設
の
許
可
を
取
り
消

に
お
い
て
は
、
病
院
、
診
療
所
若
し
く
は
助
産
所
の
開
設
の
許
可
を
取
り
消

し
、
又
は
開
設
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
閉
鎖
を
命
ず
る
こ
と
が

し
、
又
は
開
設
者
に
対
し
、
期
間
を
定
め
て
、
そ
の
閉
鎖
を
命
ず
る
こ
と
が

で
き
る
。

で
き
る
。

一

開
設
の
許
可
を
受
け
た
後
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
六
月
以
上
そ
の
業

一

開
設
の
許
可
を
受
け
た
後
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
六
月
以
上
そ
の

務
を
開
始
し
な
い
と
き
。

業
務
を
開
始
し
な
い
と
き
。

二

病
院
、
診
療
所
（
第
八
条
の
届
出
を
し
て
開
設
し
た
も
の
を
除
く
。
）

二

病
院
、
診
療
所
（
第
八
条
の
届
出
を
し
て
開
設
し
た
も
の
を
除
く
。
）

又
は
助
産
所
（
同
条
の
届
出
を
し
て
開
設
し
た
も
の
を
除
く
。
）
が
、
休

又
は
助
産
所
（
同
条
の
届
出
を
し
て
開
設
し
た
も
の
を
除
く
。
）
が
、
休

止
し
た
後
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
一
年
以
上
業
務
を
再
開
し
な
い
と
き

止
し
た
後
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
一
年
以
上
業
務
を
再
開
し
な
い
と

。

き
。

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

２

都
道
府
県
知
事
は
、
第
七
条
第
二
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を

受
け
た
後
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
六
月
以
上
当
該
許
可
に
係
る
業
務
を
開

受
け
た
後
正
当
の
理
由
が
な
い
の
に
、
六
月
以
上
当
該
許
可
に
係
る
業
務
を

始
し
な
い
と
き
は
、
当
該
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

開
始
し
な
い
と
き
は
、
当
該
許
可
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

３

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
地
域
医
療
支
援
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条

三

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条

の
十
三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

の
十
二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
七
条
の
二
第
三
項
、

（
新
設
）

第
二
十
七
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
五
第
六
項
の
規
定
に
基
づ

く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

六

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
二
第
二

（
新
設
）

項
又
は
第
三
十
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
く
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き

。
七

地
域
医
療
支
援
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
六
第
一

（
新
設
）

項
の
規
定
に
基
づ
く
指
示
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。
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４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

は
、
特
定
機
能
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

は
、
特
定
機
能
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十

三

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十

三
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

二
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

（
略
）

四

（
略
）

五

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
七
条
の
二
第
三
項
、
第
二

（
新
設
）

十
七
条
の
二
第
二
項
又
は
第
三
十
条
の
十
五
第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
命

令
に
違
反
し
た
と
き
。

六

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
二
第
二
項
又

（
新
設
）

は
第
三
十
条
の
十
七
の
規
定
に
基
づ
く
勧
告
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

七

特
定
機
能
病
院
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
第
三
十
条
の
十
六
第
一
項
の

（
新
設
）

規
定
に
基
づ
く
指
示
に
従
わ
な
か
つ
た
と
き
。

５

厚
生
労
働
大
臣
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お
い
て

（
新
設
）

は
、
臨
床
研
究
中
核
病
院
の
承
認
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

一

臨
床
研
究
中
核
病
院
が
第
四
条
の
三
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
要
件
を
欠

く
に
至
つ
た
と
き
。

二

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
開
設
者
が
第
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
違

反
し
た
と
き
。

三

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
開
設
者
が
第
二
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ

く
命
令
に
違
反
し
た
と
き
。

四

臨
床
研
究
中
核
病
院
の
管
理
者
が
第
十
六
条
の
四
の
規
定
に
違
反
し
た

と
き
。

６

（
略
）

５

（
略
）

７

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
機
能
病
院

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
特
定
機
能
病
院
の
承
認
を
取

等
の
承
認
を
取
り
消
す
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
保
障
審
議
会

り
消
す
に
当
た
つ
て
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
社
会
保
障
審
議
会
の
意
見
を
聴
か

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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第
一
節

基
本
方
針

第
一
節

基
本
方
針

第
三
十
条
の
三

（
略
）

第
三
十
条
の
三

（
略
）

２

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

２

基
本
方
針
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
と
す

る
。

る
。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

第
三
十
条
の
四
第
二
項
第
七
号
に
規
定
す
る
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る

（
新
設
）

基
本
的
な
事
項

六
～
九

（
略
）

五
～
八

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

第
三
十
条
の
三
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
第
五
号
又
は
第
六
号

第
三
十
条
の
三
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
条
第
二
項
第
五
号
に
掲
げ
る
事

に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府

項
を
定
め
、
又
は
こ
れ
を
変
更
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は

県
知
事
又
は
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病

、
都
道
府
県
知
事
又
は
第
三
十
条
の
十
二
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
機
能
報

院
等
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な
情
報
の
提

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
そ
の
他
の
必
要
な

供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
節

医
療
計
画

第
二
節

医
療
計
画

第
三
十
条
の
四

（
略
）

第
三
十
条
の
四

（
略
）

２

医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２

医
療
計
画
に
お
い
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

一
～
六

（
略
）

一
～
六

（
略
）

七

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
を
推
進
す
る
た
め
の
基

（
新
設
）

準
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
区
域
（
以
下
「

構
想
区
域
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
次
に
掲
げ
る
事
項
を
含
む
将
来
の
医

療
提
供
体
制
に
関
す
る
構
想
（
以
下
「
地
域
医
療
構
想
」
と
い
う
。
）
に

関
す
る
事
項
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イ

構
想
区
域
に
お
け
る
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定

さ
れ
た
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
に
規
定
す
る
病
床
の
機
能
区
分
ご
と

の
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
（
以
下
単
に
「
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量

」
と
い
う
。
）

ロ

イ
に
掲
げ
る
も
の
の
ほ
か
、
構
想
区
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分

化
及
び
連
携
の
推
進
の
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
事
項

八

地
域
医
療
構
想
の
達
成
に
向
け
た
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推

（
新
設
）

進
に
関
す
る
事
項

九
～
十
四

（
略
）

七
～
十
二

（
略
）

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

５

都
道
府
県
は
、
地
域
医
療
構
想
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
に
当
た
つ
て
は

（
新
設
）

、
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
の
内
容
並
び
に
人
口
構
造

の
変
化
の
見
通
し
そ
の
他
の
医
療
の
需
要
の
動
向
並
び
に
医
療
従
事
者
及
び

医
療
提
供
施
設
の
配
置
の
状
況
の
見
通
し
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

６

第
二
項
第
十
二
号
及
び
第
十
三
号
に
規
定
す
る
区
域
の
設
定
並
び
に
同
項

５

第
二
項
第
十
号
及
び
第
十
一
号
に
規
定
す
る
区
域
の
設
定
並
び
に
同
項
第

第
十
四
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
（
療
養
病
床
及
び
一
般

十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
（
療
養
病
床
及
び
一
般
病

病
床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
床

床
に
係
る
基
準
病
床
数
に
関
す
る
基
準
に
あ
つ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
病
床
の

の
種
別
に
応
じ
算
定
し
た
数
の
合
計
数
を
基
に
し
た
基
準
）
は
、
厚
生
労
働

種
別
に
応
じ
算
定
し
た
数
の
合
計
数
を
基
に
し
た
基
準
）
は
、
厚
生
労
働
省

省
令
で
定
め
る
。

令
で
定
め
る
。

７

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
を
定
め
よ
う

６

都
道
府
県
は
、
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
を
定
め
よ
う

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他

と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他

の
政
令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

の
政
令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

同
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
し
、
前
項
の
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が

同
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
に
関
し
、
前
項
の
基
準
に
よ
ら
な
い
こ
と
が

で
き
る
。

で
き
る
。

８

都
道
府
県
は
、
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

７

都
道
府
県
は
、
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

公
示
さ
れ
た
後
に
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
政

公
示
さ
れ
た
後
に
、
急
激
な
人
口
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
そ
の
他
の
政
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令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

令
で
定
め
る
事
情
が
あ
る
と
き
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し

た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第
二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床

た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第
二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床

数
と
み
な
し
て
、
病
院
の
開
設
の
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申

数
と
み
な
し
て
、
病
院
の
開
設
の
許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申

請
に
対
す
る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

請
に
対
す
る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

９

都
道
府
県
は
、
第
十
五
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

８

都
道
府
県
は
、
第
十
三
項
の
規
定
に
よ
り
当
該
都
道
府
県
の
医
療
計
画
が

公
示
さ
れ
た
後
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
を
含
む
病
院
の
開
設
の

公
示
さ
れ
た
後
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
病
床
を
含
む
病
院
の
開
設
の

許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

許
可
の
申
請
そ
の
他
の
政
令
で
定
め
る
申
請
が
あ
つ
た
場
合
に
お
い
て
は
、

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第

政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
数
を
、
政
令
で
定
め
る
区
域
の
第

二
項
第
十
四
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
と
み
な
し
て
、
当
該
申
請
に
対
す

二
項
第
十
二
号
に
規
定
す
る
基
準
病
床
数
と
み
な
し
て
、
当
該
申
請
に
対
す

る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

る
許
可
に
係
る
事
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
作
成
す
る
に
当
た
つ
て
は
、
地
域
に
お
け
る

（
新
設
）

10
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に

規
定
す
る
都
道
府
県
計
画
及
び
介
護
保
険
法
第
百
十
八
条
第
一
項
に
規
定
す

る
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
を
図
ら
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

～

（
略
）

９
～

（
略
）

11

13

11

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
定
め
、
又
は
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
定
め
、
又
は
第
三
十
条
の
六
の
規
定
に
よ
り

14

12

医
療
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
医
療

医
療
計
画
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
都
道
府
県
医
療

審
議
会
、
市
町
村
（
救
急
業
務
を
処
理
す
る
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年

審
議
会
及
び
市
町
村
（
救
急
業
務
を
処
理
す
る
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域
連

法
律
第
六
十
七
号
）
第
二
百
八
十
四
条
第
一
項
の
一
部
事
務
組
合
及
び
広
域

合
を
含
む
。
）
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

連
合
を
含
む
。
）
及
び
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
五
十

七
年
法
律
第
八
十
号
）
第
百
五
十
七
条
の
二
第
一
項
の
保
険
者
協
議
会
の
意

見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
略
）

（
略
）

15

13

第
三
十
条
の
五

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
作
成
し
、
又
は
医
療
計
画
に
基

第
三
十
条
の
五

都
道
府
県
は
、
医
療
計
画
を
作
成
し
、
又
は
医
療
計
画
に
基

づ
く
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
そ

づ
く
事
業
を
実
施
す
る
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
市
町
村
そ

の
他
の
官
公
署
、
介
護
保
険
法
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
（

の
他
の
官
公
署
、
介
護
保
険
法
第
七
条
第
七
項
に
規
定
す
る
医
療
保
険
者
又
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第
三
十
条
の
十
四
第
一
項
に
お
い
て
「
医
療
保
険
者
」
と
い
う
。
）
又
は
医

は
医
療
提
供
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の

療
提
供
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
に
対
し
、
当
該
都
道
府
県
の
区
域

区
域
内
に
お
け
る
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
必
要
な

内
に
お
け
る
医
療
提
供
施
設
の
機
能
に
関
す
る
情
報
そ
の
他
の
必
要
な
情
報

情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
十
二

第
七
条
の
二
第
三
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
は
、
医
療

（
新
設
）

計
画
の
達
成
の
推
進
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
同
条
第
一

項
各
号
に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
が
開
設
す
る
病
院
（
療
養
病
床
又
は
一
般
病

床
を
有
す
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
診
療
所
（
第
七
条
第
三
項
の
許
可
を
得

て
病
床
を
設
置
す
る
も
の
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
第
七
条
の
二
第
三
項
中
「
命
ず
る
」
と
あ
る
の
は
「
要
請
す
る
」

と
、
同
条
第
四
項
中
「
前
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
前
項
」
と
、
「
病
床
数
及

び
当
該
申
請
に
係
る
病
床
数
」
と
あ
る
の
は
「
病
床
数
」
と
、
同
条
第
五
項

中
「
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
と
あ
り
、
及
び
同
条
第
六
項
中
「
第
一
項

若
し
く
は
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
前
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
の
許
可
を

与
え
な
い
処
分
を
し
、
又
は
第
三
項
」
と
あ
る
の
は
「
第
三
項
」
と
、
同
項

中
「
命
令
し
よ
う
」
と
あ
る
の
は
「
要
請
し
よ
う
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と

す
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
第
七
条
の
二

第
三
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管

理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
要
請
に
係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し

、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
当
該
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と

を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、

当
該
勧
告
を
受
け
た
病
院
又
は
診
療
所
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に
従

わ
な
か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進

第
三
節

地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進

第
三
十
条
の
十
三

病
院
又
は
診
療
所
で
あ
つ
て
一
般
病
床
又
は
療
養
病
床
を

第
三
十
条
の
十
二

病
院
又
は
診
療
所
で
あ
つ
て
一
般
病
床
又
は
療
養
病
床
を

有
す
る
も
の
（
以
下
「
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理

有
す
る
も
の
（
以
下
「
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
」
と
い
う
。
）
の
管
理

者
は
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
た
め
、
厚

者
は
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
た
め
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等

生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等

の
病
床
の
機
能
に
応
じ
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
（
以
下
「
病
床
の
機

の
病
床
の
機
能
に
応
じ
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
区
分
に
従
い
、
次
に
掲
げ

能
区
分
」
と
い
う
。
）
に
従
い
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を
当
該
病
床
機
能
報
告

る
事
項
を
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に

対
象
病
院
等
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

報
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。

一

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
日
（
次
号
に
お
い
て
「
基
準
日
」
と
い
う
。

）
に
お
け
る
病
床
の
機
能
（
以
下
「
基
準
日
病
床
機
能
」
と
い
う
。
）

）
に
お
け
る
病
床
の
機
能

二

基
準
日
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
が
経
過
し
た
日
に
お
け
る

二

基
準
日
か
ら
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
が
経
過
し
た
日
に
お
け
る

病
床
の
機
能
の
予
定
（
以
下
「
基
準
日
後
病
床
機
能
」
と
い
う
。
）

病
床
の
機
能
の
予
定
（
次
項
に
お
い
て
「
基
準
日
後
病
床
機
能
」
と
い
う

。
）

三
・
四

（
略
）

三
・
四

（
略
）

２
～
６

（
略
）

２
～
６

（
略
）

第
三
十
条
の
十
四

都
道
府
県
は
、
構
想
区
域
そ
の
他
の
当
該
都
道
府
県
の
知

（
新
設
）

事
が
適
当
と
認
め
る
区
域
（
第
三
十
条
の
十
六
第
一
項
に
お
い
て
「
構
想
区

域
等
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
、
診
療
に
関
す
る
学
識
経
験
者
の
団
体
そ
の
他

の
医
療
関
係
者
、
医
療
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

「
関
係
者
」
と
い
う
。
）
と
の
協
議
の
場
（
第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
を

除
き
、
以
下
「
協
議
の
場
」
と
い
う
。
）
を
設
け
、
関
係
者
と
の
連
携
を
図

り
つ
つ
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
を
達
成
す

る
た
め
の
方
策
そ
の
他
の
地
域
医
療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要

な
事
項
に
つ
い
て
協
議
を
行
う
も
の
と
す
る
。

２

関
係
者
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
都
道
府
県
が
行
う
協
議
に
参
加
す
る

よ
う
都
道
府
県
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
に
協
力
す
る
よ
う
努
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め
る
と
と
も
に
、
当
該
協
議
の
場
に
お
い
て
関
係
者
間
の
協
議
が
調
つ
た
事

項
に
つ
い
て
は
、
そ
の
実
施
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
七
条
第
五
項
に
規
定
す
る
申
請
を
し
た
者
は
、
当
該
申
請
に
係
る
病
院

の
開
設
若
し
く
は
病
院
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病
床
の
種
別
の
変
更
又

は
診
療
所
の
病
床
の
設
置
若
し
く
は
診
療
所
の
病
床
数
の
増
加
若
し
く
は
病

床
の
種
別
の
変
更
に
関
し
て
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医
療
構
想

の
達
成
の
推
進
の
た
め
、
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
に
参
加
す
る
よ
う
都
道

府
県
知
事
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
条
の
十
五

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
る
報
告
に
係
る
基
準
日
病
床
機
能
と
基
準
日
後
病
床
機
能
と
が
異
な
る
場

合
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
報
告
を
し
た

病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
に
お
い
て
「
報
告
病

院
等
」
と
い
う
。
）
の
所
在
地
を
含
む
構
想
区
域
に
お
け
る
病
床
機
能
報
告

対
象
病
院
等
の
病
床
の
当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
後
病
床
機
能
に
係
る
病
床

の
機
能
区
分
に
応
じ
た
数
が
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
構
想
区
域

に
お
け
る
当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
後
病
床
機
能
に
係
る
病
床
の
機
能
区
分

に
応
じ
た
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
既
に
達
し
て
い
る
と
き
は
、
報
告
病

院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
病
床
機
能

と
基
準
日
後
病
床
機
能
と
が
異
な
る
理
由
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
事
項
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
理
由
等
」
と
い
う
。
）
を
記
載
し
た
書

面
の
提
出
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
書
面
に
記
載
さ
れ
た
理
由
等
が
十
分
で
な
い

と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
報
告
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
協

議
の
場
に
お
け
る
協
議
に
参
加
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

報
告
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
こ
れ
に
応
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
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ら
な
い
。

４

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
が
調
わ
な
い
と

き
、
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
当
該
報
告
病
院
等
の
開

設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
に
出
席
し
、
当
該
理
由

等
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
よ
う
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

５

報
告
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県

知
事
か
ら
求
め
が
あ
つ
た
と
き
は
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
に
出
席
し
、
当

該
理
由
等
に
つ
い
て
説
明
を
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
第
二
項
の
協
議
の
場
に
お
け
る
協
議
の
内
容
及
び
第

四
項
の
説
明
の
内
容
を
踏
ま
え
、
当
該
理
由
等
が
や
む
を
得
な
い
も
の
と
認

め
ら
れ
な
い
と
き
は
、
報
告
病
院
等
（
第
七
条
の
二
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る

者
が
開
設
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府

県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
第
三
十
条
の
十
三
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
報
告
に
係
る
基
準
日
病
床
機
能
を
当
該
報
告
に
係
る
基
準
日
後
病
床
機
能

に
変
更
し
な
い
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と

が
で
き
る
。

７

前
項
の
規
定
は
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の

推
進
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
二
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
が
開
設
す
る
報
告
病
院
等
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
命
ず
る
」
と
あ
る
の
は
、
「
要
請
す
る
」
と

読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
六

都
道
府
県
知
事
は
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医

（
新
設
）

療
構
想
の
達
成
を
推
進
す
る
た
め
に
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
の
場
に

お
け
る
協
議
が
調
わ
な
い
と
き
、
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き

は
、
構
想
区
域
等
に
お
け
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
（
第
七
条
の
二
第

一
項
各
号
に
掲
げ
る
者
が
開
設
す
る
も
の
に
限
る
。
）
の
開
設
者
又
は
管
理

者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を
聴
い
て
、
病
床
の
機
能
区
分
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の
う
ち
、
当
該
構
想
区
域
等
に
係
る
構
想
区
域
に
お
け
る
病
床
の
機
能
区
分

に
応
じ
た
既
存
の
病
床
数
が
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
当
該
構
想
区
域

に
お
け
る
将
来
の
病
床
数
の
必
要
量
に
達
し
て
い
な
い
も
の
に
係
る
医
療
を

提
供
す
る
こ
と
そ
の
他
必
要
な
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
指
示
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
は
、
医
療
計
画
に
お
い
て
定
め
る
地
域
医
療
構
想
の
達
成
の

推
進
の
た
め
特
に
必
要
が
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
第
七
条
の
二
第
一
項
各
号

に
掲
げ
る
者
以
外
の
者
が
開
設
す
る
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
に
つ
い
て

準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
前
項
中
「
指
示
す
る
」
と
あ
る
の
は
、

「
要
請
す
る
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
三
十
条
の
十
七

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
七
項
に
お
い
て

（
新
設
）

読
み
替
え
て
準
用
す
る
同
条
第
六
項
又
は
前
条
第
二
項
に
お
い
て
読
み
替
え

て
準
用
す
る
同
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
要
請
を
受
け
た
病
床
機
能
報
告
対

象
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
当
該
要
請
に

係
る
措
置
を
講
じ
て
い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
病
床
機
能
報
告
対
象

病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
に
対
し
、
都
道
府
県
医
療
審
議
会
の
意
見
を

聴
い
て
、
当
該
措
置
を
講
ず
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
三
十
条
の
十
八

都
道
府
県
知
事
は
、
第
三
十
条
の
十
五
第
六
項
の
規
定
に

（
新
設
）

よ
る
命
令
、
第
三
十
条
の
十
六
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
示
又
は
前
条
の
規

定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
当
該
命
令
、
指
示
又
は
勧
告
を
受

け
た
病
床
機
能
報
告
対
象
病
院
等
の
開
設
者
又
は
管
理
者
が
こ
れ
に
従
わ
な

か
つ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
四
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等

第
四
節

医
療
従
事
者
の
確
保
等
に
関
す
る
施
策
等

第
三
十
条
の
十
九
～
第
三
十
条
の
二
十
六

（
略
）

第
三
十
条
の
十
三
～
第
三
十
条
の
二
十

（
略
）
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第
三
十
条
の
二
十
七

第
三
十
条
の
二
十
三
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。

第
三
十
条
の
二
十
一

第
三
十
条
の
十
七
第
一
項
各
号
（
第
三
号
を
除
く
。
）

）
に
掲
げ
る
者
及
び
医
療
従
事
者
は
、
地
域
医
療
対
策
の
実
施
に
協
力
す
る

に
掲
げ
る
者
及
び
医
療
従
事
者
は
、
地
域
医
療
対
策
の
実
施
に
協
力
す
る
よ

よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
十
条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請

う
努
め
る
と
と
も
に
、
第
三
十
条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ

さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
す
る
よ
う

た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
す
る
よ
う
努
め

努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
五
節

公
的
医
療
機
関

第
五
節

公
的
医
療
機
関

第
三
十
一
条

公
的
医
療
機
関
（
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣

第
三
十
一
条

公
的
医
療
機
関
（
都
道
府
県
、
市
町
村
そ
の
他
厚
生
労
働
大
臣

の
定
め
る
者
の
開
設
す
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

の
定
め
る
者
の
開
設
す
る
病
院
又
は
診
療
所
を
い
う
。
以
下
こ
の
節
に
お
い

て
同
じ
。
）
は
、
地
域
医
療
対
策
の
実
施
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
第
三
十

て
同
じ
。
）
は
、
地
域
医
療
対
策
の
実
施
に
協
力
す
る
と
と
も
に
、
第
三
十

条
の
二
十
四
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応

条
の
十
八
の
規
定
に
よ
り
協
力
を
要
請
さ
れ
た
と
き
は
、
当
該
要
請
に
応
じ

じ
、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
医
師
の
確
保
に
関
し
協
力
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
六
章

医
療
法
人

第
六
章

医
療
法
人

第
四
十
二
条

医
療
法
人
は
、
そ
の
開
設
す
る
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人

第
四
十
二
条

医
療
法
人
は
、
そ
の
開
設
す
る
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人

保
健
施
設
（
当
該
医
療
法
人
が
地
方
自
治
法
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項

保
健
施
設
（
当
該
医
療
法
人
が
地
方
自
治
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
六
十

に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
公
の
施
設
で
あ
る
病
院
、
診
療

七
号
）
第
二
百
四
十
四
条
の
二
第
三
項
に
規
定
す
る
指
定
管
理
者
と
し
て
管

所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下
「
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
病
院

理
す
る
公
の
施
設
で
あ
る
病
院
、
診
療
所
又
は
介
護
老
人
保
健
施
設
（
以
下

等
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
の
業
務
に
支
障
の
な
い
限
り
、
定
款
又
は
寄

「
指
定
管
理
者
と
し
て
管
理
す
る
病
院
等
」
と
い
う
。
）
を
含
む
。
）
の
業

附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を

務
に
支
障
の
な
い
限
り
、
定
款
又
は
寄
附
行
為
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、

行
う
こ
と
が
で
き
る
。

次
に
掲
げ
る
業
務
の
全
部
又
は
一
部
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
～
八

（
略
）

一
～
八

（
略
）

第
八
章

罰
則

第
八
章

罰
則
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第
七
十
二
条

（
略
）

第
七
十
二
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
六
条
の
十
三
第
四
項
、
第
六
条
の
二
十
一
、
第
六
条
の
二
十
二
第
二
項

３

第
六
条
の
十
一
第
四
項
、
第
三
十
条
の
十
五
第
四
項
又
は
第
三
十
条
の
十

、
第
三
十
条
の
二
十
一
第
四
項
又
は
第
三
十
条
の
二
十
五
第
五
項
の
規
定
に

九
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以

違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る

下
の
罰
金
に
処
す
る
。

。
第
七
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の
懲
役

第
七
十
三
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
六
月
以
下

又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

の
懲
役
又
は
三
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
六
条
の
八
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第

三

第
六
条
の
八
第
二
項
、
第
七
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
三
条
の
二
、
第

二
十
四
条
、
第
二
十
八
条
、
第
二
十
九
条
第
一
項
又
は
第
三
十
条
の
十
五

二
十
四
条
、
第
二
十
八
条
又
は
第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
く
命

第
六
項
の
規
定
に
基
づ
く
命
令
又
は
処
分
に
違
反
し
た
者

令
又
は
処
分
に
違
反
し
た
者

第
七
十
三
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
そ
の
違
反

（
新
設
）

行
為
を
し
た
医
療
事
故
調
査
・
支
援
セ
ン
タ
ー
の
役
員
又
は
職
員
は
、
三
十

万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
六
条
の
二
十
の
許
可
を
受
け
な
い
で
、
調
査
等
業
務
の
全
部
を
廃
止

し
た
と
き
。

二

第
六
条
の
二
十
三
の
規
定
に
よ
る
帳
簿
の
記
載
を
せ
ず
、
虚
偽
の
記
載

を
し
、
又
は
帳
簿
を
保
存
し
な
か
つ
た
と
き
。

三

第
六
条
の
二
十
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
怠
り
、
若
し
く
は
虚

偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し

く
は
忌
避
し
た
と
き
。

第
七
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
二
十
万
円
以
下
の

第
七
十
四
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
こ
れ
を
二
十
万
円

罰
金
に
処
す
る
。

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

一

第
三
条
、
第
四
条
第
三
項
、
第
四
条
の
二
第
三
項
、
第
四
条
の
三
第
三

一

第
三
条
、
第
四
条
第
三
項
、
第
四
条
の
二
第
三
項
、
第
八
条
、
第
八
条
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項
、
第
八
条
、
第
八
条
の
二
第
二
項
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第

の
二
第
二
項
、
第
九
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
、
第
十
六
条
、
第
十
八
条
、

十
六
条
、
第
十
八
条
、
第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第

第
十
九
条
、
第
二
十
一
条
第
一
項
第
二
号
か
ら
第
十
一
号
ま
で
若
し
く
は

十
一
号
ま
で
若
し
く
は
第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
二
条
第
一
号
若
し
く
は

第
二
項
第
二
号
、
第
二
十
二
条
第
一
号
若
し
く
は
第
四
号
か
ら
第
八
号
ま

第
四
号
か
ら
第
八
号
ま
で
、
第
二
十
二
条
の
二
第
二
号
若
し
く
は
第
五
号

で
、
第
二
十
二
条
の
二
第
二
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
第
二
十
七
条
の
規

、
第
二
十
二
条
の
三
第
二
号
若
し
く
は
第
五
号
又
は
第
二
十
七
条
の
規
定

定
に
違
反
し
た
者

に
違
反
し
た
者

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

第
七
十
五
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

第
七
十
五
条

法
人
の
代
表
者
又
は
法
人
若
し
く
は
人
の
代
理
人
、
使
用
人
そ

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
第
七
十
三
条
又
は

の
他
の
従
業
者
が
、
そ
の
法
人
又
は
人
の
業
務
に
関
し
て
前
二
条
の
違
反
行

前
条
の
違
反
行
為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又

為
を
し
た
と
き
は
、
行
為
者
を
罰
す
る
ほ
か
、
そ
の
法
人
又
は
人
に
対
し
て

は
人
に
対
し
て
も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

も
各
本
条
の
罰
金
刑
を
科
す
る
。

第
七
十
五
条
の
三

第
三
十
条
の
十
三
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し

第
七
十
五
条
の
三

第
三
十
条
の
十
二
第
五
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
違
反
し

た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。

た
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
過
料
に
処
す
る
。
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○

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
五
条
関
係
）

【
公
布
日
又
は
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
の
い
ず
れ
か
遅
い
日
・
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
五
章

（
略
）

第
一
章
～
第
五
章

（
略
）

第
六
章

地
域
支
援
事
業
等
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
―
第
百
十
五
条
の
四

第
六
章

地
域
支
援
事
業
等
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
―
第
百
十
五
条
の
四

十
九
）

十
八
）

第
七
章
～
第
十
章

（
略
）

第
七
章
～
第
十
章

（
略
）

第
十
一
章

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会
（
第
百
七
十
九
条
―
第
百
八
十
二

第
十
一
章

介
護
給
付
費
審
査
委
員
会
（
第
百
七
十
九
条
―
第
百
八
十
二
条

条
）

）

第
十
二
章
～
第
十
四
章

（
略
）

第
十
二
章
～
第
十
四
章

（
略
）

附
則

附
則

（
定
義
）

（
定
義
）

第
七
条

（
略
）

第
七
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
支
援
専
門
員
」
と
は
、
要
介
護
者
又
は
要
支

５

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
支
援
専
門
員
」
と
は
、
要
介
護
者
又
は
要
支

援
者
（
以
下
「
要
介
護
者
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
及
び
要

援
者
（
以
下
「
要
介
護
者
等
」
と
い
う
。
）
か
ら
の
相
談
に
応
じ
、
及
び
要

介
護
者
等
が
そ
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密

介
護
者
等
が
そ
の
心
身
の
状
況
等
に
応
じ
適
切
な
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
地
域
密

着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密
着
型

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
市
町
村
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
に
規
定
す
る
第
一
号
訪
問
事
業

行
う
者
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
介
護
保
険
施
設
、
介
護

、
同
号
ロ
に
規
定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
又
は
同
号
ハ
に
規
定
す
る
第
一
号

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

生
活
支
援
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
利
用
で
き
る
よ
う
市
町
村
、
居

行
う
者
等
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
者
等
が
自
立
し

宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
介

た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
を
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護
保
険
施
設
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
地
域
密
着
型
介
護
予

有
す
る
も
の
と
し
て
第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
の
介
護
支
援
専
門
員
証
の
交

防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
、
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

付
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

を
行
う
者
等
と
の
連
絡
調
整
等
を
行
う
者
で
あ
っ
て
、
要
介
護
者
等
が
自
立

し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に
必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術

を
有
す
る
も
の
と
し
て
第
六
十
九
条
の
七
第
一
項
の
介
護
支
援
専
門
員
証
の

交
付
を
受
け
た
も
の
を
い
う
。

６
～
９

（
略
）

６
～
９

（
略
）

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
訪
問
介
護
」
と
は
、
要
介
護
者
で
あ
っ
て
、
居
宅

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
訪
問
介
護
」
と
は
、
要
介
護
者
で
あ
っ
て
、
居
宅

（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に

（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に

規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料

規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料

老
人
ホ
ー
ム
（
第
十
一
項
及
び
第
二
十
項
に
お
い
て
「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

老
人
ホ
ー
ム
（
第
十
一
項
、
第
二
十
項
及
び
第
十
三
条
第
一
項
第
二
号
に
お

と
い
う
。
）
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
け
る
居
室
を
含

い
て
「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
介
護

る
施
設
に
お
け
る
居
室
を
含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
そ
の

も
の
（
以
下
「
居
宅
要
介
護
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
居
宅

他
政
令
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ

に
お
い
て
介
護
福
祉
士
そ
の
他
政
令
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
入
浴
、

の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（

排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
、
厚
生

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
（
第
十
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も

労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
（
第

の
に
限
る
。
）
又
は
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

十
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
に
限
る
。
）
又
は
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
に

を
い
う
。

該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

11

11

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
福
祉
用
具
貸
与
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
福
祉
用
具
貸
与
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い

12

12

て
福
祉
用
具
（
心
身
の
機
能
が
低
下
し
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

て
福
祉
用
具
（
心
身
の
機
能
が
低
下
し
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る

要
介
護
者
等
の
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
及
び
要
介
護
者
等

要
介
護
者
等
の
日
常
生
活
上
の
便
宜
を
図
る
た
め
の
用
具
及
び
要
介
護
者
等

の
機
能
訓
練
の
た
め
の
用
具
で
あ
っ
て
、
要
介
護
者
等
の
日
常
生
活
の
自
立

の
機
能
訓
練
の
た
め
の
用
具
で
あ
っ
て
、
要
介
護
者
等
の
日
常
生
活
の
自
立

を
助
け
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。
次
項
並
び
に
次
条
第
十
項
及
び
第
十
一
項

を
助
け
る
た
め
の
も
の
を
い
う
。
次
項
並
び
に
次
条
第
十
二
項
及
び
第
十
三

に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
政
令
で
定
め

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
う
ち
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
の
政
令
で
定
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る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
貸
与
を
い
う
。

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
わ
れ
る
貸
与
を
い
う
。

（
略
）

（
略
）

13

13

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随

14

14

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所

介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地

介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地

域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
「
特
定
地
域
密
着
型
サ

入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型

ス
事
業
」
と
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
を
い
う
。

訪
問
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
は
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
を
い
う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

15

20

15

20

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
は
、
老
人

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
は
、
老
人

21

21

福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
入
所
定
員
が

福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
入
所
定
員
が

二
十
九
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

二
十
九
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

あ
っ
て
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
要
介
護
者
（
厚
生
労
働

あ
っ
て
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
地

省
令
で
定
め
る
要
介
護
状
態
区
分
に
該
当
す
る
状
態
で
あ
る
者
そ
の
他
居
宅

域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所

に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

し
て
い
る
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
当
該
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
た
計

対
し
、
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
い
て
、
入
浴
、
排
せ

設
に
入
所
し
て
い
る
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
当
該
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管

ス
の
内
容
、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を

理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
い
い
、
「
地
域

定
め
た
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
い
て
、
入

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
」
と
は
、
地
域
密
着
型
介
護

浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練

老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ

、
健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
い
い

ス
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の

、
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
」
と
は
、
地
域
密

日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
い
う

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
地
域
密
着
型
施

。

設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
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そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世

話
を
い
う
。

(
略)

（
略
）

22

22

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
居
宅
介
護
支
援
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
が
第
四

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
居
宅
介
護
支
援
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
が
第
四

23

23

十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例
居
宅
介
護
サ
ー

十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例
居
宅
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
第

ビ
ス
費
に
係
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
第

四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例

四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ

れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
及
び
そ
の
他
の
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む

れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
及
び
そ
の
他
の
居
宅
に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む

た
め
に
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
項
に

た
め
に
必
要
な
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
項
に

お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
」
と
い
う
。
）
の
適
切
な
利
用
等
を
す
る

お
い
て
「
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
」
と
い
う
。
）
の
適
切
な
利
用
等
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
居
宅
要
介
護
者
の
依
頼
を
受
け
て
、
そ
の
心
身

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
当
該
居
宅
要
介
護
者
の
依
頼
を
受
け
て
、
そ
の
心
身

の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
居
宅
要
介
護
者
及
び
そ
の
家
族

の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
居
宅
要
介
護
者
及
び
そ
の
家
族

の
希
望
等
を
勘
案
し
、
利
用
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
種
類
及
び
内
容

の
希
望
等
を
勘
案
し
、
利
用
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
種
類
及
び
内
容

、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
た
計

、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
た
計

画
（
以
下
こ
の
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号
及
び
別
表
に
お

画
（
以
下
こ
の
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
五
号
及
び
別
表
に
お

い
て
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該

い
て
「
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
が
確
保
さ
れ

居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
く
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
が
確
保
さ
れ

る
よ
う
、
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

る
よ
う
、
第
四
十
一
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

そ
の
他
の
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
い
、
並
び
に
当
該

そ
の
他
の
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
い
、
並
び
に
当
該

居
宅
要
介
護
者
が
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
介
護
保
険
施
設
へ

居
宅
要
介
護
者
が
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又
は
介
護
保
険
施
設
へ

の
入
所
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又

の
入
所
を
要
す
る
場
合
に
あ
っ
て
は
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
又

は
介
護
保
険
施
設
へ
の
紹
介
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
い
い
、

は
介
護
保
険
施
設
へ
の
紹
介
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
い
い
、

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
」
と
は
、
居
宅
介
護
支
援
を
行
う
事
業
を
い
う
。

「
居
宅
介
護
支
援
事
業
」
と
は
、
居
宅
介
護
支
援
を
行
う
事
業
を
い
う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

24

27

24

27

第
八
条
の
二

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
介
護
予

第
八
条
の
二

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
介
護
予
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防
訪
問
入
浴
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
、
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
、
介
護
予

シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
介
護
予

シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護

防
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
短
期
入

、
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
及
び

所
生
活
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
、
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居

特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販
売
を
い
い
、
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と

者
生
活
介
護
、
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与
及
び
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
販

は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
を
い
う
。

売
を
い
い
、
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
は
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を

行
う
事
業
を
い
う
。

（
削
除
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
訪
問
介
護
」
と
は
、
要
支
援
者
で
あ
っ

て
、
居
宅
に
お
い
て
支
援
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
支
援
者
」
と
い

う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
、
そ
の
介
護
予
防
（
身
体
上

又
は
精
神
上
の
障
害
が
あ
る
た
め
に
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
日
常
生
活

に
お
け
る
基
本
的
な
動
作
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
常
時
介
護
を
要

し
、
又
は
日
常
生
活
を
営
む
の
に
支
障
が
あ
る
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防

止
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
を
目
的
と
し
て
、
介
護
福
祉
士
そ
の
他
政
令
で

定
め
る
者
に
よ
り
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
行
わ
れ
る
入

浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
で
あ
っ
て
、

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
は
、
要
支
援
者
で

３

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
」
と
は
、
居
宅
要
支
援

あ
っ
て
、
居
宅
に
お
い
て
支
援
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
支
援
者
」

者
に
つ
い
て
、
そ
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
介
護
予
防
（
身
体
上
又
は
精
神
上
の
障
害
が

場
合
に
、
そ
の
者
の
居
宅
を
訪
問
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ

あ
る
た
め
に
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
な
動

た
り
浴
槽
を
提
供
し
て
行
わ
れ
る
入
浴
の
介
護
を
い
う
。

作
の
全
部
若
し
く
は
一
部
に
つ
い
て
常
時
介
護
を
要
し
、
又
は
日
常
生
活
を

営
む
の
に
支
障
が
あ
る
状
態
の
軽
減
又
は
悪
化
の
防
止
を
い
う
。
以
下
同
じ

。
）
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
場
合
に
、
そ
の
者
の
居
宅

を
訪
問
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
浴
槽
を
提
供
し
て
行

わ
れ
る
入
浴
の
介
護
を
い
う
。

３
～
５

（
略
）

４
～
６

（
略
）

（
削
除
）

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
通
所
介
護
」
と
は
、
居
宅
要
支
援
者
に
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つ
い
て
、
そ
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三

項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
同
法
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定

す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
わ
せ
、
当
該
施
設
に
お
い
て
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
、
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護

そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
支
援
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
及

び
機
能
訓
練
を
行
う
こ
と
（
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
該
当
す

る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

６
～

（
略
）

８
～

（
略
）

11

13

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
介
護

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
介
護

12

14

予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及

予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
介
護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及

び
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を
い
い
、
「
特
定
地
域
密
着
型

び
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
を
い
い
、
「
地
域
密
着
型
介
護

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
介
護
予
防
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
及
び
介

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
は
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事

護
予
防
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
い
い
、
「
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

業
を
い
う
。

ー
ビ
ス
事
業
」
と
は
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
を
い

う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

13

15

15

17

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
支
援
」
と
は
、
居
宅
要
支
援
者
が
第
五

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
介
護
予
防
支
援
」
と
は
、
居
宅
要
支
援
者
が
第
五

16

18

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例
介
護
予
防

十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー

ビ
ス
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

ビ
ス
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
地
域
密
着

サ
ー
ビ
ス
又
は
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
、
特
定
介
護

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
及
び
そ
の
他

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
市
町
村
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三

の
介
護
予
防
に
資
す
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ
ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
事
業
者
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
の
受

の
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
」
と
い
う
。
）
の
適
切
な
利

託
者
が
行
う
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
三
十
二
条
第
四
項
第
二
号

用
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定

に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
そ
の
他
の
介
護
予
防
に
資
す
る
保
健
医
療
サ
ー
ビ

す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者

ス
又
は
福
祉
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ

が
、
当
該
居
宅
要
支
援
者
の
依
頼
を
受
け
て
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置

ス
等
」
と
い
う
。
）
の
適
切
な
利
用
等
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
第
百

か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
居
宅
要
支
援
者
及
び
そ
の
家
族
の
希
望
等
を
勘
案
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十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の

し
、
利
用
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
種
類
及
び
内
容
、
こ
れ
を
担

う
ち
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
が
、
当
該
居
宅
要
支
援
者
の
依
頼
を
受
け

当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
定
め
た
計
画
（
以
下
こ

て
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
、
当
該
居
宅
要
支
援
者

の
項
及
び
別
表
に
お
い
て
「
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作

及
び
そ
の
家
族
の
希
望
等
を
勘
案
し
、
利
用
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
く
指
定
介
護
予

等
の
種
類
及
び
内
容
、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

防
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ
う
、
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定

る
事
項
を
定
め
た
計
画
（
以
下
こ
の
項
及
び
別
表
に
お
い
て
「
介
護
予
防
サ

す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定

ー
ビ
ス
計
画
」
と
い
う
。
）
を
作
成
す
る
と
と
も
に
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー

す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
そ
の
他
の
者
と
の
連
絡

ビ
ス
計
画
に
基
づ
く
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
の
提
供
が
確
保
さ
れ
る
よ

調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
「
介
護
予
防
支
援
事
業

う
、
第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、

」
と
は
、
介
護
予
防
支
援
を
行
う
事
業
を
い
う
。

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
、
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
者
そ
の
他

の
者
と
の
連
絡
調
整
そ
の
他
の
便
宜
の
提
供
を
行
う
こ
と
を
い
い
、
「
介
護

予
防
支
援
事
業
」
と
は
、
介
護
予
防
支
援
を
行
う
事
業
を
い
う
。

（
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

（
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
施
設
（
以
下
「
住
所
地
特
例
対
象
施
設
」
と
い
う
。

第
十
三
条

次
に
掲
げ
る
施
設
（
以
下
「
住
所
地
特
例
対
象
施
設
」
と
い
う
。

）
に
入
所
又
は
入
居
（
以
下
「
入
所
等
」
と
い
う
。
）
を
す
る
こ
と
に
よ
り

）
に
入
所
又
は
入
居
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
等
」
と
い
う
。
）
を

当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め

す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を

ら
れ
る
被
保
険
者
（
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該

変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
（
第
三
号
に
掲
げ
る
施
設
に
入
所
す
る

施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保
険
者
に
あ

こ
と
に
よ
り
当
該
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ

っ
て
は
、
老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
る
入
所
措
置

る
被
保
険
者
に
あ
っ
て
は
、
老
人
福
祉
法
第
十
一
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定

が
と
ら
れ
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
住
所
地
特
例

に
よ
る
入
所
措
置
が
と
ら
れ
た
者
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
住
所

対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に

地
特
例
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
住
所
地
特
例
対
象

入
所
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
が
所
在
す
る

施
設
に
入
所
等
を
し
た
際
他
の
市
町
村
（
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
が
所

市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認

在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を
い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い

め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が

た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
第
九
条
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市

行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対

町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
す
る
。
た
だ
し
、
二
以
上
の
住
所
地

象
施
設
に
継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
で
あ

特
例
対
象
施
設
に
継
続
し
て
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
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っ
て
、
現
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
（
以
下
こ
の
項
及

者
で
あ
っ
て
、
現
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
（
以
下
こ

び
次
項
に
お
い
て
「
現
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
等
を
す
る
直
前
に

の
項
及
び
次
項
に
お
い
て
「
現
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
に
入
所
等
を
す
る

入
所
等
を
し
て
い
た
住
所
地
特
例
対
象
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
直

直
前
に
入
所
等
を
し
て
い
た
住
所
地
特
例
対
象
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

前
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
及
び
現
入
所
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等
を
す

て
「
直
前
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
及
び
現
入
所
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所

る
こ
と
に
よ
り
直
前
入
所
施
設
及
び
現
入
所
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る

等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
直
前
入
所
施
設
及
び
現
入
所
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所

場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特

在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い

定
継
続
入
所
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

て
「
特
定
継
続
入
所
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

特
定
施
設

二

特
定
施
設
（
有
料
老
人
ホ
ー
ム
で
あ
っ
て
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確

保
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
五
条
第
一
項
の

登
録
を
受
け
た
高
齢
者
向
け
の
賃
貸
住
宅
で
あ
る
も
の
（
特
定
施
設
入
居

者
生
活
介
護
の
事
業
を
行
う
事
業
所
に
係
る
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
の

指
定
を
受
け
て
い
な
い
も
の
に
限
る
。
）
を
除
く
。
）

三

（
略
）

三

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
に
規
定
す
る
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護

３

住
所
地
特
例
対
象
被
保
険
者
が
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
施

保
険
の
被
保
険
者
と
さ
れ
た
者
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
各
号
に
定
め

設
は
、
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
市
町
村
及
び
当
該
住
所
地

る
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
さ
れ
た
者
（
以
下
「

特
例
対
象
被
保
険
者
に
対
し
介
護
保
険
を
行
う
市
町
村
に
、
必
要
な
協
力
を

住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
が
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

特
例
対
象
施
設
は
、
当
該
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の
所
在
す
る
市
町
村
（
以

下
「
施
設
所
在
市
町
村
」
と
い
う
。
）
及
び
当
該
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険

者
に
対
し
介
護
保
険
を
行
う
市
町
村
に
、
必
要
な
協
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

（
不
正
利
得
の
徴
収
等
）

（
不
正
利
得
の
徴
収
等
）

第
二
十
二
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
た
者
が

第
二
十
二
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
た
者
が

あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
そ
の
者
か
ら
そ
の
給
付
の
価
額
の
全
部
又
は
一

あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
そ
の
者
か
ら
そ
の
給
付
の
価
額
の
全
部
又
は
一
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部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ

部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

っ
て
受
け
た
保
険
給
付
が
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
、
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
、
第
六
十
一
条
の
三
第
一
項
の

規
定
に
よ
る
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
又
は
第
六
十
一
条

の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
例
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支

給
で
あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、

そ
の
者
か
ら
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
支
給
を
受
け
た
額
の

百
分
の
二
百
に
相
当
す
る
額
以
下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
指
定
市
町
村
事
務
受
託
法
人
）

（
指
定
市
町
村
事
務
受
託
法
人
）

第
二
十
四
条
の
二

（
略
）

第
二
十
四
条
の
二

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
同
項
第
一
号
又
は
第
三
号
に
掲
げ
る

５

市
町
村
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
事
務
を
委
託
し
た
と
き
は
、
厚
生
労

事
務
を
委
託
し
た
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

。

６

（
略
）

６

（
略
）

（
要
支
援
認
定
）

（
要
支
援
認
定
）

第
三
十
二
条

（
略
）

第
三
十
二
条

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

認
定
審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
及
び
判
定
を
求
め
ら
れ
た
と

４

認
定
審
査
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
審
査
及
び
判
定
を
求
め
ら
れ
た
と

き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
当
該
審
査
及
び
判
定
に
係

き
は
、
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
従
い
、
当
該
審
査
及
び
判
定
に
係

る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
審
査
及
び
判

る
被
保
険
者
に
つ
い
て
、
同
項
各
号
に
規
定
す
る
事
項
に
関
し
審
査
及
び
判

定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
市
町
村
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

定
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
市
町
村
に
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。
こ
の
場
合
に

お
い
て
、
認
定
審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る

お
い
て
、
認
定
審
査
会
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
次
に
掲
げ
る

事
項
に
つ
い
て
、
市
町
村
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

事
項
に
つ
い
て
、
市
町
村
に
意
見
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は

二

第
五
十
三
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
第
五

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

十
四
条
の
二
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

ビ
ス
又
は
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
適
切
か
つ
有
効

の
適
切
か
つ
有
効
な
利
用
等
に
関
し
当
該
被
保
険
者
が
留
意
す
べ
き
事
項

な
利
用
等
に
関
し
当
該
被
保
険
者
が
留
意
す
べ
き
事
項

５
～
９

（
略
）

５
～
９

（
略
）

（
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
四
十
二
条
の
二

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
（
住
所

第
四
十
二
条
の
二

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
の
長
が

地
特
例
適
用
被
保
険
者
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下
「
住
所
地
特
例
適

指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）

用
要
介
護
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

か
ら
当
該
指
定
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り

あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
を
含
む
。
）
の
長
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「

行
わ
れ
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る

と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小

サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型

と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者

ス
に
要
し
た
費
用
（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

生
活
介
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
居

護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活

住
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省

介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
要
し
た
費

令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、

用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
要
介
護
被
保

他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除

険
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た

ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
が
、
第
三
十
七
条

と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に

係
る
種
類
以
外
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

市
町
村
は
、
第
二
項
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

４

市
町
村
は
、
第
二
項
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
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ス
の
種
類
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ

ス
の
種
類
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ

り
算
定
し
た
額
を
限
度
と
し
て
、
同
項
各
号
に
定
め
る
地
域
密
着
型
介
護
サ

り
算
定
し
た
額
を
限
度
と
し
て
、
同
項
各
号
に
定
め
る
地
域
密
着
型
介
護
サ

ー
ビ
ス
費
の
額
に
代
え
て
、
当
該
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
第
一

ー
ビ
ス
費
の
額
に
代
え
て
、
当
該
市
町
村
が
定
め
る
額
を
、
当
該
市
町
村
に

項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域

お
け
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
に
係
る
地

域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に

限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る
額
を
、
当
該

市
町
村
に
お
け
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
と
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

８

市
町
村
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
地
域
密
着
型
介
護

８

市
町
村
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
二
項
各
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が

サ
ー
ビ
ス
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
二
項
各
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長

定
め
る
基
準
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る
額
及
び
第
七
十

が
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指

八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の

定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
に

事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
取

係
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る

扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
照
ら
し
て
審
査
し
た
上
、
支
払
う
も
の

も
の
に
限
る
。
）
の
請
求
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る
額

と
す
る
。

及
び
第
七
十
八
条
の
四
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設

所
在
市
町
村
の
長
が
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要

介
護
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
請
求
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町

村
）
が
定
め
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る

。
）
に
照
ら
し
て
審
査
し
た
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

９
・

（
略
）

９
・

（
略
）

10

10

（
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）
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第
四
十
二
条
の
三

（
略
）

第
四
十
二
条
の
三

（
略
）

２

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

２

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項
各
号
の
厚
生
労

ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項
各
号
の
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型

共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型

共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
こ
れ

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
こ
れ

ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要

ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要

す
る
費
用
、
居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し

す
る
費
用
、
居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

該
現
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

該
現
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
又
は
同
条
第
四
項
の

費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
又
は
同
条
第
四
項
の

規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
同
条
第
一
項
本
文
の
指
定

規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
た
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が
定
め
る
。

を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

で
定
め
る
者
に
係
る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町

村
）
が
定
め
た
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が
定
め
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
等
の
額
）

第
四
十
九
条
の
二

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

（
新
設
）

り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者

が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規

定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と

あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。



- 70 -

一

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
一
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第

二
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

二

特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第

四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

三

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各

号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
三
第
二

項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

五

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
八
条
第
二
項

六

特
例
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

前
条
第
二
項

七

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
四
十
四
条
第
三
項
、
第
四
項

及
び
第
七
項

八

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び

第
七
項

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
の
特
例
）

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
の
特
例
）

第
五
十
条

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事

第
五
十
条

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事

情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当

含
む
。
）
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ

。
）
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る

ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲

た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当

げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
九

て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の

十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と

九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
九
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に

す
る
。

お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と
す
る
。

（
削
除
）

一

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
一
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第

二
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
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（
削
除
）

二

特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第

四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

三

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各

号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
三
第
二

項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

五

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
八
条
第
二
項

（
削
除
）

六

特
例
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

前
条
第
二
項

（
削
除
）

七

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
四
十
四
条
第
三
項
、
第
四
項

及
び
第
七
項

（
削
除
）

八

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び

第
七
項

２

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ

（
新
設
）

る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
施
設

サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ

い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、

「
百
分
の
八
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め

た
割
合
」
と
す
る
。

（
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
五
十
一
条
の
三

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
の
う
ち
所
得
及
び
資
産
の

第
五
十
一
条
の
三

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
の
う
ち
所
得
の
状
況
そ
の

状
況
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が
、
次

他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が
、
次
に
掲
げ
る

に
掲
げ
る
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定

指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
居
宅
サ
ー

居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
介
護
サ

ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下

と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
及
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こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
入
所
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し

び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
入
所
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
特

、
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ

定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

業
者
又
は
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
介

「
特
定
介
護
保
険
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た

護
保
険
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び

費
用
及
び
居
住
又
は
滞
在
（
以
下
「
居
住
等
」
と
い
う
。
）
に
要
し
た
費
用

居
住
又
は
滞
在
（
以
下
「
居
住
等
」
と
い
う
。
）
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て

に
つ
い
て
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
入
所

特
定
入
所
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る

者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お

場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き

け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
五
十
三
条

市
町
村
は
、
要
支
援
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
う
ち
居
宅
に

第
五
十
三
条

市
町
村
は
、
要
支
援
認
定
を
受
け
た
被
保
険
者
の
う
ち
居
宅
に

お
い
て
支
援
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
」
と
い
う
。

お
い
て
支
援
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
」
と
い
う
。

）
が
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

）
が
、
都
道
府
県
知
事
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
介
護
予

行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
（
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

防
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
（
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

が
、
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介

が
、
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介

護
予
防
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
き
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
に
届
け
出
て
い
る

護
予
防
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
き
あ
ら
か
じ
め
市
町
村
に
届
け
出
て
い
る

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
当
該
指
定
介
護
予
防
支

場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
当
該
指
定
介
護
予
防
支

援
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
に

援
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
に

限
る
。
）
は
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
介
護
予
防

限
る
。
）
は
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
購
入
に
要
し
た
費

サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（
特
定
介
護
予
防
福
祉
用
具
の
購
入
に
要
し
た
費

用
を
除
き
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
短
期
入
所

用
を
除
き
、
介
護
予
防
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

生
活
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
及
び
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居

、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
及
び
介

者
生
活
介
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、

護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
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滞
在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働

提
供
に
要
す
る
費
用
、
滞
在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る

省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て

費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い

、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保

て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、

険
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に

当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定

お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と

を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
介
護
予
防

き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ

２

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

ス
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
看
護
、
介
護
予
防
訪
問
リ

一

介
護
予
防
訪
問
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
入
浴
介
護
、
介
護
予
防
訪
問
看

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
介
護
予
防
通
所

護
、
介
護
予
防
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
居
宅
療
養
管
理

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及
び
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

こ
れ
ら
の
介
護

指
導
、
介
護
予
防
通
所
介
護
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
及

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係

び
介
護
予
防
福
祉
用
具
貸
与

こ
れ
ら
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご

る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の

と
に
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ

事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
等
を
勘
案
し
て
算
定
さ
れ
る
当
該

ス
の
内
容
、
当
該
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
（
介
護
予
防
通
所
リ

在
す
る
地
域
等
を
勘
案
し
て
算
定
さ
れ
る
当
該
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す

に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
（
介
護
予
防
通
所
介
護
及
び
介
護
予
防
通
所
リ

る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す

め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定
介
護
予
防
サ
ー

め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準

ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
介
護
予
防

に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定
介
護
予
防
サ
ー

サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る

ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
介
護
予
防

額

サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る

額

二

（
略
）

二

（
略
）

３
～
８

（
略
）

３
～
８

（
略
）

（
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
五
十
四
条

（
略
）

第
五
十
四
条

（
略
）
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２

（
略
）

２

（
略
）

３

特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ

３

特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ

れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項
各
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が

れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項
各
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が

定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
介
護
予
防

定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（
特
定
介
護
予

サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（
特
定
介
護
予

防
福
祉
用
具
の
購
入
に
要
し
た
費
用
を
除
き
、
介
護
予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ

防
福
祉
用
具
の
購
入
に
要
し
た
費
用
を
除
き
、
介
護
予
防
通
所
介
護
、
介
護

ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護
予
防
短
期
入
所
療
養
介

予
防
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
介
護
予
防
短
期
入
所
生
活
介
護
、
介
護

護
及
び
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る

予
防
短
期
入
所
療
養
介
護
及
び
介
護
予
防
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
並
び

サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
滞

に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提

在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省

供
に
要
す
る
費
用
、
滞
在
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費

令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
介
護
予

用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
超
え
る
と
き

防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る

は
、
当
該
現
に
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要

。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が
定
め
る
。

し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
を
基
準
と
し
て

、
市
町
村
が
定
め
る
。

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

（
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
五
十
四
条
の
二

市
町
村
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
（

第
五
十
四
条
の
二

市
町
村
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
の

住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
で
あ
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
（
以
下
「
住
所

長
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
地
域
密
着

」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
を
含
む
。
）
の
長

業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
以

が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」

下
「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き

と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

（
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同

を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
以
下

条
第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
き
あ
ら
か

「
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
（

じ
め
市
町
村
に
届
け
出
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介

当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
第
五
十
八
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
同
条

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き

第
一
項
に
規
定
す
る
指
定
介
護
予
防
支
援
を
受
け
る
こ
と
に
つ
き
あ
ら
か
じ

そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
に
限
る
。
）
は
、
当
該
居
宅
要
支

め
市
町
村
に
届
け
出
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護

援
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
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予
防
サ
ー
ビ
ス
が
当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
と
き
そ

た
費
用
（
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用

の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
に
限
る
。
）
は
、
当
該
居
宅
要
支
援

と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同

被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

じ
。
）
に
つ
い
て
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た

費
用
（
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と

だ
し
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ

る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
地

。
）
に
つ
い
て
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

し
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
地
域

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

４

市
町
村
は
、
第
二
項
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
密
着
型
介
護
予

４

市
町
村
は
、
第
二
項
各
号
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
地
域
密
着
型
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る

基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
限
度
と
し
て
、
同
項
各
号
に
定
め
る
地
域
密
着

基
準
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
限
度
と
し
て
、
同
項
各
号
に
定
め
る
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
に
代
え
て
、
当
該
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
に
代
え
て
、
当
該
市
町
村
が
定
め
る
額
を
、

村
の
長
が
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

当
該
市
町
村
に
お
け
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
と
す
る
こ

ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特

と
が
で
き
る
。

例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費

（
特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に

あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る
額
を
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

５
～
７

（
略
）

５
～
７

（
略
）

８

市
町
村
は
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
地
域
密

８

市
町
村
は
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
二
項
各
号
の
厚

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
第
二
項
各
号
の
厚

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所

生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
る

在
市
町
村
の
長
が
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防

額
並
び
に
第
百
十
五
条
の
十
四
第
二
項
又
は
第
五
項
に
規
定
す
る
指
定
地
域

サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の

所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

方
法
に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の

ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
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の
請
求
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る
額
並
び
に
第
百
十
五

取
扱
い
に
関
す
る
部
分
に
限
る
。
）
に
照
ら
し
て
審
査
し
た
上
、
支
払
う
も

条
の
十
四
第
二
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村

の
と
す
る
。

の
長
が
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例

適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
（

特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
請
求
に

あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
る
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法
に
関
す
る
基
準

及
び
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関

す
る
基
準
（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
取
扱
い
に
関
す
る
部

分
に
限
る
。
）
に
照
ら
し
て
審
査
し
た
上
、
支
払
う
も
の
と
す
る
。

９
・

（
略
）

９
・

（
略
）

10

10

（
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
五
十
四
条
の
三

（
略
）

第
五
十
四
条
の
三

（
略
）

２

特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
地
域
密
着
型
介

２

特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
地
域
密
着
型
介

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項

各
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

各
号
の
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の

額
が
現
に
当
該
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ

額
が
現
に
当
該
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ

ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活

ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活

に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を

に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を

超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に

超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に

相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相

相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相

当
す
る
額
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の

当
す
る
額
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
定
め
た
額
を
基
準
と

長
が
同
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

し
て
、
市
町
村
が
定
め
る
。

ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特

例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
係

る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
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サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村

）
が
定
め
た
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が
定
め
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

第
五
十
八
条

市
町
村
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
（
住
所

第
五
十
八
条

市
町
村
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
の
長
が

地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
介
護
予
防
支
援
に
あ
っ
て
は
、

指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当

施
設
所
在
市
町
村
）
の
長
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
支
援
事

該
指
定
に
係
る
介
護
予
防
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
介
護

業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
介
護
予
防
支
援
事
業
を
行
う
事

予
防
支
援
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は

業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
介
護
予
防
支
援
（
以
下
「
指
定
介
護
予
防
支
援
」
と

、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
介
護
予
防
支
援
に
要
し

い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該

た
費
用
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
を
支
給
す
る
。

指
定
介
護
予
防
支
援
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画

費
を
支
給
す
る
。

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

（
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
費
等
の
額
）

第
五
十
九
条
の
二

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

（
新
設
）

り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
居
宅
要
支
援
被
保

険
者
が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
予
防
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め

る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十

」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。

一

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第

二
号
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

二

特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
第
三
項
並
び
に
第

五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

三

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
の
二
第
二

項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
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項
四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
の
三

第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

五

介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
五
十
六
条
第
三
項
、
第
四
項

及
び
第
七
項

六

介
護
予
防
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
五
十
七
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び

第
七
項

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
の
特
例
）

（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
の
特
例
）

第
六
十
条

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事

第
六
十
条

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事

情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ

情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ

ス
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

ス
を
含
む
。
）
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ

（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
住

ー
ビ
ス
を
含
む
。
）
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困

宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
居
宅
要

難
で
あ
る
と
認
め
た
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る

支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
予
防
給
付
に
つ
い
て
当
該
各

予
防
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て

号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適

は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
九
十
を

用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十

超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と
す
る

」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
九
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い

。

て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と
す
る
。

（
削
除
）

一

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
三
条
第
二
項
第
一
号
及
び
第

二
号
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

二

特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
第
三
項
並
び
に
第

五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

三

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
の
二
第
二

項
第
一
号
及
び
第
二
号
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六

項

（
削
除
）

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
五
十
四
条
の
三

第
二
項
並
び
に
第
五
十
五
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
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（
削
除
）

五

介
護
予
防
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
五
十
六
条
第
三
項
、
第
四
項

及
び
第
七
項

（
削
除
）

六

介
護
予
防
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
五
十
七
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び

第
七
項

２

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ

（
新
設
）

る
こ
と
に
よ
り
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
予
防
給
付
に
つ
い
て

当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替

え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み

替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百

分
の
八
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割

合
」
と
す
る
。

（
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
六
十
一
条
の
三

市
町
村
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
の
う
ち
所
得
及
び
資

第
六
十
一
条
の
三

市
町
村
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
の
う
ち
所
得
の
状
況

産
の
状
況
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が

そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が
、
次
に
掲

、
次
に
掲
げ
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項

げ
る
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て

に
お
い
て
「
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、

「
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
居
宅

当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「

要
支
援
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
入
所

特
定
入
所
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行

者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
指
定
介

う
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
介
護

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
介
護
予
防
サ
ー

予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費

ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び
滞

用
及
び
滞
在
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

在
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
特
定
入
所
者
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給

費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
入
所
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の

す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
入
所
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類

る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
特

以
外
の
特
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）
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２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

（
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
等
に
未
納
が
あ
る
者
に
対
す
る
保

（
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
る
保
険
料
等
に
未
納
が
あ
る
者
に
対
す
る
保

険
給
付
の
一
時
差
止
）

険
給
付
の
一
時
差
止
）

第
六
十
八
条

（
略
）

第
六
十
八
条

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
等
に
つ
い
て
の
保
険
給
付
差
止
の
記
載
に

５

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
等
に
つ
い
て
の
保
険
給
付
差
止
の
記
載
に

関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
等
の
加
入
す

関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
等
の
加
入
す

る
医
療
保
険
者
（
当
該
要
介
護
被
保
険
者
等
が
全
国
健
康
保
険
協
会
の
管
掌

る
医
療
保
険
者
（
当
該
要
介
護
被
保
険
者
等
が
全
国
健
康
保
険
協
会
の
管
掌

す
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
健
康
保
険
法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任

す
る
健
康
保
険
の
被
保
険
者
（
健
康
保
険
法
第
三
条
第
四
項
に
規
定
す
る
任

意
継
続
被
保
険
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
又
は
船
員
保
険
の

意
継
続
被
保
険
者
を
除
く
。
）
又
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
厚

被
保
険
者
（
船
員
保
険
法
第
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
疾
病
任
意
継
続
被
保

生
労
働
大
臣
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
要
介
護
被

険
者
を
除
く
。
）
若
し
く
は
そ
の
被
扶
養
者
で
あ
る
場
合
に
は
、
厚
生
労
働

保
険
者
等
に
係
る
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
保
険
料
（
地

大
臣
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
対
し
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者

方
税
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
。
）
又
は
掛

等
に
係
る
医
療
保
険
各
法
の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
保
険
料
（
地
方
税
法

金
の
納
付
状
況
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
厚
生
労

の
規
定
に
よ
り
徴
収
さ
れ
る
国
民
健
康
保
険
税
を
含
む
。
）
又
は
掛
金
の
納

働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
等
の
加
入
す
る

付
状
況
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
つ
い
て
、
厚
生
労
働
省
令

医
療
保
険
者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
等
の
加
入
す
る
医
療
保

険
者
に
対
し
、
情
報
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
保
険
料
を
徴
収
す
る
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
の
保
険
給
付
の
特
例
）

（
保
険
料
を
徴
収
す
る
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
の
保
険
給
付
の
特
例
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険

者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給

者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給

付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ

付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ

に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、

に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
地
域
密
着
型

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
及
び

サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
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第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ

）
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス

れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含

（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に

む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
行
っ
た
住
宅
改
修
に
係

行
っ
た
住
宅
改
修
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該

る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を

各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「

適
用
す
る
場
合
（
第
四
十
九
条
の
二
又
は
第
五
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り

百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険

（
新
設
）

者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給

付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
行
っ
た
住
宅
改
修
に
係
る
前
項
各
号
に
掲
げ

る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
第

四
十
九
条
の
二
又
は
第
五
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す

る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
第
四
十
九
条
の
二
又
は
第
五
十
九
条
の

二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
八
十

」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

５

（
略
）

４

（
略
）

（
介
護
支
援
専
門
員
の
義
務
）

（
介
護
支
援
専
門
員
の
義
務
）

第
六
十
九
条
の
三
十
四

介
護
支
援
専
門
員
は
、
そ
の
担
当
す
る
要
介
護
者
等

第
六
十
九
条
の
三
十
四

介
護
支
援
専
門
員
は
、
そ
の
担
当
す
る
要
介
護
者
等

の
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
当
該
要
介
護
者
等
の
立
場
に
立
っ
て
、
当
該
要
介

の
人
格
を
尊
重
し
、
常
に
当
該
要
介
護
者
等
の
立
場
に
立
っ
て
、
当
該
要
介

護
者
等
に
提
供
さ
れ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ

護
者
等
に
提
供
さ
れ
る
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ

ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
が
特

又
は
特
定
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
が
特
定
の
種
類
又
は
特
定

定
の
種
類
又
は
特
定
の
事
業
者
若
し
く
は
施
設
に
不
当
に
偏
る
こ
と
の
な
い

の
事
業
者
若
し
く
は
施
設
に
不
当
に
偏
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
公
正
か
つ
誠

よ
う
、
公
正
か
つ
誠
実
に
そ
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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実
に
そ
の
業
務
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

介
護
支
援
専
門
員
は
、
要
介
護
者
等
が
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
の
に

（
新
設
）

必
要
な
援
助
に
関
す
る
専
門
的
知
識
及
び
技
術
の
水
準
を
向
上
さ
せ
、
そ
の

他
そ
の
資
質
の
向
上
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
報
告
等
）

（
報
告
等
）

第
六
十
九
条
の
三
十
八

（
略
）

第
六
十
九
条
の
三
十
八

（
略
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
又
は
当

２

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
又
は
当

該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
そ
の
業
務
を
行
う
介
護
支
援
専
門
員
が
第
六
十
九

該
都
道
府
県
の
区
域
内
で
そ
の
業
務
を
行
う
介
護
支
援
専
門
員
が
第
六
十
九

条
の
三
十
四
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き

条
の
三
十
四
の
規
定
に
違
反
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
介
護
支
援

は
、
当
該
介
護
支
援
専
門
員
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
し
、
又
は
当
該
都
道

専
門
員
に
対
し
、
必
要
な
指
示
を
し
、
又
は
当
該
都
道
府
県
知
事
の
指
定
す

府
県
知
事
の
指
定
す
る
研
修
を
受
け
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
研
修
を
受
け
る
よ
う
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
登
録
の
消
除
）

（
登
録
の
消
除
）

第
六
十
九
条
の
三
十
九

（
略
）

第
六
十
九
条
の
三
十
九

（
略
）

２

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
が
次
の

２

都
道
府
県
知
事
は
、
そ
の
登
録
を
受
け
て
い
る
介
護
支
援
専
門
員
が
次
の

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
消
除
す
る
こ
と
が

各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
は
、
当
該
登
録
を
消
除
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

で
き
る
。

一

第
六
十
九
条
の
三
十
四
第
一
項
若
し
く
は
第
二
項
又
は
第
六
十
九
条
の

一

第
六
十
九
条
の
三
十
四
か
ら
第
六
十
九
条
の
三
十
七
ま
で
の
規
定
に
違

三
十
五
か
ら
第
六
十
九
条
の
三
十
七
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
場
合

反
し
た
場
合

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

３

（
略
）

３

（
略
）

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
）

（
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
）

第
七
十
八
条
の
二

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省

第
七
十
八
条
の
二

第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
（
地

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
者
（
地
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域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
行
う
事
業
に
あ
っ
て
は

域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
を
行
う
事
業
に
あ
っ
て
は

、
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
う
ち

、
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
う
ち

、
そ
の
入
所
定
員
が
二
十
九
人
以
下
で
あ
っ
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
数

、
そ
の
入
所
定
員
が
二
十
九
人
以
下
で
あ
っ
て
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
数

で
あ
る
も
の
の
開
設
者
）
の
申
請
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

で
あ
る
も
の
の
開
設
者
）
の
申
請
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類

及
び
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

及
び
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係
る
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
を
行
う
事
業
所
（
第
七
十
八
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
七
十
八
条
の
十
四

業
を
行
う
事
業
所
（
第
七
十
八
条
の
十
三
第
一
項
及
び
第
七
十
八
条
の
十
四

第
一
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に

第
一
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に

行
い
、
当
該
指
定
を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町
村
が
行
う
介
護

行
い
、
当
該
指
定
を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町
村
の
行
う
介
護

保
険
の
被
保
険
者
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
指
定
に
あ
っ
て
は

保
険
の
被
保
険
者
に
対
す
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
及
び
特
例
地
域

、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を

密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
を
含
む
。
）
に
対
す
る
地
域

密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
及
び
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
～
６

(

略
）

２
～
６

(

略
）

７

市
町
村
長
は
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
行
お
う
と
す
る

７

市
町
村
長
は
、
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
行
お
う
と
す
る

と
き
、
又
は
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
な

と
き
又
は
前
項
第
四
号
の
規
定
に
よ
り
同
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
な
い

い
こ
と
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の

こ
と
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被

被
保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を

保
険
者
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講

講
ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

11

11

第
七
十
八
条
の
十
四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
第
四
十
二
条
の

第
七
十
八
条
の
十
四

前
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
行
わ
れ
る
第
四
十
二
条
の

二
第
一
項
本
文
の
指
定
（
以
下
「
公
募
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働

二
第
一
項
本
文
の
指
定
（
以
下
「
公
募
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型

訪
問
介
護
看
護
等
の
種
類
及
び
当
該
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

訪
問
介
護
看
護
等
の
種
類
及
び
当
該
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
等
の
種
類
に
係
る
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
等
の
種
類
に
係
る
市
町
村
長
指
定
定
期
巡
回
・
随
時
対
応

型
訪
問
介
護
看
護
等
の
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
行
い
、
当
該
公
募
指
定

型
訪
問
介
護
看
護
等
の
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
行
い
、
当
該
公
募
指
定

を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者

を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町
村
の
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
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（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
公
募
指
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町

に
対
す
る
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
及
び
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住

ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
を
含
む
。
）
に
対
す
る
地
域
密
着
型
介
護

サ
ー
ビ
ス
費
及
び
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
、

そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
）

（
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
指
定
）

第
百
十
五
条
の
十
二

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
は
、
厚
生
労
働

第
百
十
五
条
の
十
二

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
は
、
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
及
び
当

行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
及
び
当

該
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防

該
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
業
所
」
と
い

サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
業
所
」
と
い

う
。
）
ご
と
に
行
い
、
当
該
指
定
を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町

う
。
）
ご
と
に
行
い
、
当
該
指
定
を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町

村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
（
特
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

村
の
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
に
対
す
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

に
係
る
指
定
に
あ
っ
て
は
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特

ス
費
及
び
特
例
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ

例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険

の
効
力
を
有
す
る
。

者
を
含
む
。
）
に
対
す
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
及
び
特
例
地

域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る

。
２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

市
町
村
長
は
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
行
お
う
と
す
る

５

市
町
村
長
は
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
行
お
う
と
す
る

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
そ
の

と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
そ
の

他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努

他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば

め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
ら
な
い
。

６
・
７

（
略
）

６
・
７

（
略
）

（
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
）

（
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
）
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第
百
十
五
条
の
二
十
二

第
五
十
八
条
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で

第
百
十
五
条
の
二
十
二

第
五
十
八
条
第
一
項
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
一
項
に
規
定
す
る
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
の
申
請
に
よ
り
、
介
護
予
防
支
援
事
業
を
行

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
の
申
請
に
よ
り
、
介
護
予
防
支
援
事
業
を
行

う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
行
い

う
事
業
所
（
以
下
こ
の
節
に
お
い
て
「
事
業
所
」
と
い
う
。
）
ご
と
に
行
い

、
当
該
指
定
を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険

、
当
該
指
定
を
す
る
市
町
村
長
が
そ
の
長
で
あ
る
市
町
村
の
行
う
介
護
保
険

の
被
保
険
者
（
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要

の
被
保
険
者
に
対
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
及
び
特
例
介
護
予
防
サ

支
援
被
保
険
者
を
除
き
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例

ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

を
含
む
。
）
に
対
す
る
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
及
び
特
例
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
に
つ
い
て
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
地
域
支
援
事
業
）

（
地
域
支
援
事
業
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五

市
町
村
は
、
被
保
険
者
（
当
該
市
町
村
が
行
う
介
護

第
百
十
五
条
の
四
十
五

市
町
村
は
、
被
保
険
者
が
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ

保
険
の
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
を
除
き
、
当
該
市
町
村
の
区
域
内
に
所

と
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
状
態
等
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、

在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
適
用
被

可
能
な
限
り
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る

保
険
者
を
含
む
。
第
三
項
第
三
号
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
九
を
除
き
、
以

よ
う
支
援
す
る
た
め
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う

下
こ
の
章
に
お
い
て
同
じ
。
）
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は

も
の
と
す
る
。

要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
地
域
に
お
け
る
自
立
し

一

被
保
険
者
（
第
一
号
被
保
険
者
に
限
る
。
）
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る

た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
う
た
め
、

こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に

必
要
な
事
業
（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

掲
げ
る
事
業
（
以
下
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
と
い
う
。

ー
ビ
ス
事
業
を
除
く
。
）

）
を
行
う
も
の
と
す
る
。

二

被
保
険
者
が
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
た
め
、
そ
の
心

一

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
者

身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の

（
以
下
「
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
次
に
掲

選
択
に
基
づ
き
、
前
号
に
掲
げ
る
事
業
そ
の
他
の
適
切
な
事
業
が
包
括
的

げ
る
事
業
を
行
う
事
業
（
以
下
「
第
一
号
事
業
」
と
い
う
。
）

か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
う
事
業

イ

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
当
該
居
宅

三

被
保
険
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
の
実
態
そ
の
他

要
支
援
被
保
険
者
等
の
居
宅
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基

の
必
要
な
実
情
の
把
握
、
保
健
医
療
、
公
衆
衛
生
、
社
会
福
祉
そ
の
他
の
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準
に
従
っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
上

関
連
施
策
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
の
提
供
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

の
支
援
を
行
う
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
号
訪
問
事
業
」

そ
の
他
の
被
保
険
者
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

と
い
う
。
）

の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
事
業

ロ

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働

四

被
保
険
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
及
び
そ
の
早
期
発
見
の
た
め
の
事
業

省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
い
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従

そ
の
他
の
被
保
険
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
援
助
を
行
う
事
業

っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
期
間
に
わ
た
り
日
常
生
活
上
の
支
援

五

保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
被
保

又
は
機
能
訓
練
を
行
う
事
業
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
第
一
号
通
所

険
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
検
証
、
そ
の
心

事
業
」
と
い
う
。
）

身
の
状
況
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
状
況
に

ハ

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

関
す
る
定
期
的
な
協
議
そ
の
他
の
取
組
を
通
じ
、
当
該
被
保
険
者
が
地
域

業
若
し
く
は
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
又
は
第
一
号
訪
問

に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
か

事
業
若
し
く
は
第
一
号
通
所
事
業
と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
場
合
に
効
果

つ
継
続
的
な
支
援
を
行
う
事
業

が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
の
地
域
に
お
け
る
自

立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
行

う
事
業
（
ニ
に
お
い
て
「
第
一
号
生
活
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）

ニ

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
（
指
定
介
護
予
防
支
援
又
は
特
例
介
護
予

防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
に
係
る
介
護
予
防
支
援
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く

。
）
の
介
護
予
防
を
目
的
と
し
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に

従
っ
て
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の
他
の
状

況
に
応
じ
て
、
そ
の
選
択
に
基
づ
き
、
第
一
号
訪
問
事
業
、
第
一
号
通

所
事
業
又
は
第
一
号
生
活
支
援
事
業
そ
の
他
の
適
切
な
事
業
が
包
括
的

か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な
援
助
を
行
う
事
業
（
以
下
「

第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
」
と
い
う
。
）

二

被
保
険
者
（
第
一
号
被
保
険
者
に
限
る
。
）
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る

こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め

必
要
な
事
業
（
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ

ー
ビ
ス
事
業
並
び
に
第
一
号
訪
問
事
業
及
び
第
一
号
通
所
事
業
を
除
く
。

）

２

市
町
村
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
ほ
か
、
被
保
険
者

２

市
町
村
は
、
被
保
険
者
の
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
支
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が
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と
を
予
防
す
る
と
と
も
に
、
要
介
護
状
態
等
と

援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
及
び
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常

な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
可
能
な
限
り
、
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常

生
活
の
支
援
の
た
め
の
施
策
を
総
合
的
か
つ
一
体
的
に
行
う
た
め
、
厚
生
労

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て

働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
、
地
域
支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る

、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
も
の
と
す
る
。

事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
市
町
村
は
、
次
に

一

被
保
険
者
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
居
宅
に
お
け
る
生
活
の
実
態
そ
の
他

掲
げ
る
事
業
の
全
て
に
つ
き
一
括
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

の
必
要
な
実
情
の
把
握
、
保
健
医
療
、
公
衆
衛
生
、
社
会
福
祉
そ
の
他
の

一

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
対
し
て
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域
密

関
連
施
策
に
関
す
る
総
合
的
な
情
報
の
提
供
、
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
市
町
村
が
定
め
る
も
の
（
指
定
介
護
予

そ
の
他
の
被
保
険
者
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
図
る
た
め

防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
介
護
予
防
サ

の
総
合
的
な
支
援
を
行
う
事
業

ー
ビ
ス
又
は
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
特
例
地
域

二

被
保
険
者
に
対
す
る
虐
待
の
防
止
及
び
そ
の
早
期
発
見
の
た
め
の
事
業

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
費
に
係
る
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

そ
の
他
の
被
保
険
者
の
権
利
擁
護
の
た
め
必
要
な
援
助
を
行
う
事
業

（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
特
定
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
」
と
い
う

三

保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
被
保

。
）
を
受
け
て
い
る
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
つ
い
て
は
、
当
該
特
定
指

険
者
の
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
及
び
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
の
検
証
、
そ
の
心

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
等
と
同
じ
種
類
の
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
地
域

身
の
状
況
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
そ
の
他
の
状
況
に

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
を
除
く
。
）
を
行
う
事
業

関
す
る
定
期
的
な
協
議
そ
の
他
の
取
組
を
通
じ
、
当
該
被
保
険
者
が
地
域

二

被
保
険
者
（
第
一
号
被
保
険
者
及
び
要
支
援
者
で
あ
る
第
二
号
被
保
険

に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
包
括
的
か

者
に
限
る
。
）
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
の

つ
継
続
的
な
支
援
を
行
う
事
業

事
業
で
あ
っ
て
、
前
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事
業
及
び
前
号
に
掲
げ
る
事
業

四

医
療
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
が
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

と
一
体
的
に
行
わ
れ
る
場
合
に
効
果
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の
と
し
て

、
居
宅
に
お
け
る
医
療
を
提
供
す
る
医
療
機
関
そ
の
他
の
関
係
者
の
連
携

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

を
推
進
す
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
（
前
号
に
掲
げ

三

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
（
指
定
介
護
予
防
支
援
又
は
特
例
介
護
予
防
サ

る
事
業
を
除
く
。
）

ー
ビ
ス
計
画
費
に
係
る
介
護
予
防
支
援
を
受
け
て
い
る
者
を
除
く
。
）
の

五

被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
及
び
要
介
護

要
介
護
状
態
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
支
援
状
態
の
軽
減
若
し
く
は
悪

状
態
等
と
な
る
こ
と
の
予
防
又
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化

化
の
防
止
の
た
め
、
そ
の
心
身
の
状
況
、
そ
の
置
か
れ
て
い
る
環
境
そ
の

の
防
止
に
係
る
体
制
の
整
備
そ
の
他
の
こ
れ
ら
を
促
進
す
る
事
業

他
の
状
況
に
応
じ
て
、
そ
の
選
択
に
基
づ
き
、
前
二
号
に
掲
げ
る
事
業
そ

六

保
健
医
療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
に
よ
る
認
知

の
他
の
適
切
な
事
業
が
包
括
的
か
つ
効
率
的
に
提
供
さ
れ
る
よ
う
必
要
な

症
の
早
期
に
お
け
る
症
状
の
悪
化
の
防
止
の
た
め
の
支
援
そ
の
他
の
認
知

援
助
を
行
う
事
業

症
で
あ
る
又
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
被
保
険
者
に
対
す
る
総
合
的
な
支
援
を

行
う
事
業



- 88 -

３

市
町
村
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
及
び
前
項
各
号
に
掲

３

市
町
村
は
、
第
一
項
各
号
及
び
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
ほ
か
、
地
域

げ
る
事
業
の
ほ
か
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
地
域
支
援

支
援
事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

事
業
と
し
て
、
次
に
掲
げ
る
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

そ
の
他
介
護
保
険
事
業
の
運
営
の
安
定
化
及
び
被
保
険
者
（
当
該
市
町

三

そ
の
他
介
護
保
険
事
業
の
運
営
の
安
定
化
及
び
被
保
険
者
の
地
域
に
お

村
の
区
域
内
に
所
在
す
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
を
し
て
い
る

け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
業

住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
を
含
む
。
）
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日

常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
業

４

地
域
支
援
事
業
は
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
介
護
予
防
に
関
す
る
事
業
の

４

地
域
支
援
事
業
は
、
当
該
市
町
村
に
お
け
る
介
護
予
防
に
関
す
る
事
業
の

実
施
状
況
、
介
護
保
険
の
運
営
の
状
況
、
七
十
五
歳
以
上
の
被
保
険
者
の
数

実
施
状
況
、
介
護
保
険
の
運
営
の
状
況
そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
政
令
で

そ
の
他
の
状
況
を
勘
案
し
て
政
令
で
定
め
る
額
の
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す

定
め
る
額
の
範
囲
内
で
行
う
も
の
と
す
る
。

る
。

５

（
略
）

５

（
略
）

（
削
除
）

６

厚
生
労
働
大
臣
は
、
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
が
行
う
事
業

及
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
同
号
及
び
同
項
第
二
号
並
び

に
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
に
関
し
て
、
そ
の

適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る

。

（
削
除
）

７

前
各
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要

な
事
項
は
、
政
令
で
定
め
る
。

（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
指
針
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
二

厚
生
労
働
大
臣
は
、
市
町
村
が
行
う
介
護
予
防

（
新
設
）

・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
関
し
て
、
そ
の
適
切
か
つ
有
効
な
実
施
を
図

る
た
め
必
要
な
指
針
を
公
表
す
る
も
の
と
す
る
。

２

市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施

状
況
に
つ
い
て
、
調
査
、
分
析
及
び
評
価
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、

そ
の
結
果
に
基
づ
き
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。
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（
指
定
事
業
者
に
よ
る
第
一
号
事
業
の
実
施
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三

市
町
村
は
、
第
一
号
事
業
（
第
一
号
介
護
予
防

（
新
設
）

支
援
事
業
に
あ
っ
て
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
が
、
当
該
市
町
村
の
長
が
指
定
す

る
者
（
以
下
「
指
定
事
業
者
」
と
い
う
。
）
の
当
該
指
定
に
係
る
第
一
号
事

業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
当
該
第
一
号
事
業
を
利
用
し
た
場
合
に

お
い
て
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
に
対
し
、
当
該
第
一
号
事
業
に
要

し
た
費
用
に
つ
い
て
、
第
一
号
事
業
支
給
費
を
支
給
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う

こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
第
一
号
事
業
支
給
費
（
以
下
「
第
一
号
事
業
支
給
費
」
と
い
う
。

）
の
額
は
、
第
一
号
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
を
勘
案
し
て
、
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
す
る
額
と
す
る
。

３

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
が
、
指
定
事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
第
一
号

事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
当
該
第
一
号
事
業
を
利
用
し
た
と
き

は
、
市
町
村
は
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
が
当
該
指
定
事
業
者
に
支

払
う
べ
き
当
該
第
一
号
事
業
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
第
一
号
事
業
支
給

費
と
し
て
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
に
対
し
支
給
す
べ
き
額
の
限
度
に

お
い
て
、
当
該
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等
に
代
わ
り
、
当
該
指
定
事
業
者
に

支
払
う
こ
と
が
で
き
る
。

４

前
項
の
規
定
に
よ
る
支
払
が
あ
っ
た
と
き
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
等

に
対
し
第
一
号
事
業
支
給
費
の
支
給
が
あ
っ
た
も
の
と
み
な
す
。

５

市
町
村
は
、
指
定
事
業
者
か
ら
第
一
号
事
業
支
給
費
の
請
求
が
あ
っ
た
と

き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
審
査
し
た
上
、
支
払
う
も

の
と
す
る
。

６

市
町
村
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務
を
連
合

会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
連
合
会
は
、
当
該
委
託
を
し
た
市
町
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村
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
委
託

を
受
け
た
事
務
の
一
部
を
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生
労

働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
租
税
そ
の
他
の
公
課
の
禁
止
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
四

租
税
そ
の
他
の
公
課
は
、
第
一
号
事
業
支
給
費

（
新
設
）

と
し
て
支
給
を
受
け
た
金
銭
を
標
準
と
し
て
、
課
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
指
定
事
業
者
の
指
定
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
（

（
新
設
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七
第
一
項
を
除
き
、
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
指

定
事
業
者
の
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に

よ
り
、
第
一
号
事
業
を
行
う
者
の
申
請
に
よ
り
、
当
該
事
業
の
種
類
及
び
当

該
事
業
の
種
類
に
係
る
当
該
第
一
号
事
業
を
行
う
事
業
所
ご
と
に
行
う
。

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
申
請
者
が
、
厚

生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
適
正
に
第
一
号
事
業
を
行
う
こ
と
が

で
き
な
い
と
認
め
ら
れ
る
と
き
は
、
指
定
事
業
者
の
指
定
を
し
て
は
な
ら
な

い
。

（
指
定
の
更
新
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
六

指
定
事
業
者
の
指
定
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

（
新
設
）

め
る
期
間
ご
と
に
そ
の
更
新
を
受
け
な
け
れ
ば
、
そ
の
期
間
の
経
過
に
よ
っ

て
、
そ
の
効
力
を
失
う
。

２

前
項
の
更
新
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
同
項
の
期
間
（
以
下
こ

の
条
に
お
い
て
「
有
効
期
間
」
と
い
う
。
）
の
満
了
の
日
ま
で
に
そ
の
申
請

に
対
す
る
処
分
が
さ
れ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
指
定
事
業
者
の
指
定
は
、
有

効
期
間
の
満
了
後
も
そ
の
処
分
が
さ
れ
る
ま
で
の
間
は
、
な
お
そ
の
効
力
を

有
す
る
。
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３

前
項
の
場
合
に
お
い
て
、
指
定
事
業
者
の
指
定
の
更
新
が
さ
れ
た
と
き
は

、
そ
の
有
効
期
間
は
、
従
前
の
有
効
期
間
の
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
す

る
も
の
と
す
る
。

４

前
条
の
規
定
は
、
指
定
事
業
者
の
指
定
の
更
新
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

（
報
告
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七

市
町
村
長
は
、
第
一
号
事
業
支
給
費
の
支
給
に

（
新
設
）

関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業

者
で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
当
該
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定

に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
事

業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の

提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
指
定
事
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事

業
所
の
従
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め

、
又
は
当
該
職
員
に
、
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
指
定

事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
当
該
指
定
事
業
者
が

行
う
第
一
号
事
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
設
備
若
し
く
は

帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

第
二
十
四
条
第
三
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
又
は
検
査
に
つ

い
て
、
同
条
第
四
項
の
規
定
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
に
つ
い
て
、
そ
れ

ぞ
れ
準
用
す
る
。

（
勧
告
、
命
令
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
八

市
町
村
長
は
、
指
定
事
業
者
が
、
第
百
十
五
条

（
新
設
）

の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま
で
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五

第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
第
一
号
事
業
を
行
っ
て

い
な
い
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、

こ
れ
ら
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
っ
て
第
一
号
事
業
を
行
う
こ

と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

勧
告
を
受
け
た
指
定
事
業
者
が
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ
に
従
わ
な
か
っ
た
と

き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
定
事
業
者
が
、

正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
と
き
は
、

当
該
指
定
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と

る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
事
業
者
の
指
定
の
取
消
し
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
九

市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当

（
新
設
）

す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
事
業
者
に
係
る
指
定
事
業
者
の
指
定
を

取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
事
業
者
の
指
定
の
全
部
若
し
く

は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

指
定
事
業
者
が
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
イ
か
ら
ニ
ま

で
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
五
第
二
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
に
従
っ
て
第
一
号
事
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

二

第
一
号
事
業
支
給
費
の
請
求
に
関
し
不
正
が
あ
っ
た
と
き
。

三

指
定
事
業
者
が
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り

報
告
又
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
ぜ
ら
れ
て
こ
れ
に
従
わ

ず
、
又
は
虚
偽
の
報
告
を
し
た
と
き
。

四

指
定
事
業
者
又
は
当
該
指
定
事
業
者
の
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者

が
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
七
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
出
頭
を
求
め
ら

れ
て
こ
れ
に
応
ぜ
ず
、
同
項
の
規
定
に
よ
る
質
問
に
対
し
て
答
弁
せ
ず
、

若
し
く
は
虚
偽
の
答
弁
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、

妨
げ
、
若
し
く
は
忌
避
し
た
と
き
。
た
だ
し
、
当
該
指
定
事
業
者
の
指
定

に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
が
そ
の
行
為
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の
行
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為
を
防
止
す
る
た
め
、
当
該
指
定
事
業
者
が
相
当
の
注
意
及
び
監
督
を
尽

く
し
た
と
き
を
除
く
。

五

指
定
事
業
者
が
、
不
正
の
手
段
に
よ
り
指
定
事
業
者
の
指
定
を
受
け
た

と
き
。

六

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
事
業
者
が
、
こ
の
法
律
そ
の
他

国
民
の
保
健
医
療
若
し
く
は
福
祉
に
関
す
る
法
律
で
政
令
で
定
め
る
も
の

又
は
こ
れ
ら
の
法
律
に
基
づ
く
命
令
若
し
く
は
処
分
に
違
反
し
た
と
き
。

七

前
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
ほ
か
、
指
定
事
業
者
が
、
地
域
支
援
事
業
又

は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
に
関
し
不
正
又
は
著
し
く
不
当
な
行
為
を
し
た
と
き

。
（
市
町
村
の
連
絡
調
整
等
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
十

市
町
村
は
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第

（
新
設
）

四
号
に
掲
げ
る
事
業
の
円
滑
な
実
施
の
た
め
に
必
要
な
関
係
者
相
互
間
の
連

絡
調
整
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

市
町
村
が
行
う
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
の

関
係
者
は
、
当
該
事
業
に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

都
道
府
県
は
、
市
町
村
が
行
う
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に

掲
げ
る
事
業
に
関
し
、
情
報
の
提
供
そ
の
他
市
町
村
に
対
す
る
必
要
な
協
力

を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
十
一

第
百
十
五
条
の
四
十
五
か
ら
前
条
ま
で
に
規

（
新
設
）

定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
地
域
支
援
事
業
の
実
施
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政

令
で
定
め
る
。

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

第
百
十
五
条
の
四
十
六

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
第
一
号
介
護
予
防
支

第
百
十
五
条
の
四
十
六

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
前
条
第
一
項
第
二
号
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援
事
業
（
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
も
の
を
除
く
。
）
及
び
第
百
十
五

か
ら
第
五
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
（
以
下
「
包
括
的
支
援
事
業
」
と
い
う
。

条
の
四
十
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
（
以
下
「
包
括
的
支
援
事
業
」
と

）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の
心
身
の

い
う
。
）
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
を
実
施
し
、
地
域
住
民
の

健
康
の
保
持
及
び
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と
に
よ
り

心
身
の
健
康
の
保
持
及
び
生
活
の
安
定
の
た
め
に
必
要
な
援
助
を
行
う
こ
と

、
そ
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
す
る
こ
と
を

に
よ
り
、
そ
の
保
健
医
療
の
向
上
及
び
福
祉
の
増
進
を
包
括
的
に
支
援
す
る

目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

次
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
者
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五

３

次
条
第
一
項
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
包
括
的
支
援
事
業
そ
の
他
第
一
項

第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
の
み
の
委
託
を
受
け
た
も

の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

の
を
除
く
。
）
は
、
包
括
的
支
援
事
業
そ
の
他
第
一
項
の
厚
生
労
働
省
令
で

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
市

定
め
る
事
業
を
実
施
す
る
た
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

町
村
長
に
届
け
出
て
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き

、
あ
ら
か
じ
め
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
市
町
村
長
に
届
け
出
て

る
。

、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
は
、
自
ら
そ
の
実
施
す
る
事
業
の
質

（
新
設
）

の
評
価
を
行
う
こ
と
そ
の
他
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
実
施
す

る
事
業
の
質
の
向
上
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５
・
６

（
略
）

４
・
５

（
略
）

７

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
は
、
包
括
的
支
援
事
業
の
効
果
的
な

６

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
は
、
包
括
的
支
援
事
業
の
効
果
的
な

実
施
の
た
め
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
医
療
機
関
、
民
生
委
員
法
（
昭

実
施
の
た
め
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
医
療
機
関
、
民
生
委
員
法
（
昭

和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
に
定
め
る
民
生
委
員
、
被
保
険
者
の
地

和
二
十
三
年
法
律
第
百
九
十
八
号
）
に
定
め
る
民
生
委
員
、
高
齢
者
の
日
常

域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
又
は
要
介
護
状
態
等
と
な
る
こ
と

生
活
の
支
援
に
関
す
る
活
動
に
携
わ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
そ
の
他
の
関
係
者
と

の
予
防
若
し
く
は
要
介
護
状
態
等
の
軽
減
若
し
く
は
悪
化
の
防
止
の
た
め
の

の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
業
を
行
う
者
そ
の
他
の
関
係
者
と
の
連
携
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

（
略
）

７

（
略
）

９

市
町
村
は
、
定
期
的
に
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
事
業
の
実

（
新
設
）

施
状
況
に
つ
い
て
、
点
検
を
行
う
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
必
要
が
あ
る
と

認
め
る
と
き
は
、
次
条
第
一
項
の
方
針
の
変
更
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を
講

ず
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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市
町
村
は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
た
と
き
、
そ
の
他
厚

（
新
設
）

10
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

、
当
該
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
事
業
の
内
容
及
び
運
営
状
況
に
関
す
る

情
報
を
公
表
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

・

（
略
）

８
・
９

（
略
）

11

12
（
実
施
の
委
託
）

（
実
施
の
委
託
）

第
百
十
五
条
の
四
十
七

市
町
村
は
、
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
七
の
二
第
一

第
百
十
五
条
の
四
十
七

市
町
村
は
、
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
七
の
二
第
一

項
に
規
定
す
る
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省

項
に
規
定
す
る
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省

令
で
定
め
る
者
に
対
し
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
包
括

令
で
定
め
る
者
に
対
し
、
包
括
的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る
方
針
を
示
し
て

的
支
援
事
業
の
実
施
に
係
る
方
針
を
示
し
て
、
当
該
包
括
的
支
援
事
業
を
委

、
当
該
包
括
的
支
援
事
業
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
は
、
包
括
的
支
援
事
業
（
第
百
十
五
条
の
四
十

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
は
、
包
括
的
支
援
事
業
の
全
て
に
つ
き
一
括
し

五
第
二
項
第
四
号
か
ら
第
六
号
ま
で
に
掲
げ
る
事
業
を
除
く
。
）
の
全
て
に

て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

つ
き
一
括
し
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

前
条
第
七
項
及
び
第
八
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受

３

前
条
第
六
項
及
び
第
七
項
の
規
定
は
、
第
一
項
の
委
託
を
受
け
た
者
に
つ

け
た
者
に
つ
い
て
準
用
す
る
。

い
て
準
用
す
る
。

（
削
除
）

４

市
町
村
は
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
及
び
第
三
項
各
号
に

掲
げ
る
事
業
の
全
部
又
は
一
部
に
つ
い
て
、
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
七
の

二
第
一
項
に
規
定
す
る
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
そ
の
他
の
当
該

市
町
村
が
適
当
と
認
め
る
者
に
対
し
、
そ
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き

る
。

４

市
町
村
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
第
一
号
介
護
予
防

５

市
町
村
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
う
ち
第
百
十
五
条

支
援
事
業
に
あ
っ
て
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）

の
四
十
五
第
二
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
当
該
各
号
に
掲
げ
る

に
つ
い
て
は
、
当
該
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
適
切
に
実
施

事
業
を
適
切
に
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す

め
る
基
準
に
適
合
す
る
者
（
同
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
地

る
者
に
対
し
て
、
当
該
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
を
委

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
に
限
る
。
）
に
対
し
て
、
当
該
各
号
に
掲

託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

げ
る
事
業
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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５

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
一
号
介
護
予
防
支
援
事
業
の
実
施
の
委
託
を
受
け

６

前
項
の
規
定
に
よ
り
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号
に
掲
げ
る
事

た
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
委
託
を
受
け
た

業
の
実
施
の
委
託
を
受
け
た
者
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

事
業
の
一
部
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る

り
、
そ
の
事
業
の
一
部
を
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
委
託
す
る
こ
と

。

が
で
き
る
。

６

市
町
村
長
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て
、
第
一

７

市
町
村
長
は
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
つ
い
て
、
第
一

項
又
は
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
実
施
を
委
託
し
た
場
合
に
は
、
当
該

項
、
第
四
項
又
は
第
五
項
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
実
施
を
委
託
し
た
場
合
に

委
託
を
受
け
た
者
（
第
八
項
、
第
百
八
十
条
第
一
項
並
び
に
第
百
八
十
一
条

は
、
当
該
委
託
を
受
け
た
者
（
次
項
に
お
い
て
「
受
託
者
」
と
い
う
。
）
に

第
二
項
及
び
第
三
項
に
お
い
て
「
受
託
者
」
と
い
う
。
）
に
対
す
る
当
該
実

対
す
る
当
該
実
施
に
必
要
な
費
用
の
支
払
決
定
に
係
る
審
査
及
び
支
払
の
事

施
に
必
要
な
費
用
の
支
払
決
定
に
係
る
審
査
及
び
支
払
の
事
務
を
連
合
会
に

務
を
連
合
会
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

前
項
の
規
定
に
よ
る
委
託
を
受
け
た
連
合
会
は
、
当
該
委
託
を
し
た
市
町

（
新
設
）

村
長
の
同
意
を
得
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
委

託
を
受
け
た
事
務
の
一
部
を
、
営
利
を
目
的
と
し
な
い
法
人
で
あ
っ
て
厚
生

労
働
省
令
で
定
め
る
要
件
に
該
当
す
る
も
の
に
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

８

（
略
）

８

（
略
）

９

市
町
村
は
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
三
項
各
号
に
掲
げ
る
事
業
の
全
部

（
新
設
）

又
は
一
部
に
つ
い
て
、
老
人
福
祉
法
第
二
十
条
の
七
の
二
第
一
項
に
規
定
す

る
老
人
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
者
そ
の
他
の
当
該
市
町
村
が
適
当
と
認

め
る
者
に
対
し
、
そ
の
実
施
を
委
託
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
議
）

第
百
十
五
条
の
四
十
八

市
町
村
は
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
三
号

（
新
設
）

に
掲
げ
る
事
業
の
効
果
的
な
実
施
の
た
め
に
、
介
護
支
援
専
門
員
、
保
健
医

療
及
び
福
祉
に
関
す
る
専
門
的
知
識
を
有
す
る
者
、
民
生
委
員
そ
の
他
の
関

係
者
、
関
係
機
関
及
び
関
係
団
体
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
関
係
者
等
」

と
い
う
。
）
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
会
議
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
会
議
」

と
い
う
。
）
を
置
く
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

会
議
は
、
要
介
護
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
被
保
険
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者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
支
援
対
象
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
へ
の
適

切
な
支
援
を
図
る
た
め
に
必
要
な
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
支
援
対
象
被
保

険
者
が
地
域
に
お
い
て
自
立
し
た
日
常
生
活
を
営
む
た
め
に
必
要
な
支
援
体

制
に
関
す
る
検
討
を
行
う
も
の
と
す
る
。

３

会
議
は
、
前
項
の
検
討
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
関

係
者
等
に
対
し
、
資
料
又
は
情
報
の
提
供
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
必
要
な
協

力
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

４

関
係
者
等
は
、
前
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
会
議
か
ら
資
料
又
は
情
報
の
提

供
、
意
見
の
開
陳
そ
の
他
必
要
な
協
力
の
求
め
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
こ
れ

に
協
力
す
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

会
議
の
事
務
に
従
事
す
る
者
又
は
従
事
し
て
い
た
者
は
、
正
当
な
理
由
が

な
く
、
会
議
の
事
務
に
関
し
て
知
り
得
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
。

６

前
各
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
会
議
が
定
め
る
。

第
百
十
五
条
の
四
十
九

（
略
）

第
百
十
五
条
の
四
十
八

（
略
）

第
七
章

介
護
保
険
事
業
計
画

第
七
章

介
護
保
険
事
業
計
画

（
基
本
指
針
）

（
基
本
指
針
）

第
百
十
六
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合
的

第
百
十
六
条

厚
生
労
働
大
臣
は
、
介
護
保
険
事
業
に
係
る
保
険
給
付
の
円
滑

な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
三
条
第

な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
以
下
「
基
本
指
針
」
と
い
う

一
項
に
規
定
す
る
総
合
確
保
方
針
に
即
し
て
、
介
護
保
険
事
業
に
係
る
保
険

。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

給
付
の
円
滑
な
実
施
を
確
保
す
る
た
め
の
基
本
的
な
指
針
（
以
下
「
基
本
指

針
」
と
い
う
。
）
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

（
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
）

（
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
）
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第
百
十
七
条

（
略
）

第
百
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の

３

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の

ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
量
、
保
険
給
付
に
要
す
る

（
新
設
）

費
用
の
額
、
地
域
支
援
事
業
の
量
、
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額

及
び
保
険
料
の
水
準
に
関
す
る
中
長
期
的
な
推
計

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

認
知
症
で
あ
る
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支

五

認
知
症
で
あ
る
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支

援
に
関
す
る
事
項
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
及
び
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

援
に
関
す
る
事
項
、
医
療
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
、
高
齢
者
の
居
住
に

に
係
る
医
療
そ
の
他
の
医
療
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
、
高
齢
者
の
居
住

係
る
施
策
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け

に
係
る
施
策
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お

る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
項

け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
項

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

７

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

（
新
設
）

的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
五
条
第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画

と
の
整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
～

（
略
）

７
～

（
略
）

11

10

（
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）

（
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）

第
百
十
八
条

（
略
）

第
百
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事

３

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
に
規
定
す
る
事

項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る

項
の
ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る

。

。

一
～
四

（
略
）

一
～
四

（
略
）

五

第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
二
項
第
四
号
に
掲
げ
る
事
業
に
関
す
る
市
町

（
新
設
）
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村
相
互
間
の
連
絡
調
整
を
行
う
事
業
に
関
す
る
事
項

４
・
５

（
略
）

４
・
５

（
略
）

６

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

（
新
設
）

の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道

府
県
計
画
及
び
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
と
の

整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
社
会
福
祉
法
第
百
八
条
に
規
定

６

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項

す
る
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す

に
規
定
す
る
医
療
計
画
、
社
会
福
祉
法
第
百
八
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
地

る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高

域
福
祉
支
援
計
画
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ
る
計
画
で
あ
っ
て
要

一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ

介
護
者
等
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
又
は
居
住
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の

る
計
画
で
あ
っ
て
要
介
護
者
等
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
又
は
居
住
に
関
す
る

と
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

事
項
を
定
め
る
も
の
と
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

（
略
）

７

（
略
）

第
百
二
十
二
条
の
二

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対

第
百
二
十
二
条
の
二

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対

し
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
百
分
の

し
、
地
域
支
援
事
業
（
第
百
十
五
条
の
四
十
五
第
一
項
第
一
号
に
掲
げ
る
事

二
十
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
行
う
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当

該
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
）
に
限
る
。
以
下
「
介
護
予
防
等

事
業
」
と
い
う
。
）
に
要
す
る
費
用
の
額
の
百
分
の
二
十
五
に
相
当
す
る
額

を
交
付
す
る
。

２

国
は
、
介
護
保
険
の
財
政
の
調
整
を
行
う
た
め
、
市
町
村
に
対
し
、
介
護

（
新
設
）

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
つ
い
て
、
第
一
号

被
保
険
者
の
年
齢
階
級
別
の
分
布
状
況
、
第
一
号
被
保
険
者
の
所
得
の
分
布

状
況
等
を
考
慮
し
て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
交
付

す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
り
交
付
す
る
額
の
総
額
は
、
各
市
町
村
の
介
護
予
防
・

（
新
設
）

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
総
額
の
百
分
の
五
に
相
当

す
る
額
と
す
る
。
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４

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
地
域
支
援
事

２

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
地
域
支
援
事

業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
除
く
。
）
に
要
す
る
費
用
の

業
（
介
護
予
防
等
事
業
を
除
く
。
）
に
要
す
る
費
用
の
額
に
、
第
百
二
十
五

額
に
、
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
第
二
号
被
保
険
者
負
担
率
に
百
分
の
五
十

条
第
一
項
の
第
二
号
被
保
険
者
負
担
率
に
百
分
の
五
十
を
加
え
た
率
を
乗
じ

を
加
え
た
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
「
特
定
地
域
支
援
事
業
支
援
額
」
と

て
得
た
額
（
以
下
「
特
定
地
域
支
援
事
業
支
援
額
」
と
い
う
。
）
の
百
分
の

い
う
。
）
の
百
分
の
五
十
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

五
十
に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

（
都
道
府
県
の
負
担
等
）

（
都
道
府
県
の
負
担
等
）

第
百
二
十
三
条

（
略
）

第
百
二
十
三
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
介
護

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
し
、
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
百
分
の
十
二
・
五

予
防
等
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
百
分
の
十
二
・
五
に
相
当
す
る
額
を
交

に
相
当
す
る
額
を
交
付
す
る
。

付
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
市
町
村
の
一
般
会
計
に
お
け
る
負
担
）

（
市
町
村
の
一
般
会
計
に
お
け
る
負
担
）

第
百
二
十
四
条

（
略
）

第
百
二
十
四
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
般
会
計
に
お
い
て

３

市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
そ
の
一
般
会
計
に
お
い
て

、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
百
分
の
十

、
介
護
予
防
等
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
の
百
分
の
十
二
・
五
に
相
当
す
る

二
・
五
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
。

額
を
負
担
す
る
。

４

（
略
）

４

（
略
）

（
市
町
村
の
特
別
会
計
へ
の
繰
入
れ
等
）

第
百
二
十
四
条
の
二

市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
一
般
会

（
新
設
）

計
か
ら
、
所
得
の
少
な
い
者
に
つ
い
て
条
例
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
行
う

保
険
料
の
減
額
賦
課
に
基
づ
き
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
保
険
料
に
つ
き
減

額
し
た
額
の
総
額
を
基
礎
と
し
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た

額
を
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
繰
り
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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２

国
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
繰
入
金
の

二
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
。

３

都
道
府
県
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る

繰
入
金
の
四
分
の
一
に
相
当
す
る
額
を
負
担
す
る
。

（
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
に
係
る
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
負

担
金
）

第
百
二
十
四
条
の
三

市
町
村
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
当
該
市

（
新
設
）

町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
に
対
し
て
、
当
該
住

所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
が
入
所
等
を
し
て
い
る
住
所
地
特
例
対
象
施
設
の

所
在
す
る
施
設
所
在
市
町
村
が
行
う
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
に
つ
い

て
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
額
を
、
地
域
支
援
事
業
に
要

す
る
費
用
と
し
て
負
担
す
る
も
の
と
す
る
。

（
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
）

（
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
）

第
百
二
十
六
条

市
町
村
の
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す

第
百
二
十
六
条

市
町
村
の
介
護
保
険
に
関
す
る
特
別
会
計
に
お
い
て
負
担
す

る
費
用
の
う
ち
、
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
に
要
す
る
費
用
の

る
費
用
の
う
ち
、
介
護
予
防
等
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
前
条
第
一
項
の

額
に
前
条
第
一
項
の
第
二
号
被
保
険
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ

第
二
号
被
保
険
者
負
担
率
を
乗
じ
て
得
た
額
（
以
下
こ
の
章
に
お
い
て
「
介

の
章
に
お
い
て
「
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対

護
予
防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
政
令

象
額
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
支
払

で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
支
払
基
金
が
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
地
域

基
金
が
市
町
村
に
対
し
て
交
付
す
る
地
域
支
援
事
業
支
援
交
付
金
を
も
っ
て

支
援
事
業
支
援
交
付
金
を
も
っ
て
充
て
る
。

充
て
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
国
の
補
助
）

（
国
の
補
助
）

第
百
二
十
七
条

国
は
、
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
二
条
、
第
百
二
十
二
条

第
百
二
十
七
条

国
は
、
第
百
二
十
一
条
、
第
百
二
十
二
条
及
び
第
百
二
十
二

の
二
及
び
第
百
二
十
四
条
の
二
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
予
算
の
範
囲
内

条
の
二
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
、
介
護
保
険

に
お
い
て
、
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で

事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
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き
る
。

（
都
道
府
県
の
補
助
）

（
都
道
府
県
の
補
助
）

第
百
二
十
八
条

都
道
府
県
は
、
第
百
二
十
三
条
及
び
第
百
二
十
四
条
の
二
に

第
百
二
十
八
条

都
道
府
県
は
、
第
百
二
十
三
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、

規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す

介
護
保
険
事
業
に
要
す
る
費
用
の
一
部
を
補
助
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
こ
と
が
で
き
る
。

（
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
等
中
の
被
保
険
者
の
特
例
に
係
る
特
別
徴

（
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
入
所
又
は
入
居
中
の
被
保
険
者
の
特
例
に
係
る

収
義
務
者
へ
の
通
知
）

特
別
徴
収
義
務
者
へ
の
通
知
）

第
百
四
十
一
条

市
町
村
は
、
そ
の
行
う
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
対
象
被
保
険

第
百
四
十
一
条

市
町
村
は
、
そ
の
行
う
介
護
保
険
の
特
別
徴
収
対
象
被
保
険

者
が
住
所
地
特
例
適
用
被
保
険
者
に
該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か

者
が
第
十
三
条
第
一
項
又
は
第
二
項
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
被
保
険
者
に

に
、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者
に
係
る
特
別
徴
収
義
務
者
に
、
そ
の
旨

該
当
す
る
に
至
っ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
、
当
該
特
別
徴
収
対
象
被
保
険
者

を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

に
係
る
特
別
徴
収
義
務
者
に
、
そ
の
旨
を
通
知
す
る
も
の
と
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
市
町
村
相
互
財
政
安
定
化
事
業
）

（
市
町
村
相
互
財
政
安
定
化
事
業
）

第
百
四
十
八
条

（
略
）

第
百
四
十
八
条

（
略
）

２

前
項
の
調
整
保
険
料
率
は
、
市
町
村
相
互
財
政
安
定
化
事
業
を
行
う
市
町

２

前
項
の
調
整
保
険
料
率
は
、
市
町
村
相
互
財
政
安
定
化
事
業
を
行
う
市
町

村
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
市
町
村
」
と
い
う
。

村
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
「
特
定
市
町
村
」
と
い
う
。

）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
号
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
調
整
保

）
の
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
第
一
号
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
調
整
保

険
料
率
に
よ
り
算
定
し
た
保
険
料
額
に
よ
っ
て
保
険
料
を
課
す
る
と
し
た
な

険
料
率
に
よ
り
算
定
し
た
保
険
料
額
に
よ
っ
て
保
険
料
を
課
す
る
と
し
た
な

ら
ば
、
当
該
特
定
市
町
村
に
つ
き
事
業
実
施
期
間
（
市
町
村
相
互
財
政
安
定

ら
ば
、
当
該
特
定
市
町
村
に
つ
き
事
業
実
施
期
間
（
市
町
村
相
互
財
政
安
定

化
事
業
を
実
施
す
る
期
間
と
し
て
特
定
市
町
村
が
次
項
の
規
約
に
よ
り
定
め

化
事
業
を
実
施
す
る
期
間
と
し
て
特
定
市
町
村
が
次
項
の
規
約
に
よ
り
定
め

る
三
年
を
一
期
と
す
る
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

る
三
年
を
一
期
と
す
る
期
間
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
四
項
に
お
い
て

同
じ
。
）
に
お
い
て
収
納
さ
れ
る
保
険
料
の
額
の
合
計
額
が
、
当
該
事
業
実

同
じ
。
）
に
お
い
て
収
納
さ
れ
る
保
険
料
の
額
の
合
計
額
が
、
当
該
事
業
実

施
期
間
に
お
け
る
当
該
特
定
市
町
村
の
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る

施
期
間
に
お
け
る
当
該
特
定
市
町
村
の
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る

費
用
の
額
（
当
該
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
に
つ
き
第

費
用
の
額
（
当
該
介
護
給
付
及
び
予
防
給
付
に
要
す
る
費
用
の
額
に
つ
き
第

百
二
十
一
条
第
一
項
、
第
百
二
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
、

百
二
十
一
条
第
一
項
、
第
百
二
十
二
条
第
一
項
、
第
百
二
十
三
条
第
一
項
、
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第
百
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
、

第
百
二
十
四
条
第
一
項
及
び
第
百
二
十
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
、

都
道
府
県
、
市
町
村
の
一
般
会
計
及
び
支
払
基
金
が
負
担
し
、
又
は
交
付
す

都
道
府
県
、
市
町
村
の
一
般
会
計
及
び
支
払
基
金
が
負
担
し
、
又
は
交
付
す

る
額
を
除
く
。
）
、
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
（
当
該
地
域
支
援

る
額
を
除
く
。
）
、
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
（
当
該
地
域
支
援

事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
つ
き
第
百
二
十
二
条
の
二
第
一
項
、
第
二
項
及

事
業
に
要
す
る
費
用
の
額
に
つ
き
第
百
二
十
二
条
の
二
、
第
百
二
十
三
条
第

び
第
四
項
、
第
百
二
十
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
、
第
百
二
十
四
条
第
三
項

三
項
及
び
第
四
項
、
第
百
二
十
四
条
第
三
項
及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
二
十

及
び
第
四
項
並
び
に
第
百
二
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
、
都
道
府

六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
一
般
会
計
及
び

県
、
市
町
村
の
一
般
会
計
及
び
支
払
基
金
が
負
担
し
、
又
は
交
付
す
る
額
を

支
払
基
金
が
負
担
し
、
又
は
交
付
す
る
額
を
除
く
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金

除
く
。
）
、
財
政
安
定
化
基
金
拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
並
び
に

拠
出
金
の
納
付
に
要
す
る
費
用
の
額
並
び
に
基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要

基
金
事
業
借
入
金
の
償
還
に
要
す
る
費
用
の
額
の
合
計
額
と
均
衡
を
保
つ
こ

す
る
費
用
の
額
の
合
計
額
と
均
衡
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、

と
が
で
き
る
も
の
で
あ
っ
て
、
当
該
特
定
市
町
村
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に

当
該
特
定
市
町
村
が
政
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
す
る
。

従
い
定
め
る
も
の
と
す
る
。

３
～
８

（
略
）

３
～
８

（
略
）

（
概
算
納
付
金
）

（
概
算
納
付
金
）

第
百
五
十
二
条

前
条
第
一
項
の
概
算
納
付
金
の
額
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る

第
百
五
十
二
条

前
条
第
一
項
の
概
算
納
付
金
の
額
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る

全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護
予
防
等
事
業
医
療
保
険

総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定

納
付
対
象
額
の
見
込
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に

算
定
し
た
当
該
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険

係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働

者
の
見
込
数
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
医
療
保

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
当
該
年
度
に
お
け
る
当
該
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号

険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

被
保
険
者
の
見
込
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
確
定
納
付
金
）

（
確
定
納
付
金
）

第
百
五
十
三
条

第
百
五
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定
納
付
金
の
額
は
、

第
百
五
十
三
条

第
百
五
十
一
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
確
定
納
付
金
の
額
は
、

前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護
予

前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
市
町
村
の
医
療
保
険
納
付
対
象
額
及
び
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働

防
等
事
業
医
療
保
険
納
付
対
象
額
の
総
額
を
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
前
々
年
度
に
お
け
る
全
て
の
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二

保
険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働

号
被
保
険
者
の
総
数
で
除
し
て
得
た
額
に
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
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省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
算
定
し
た
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
医
療
保

ろ
に
よ
り
算
定
し
た
前
々
年
度
に
お
け
る
当
該
医
療
保
険
者
に
係
る
第
二
号

険
者
に
係
る
第
二
号
被
保
険
者
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

被
保
険
者
の
数
を
乗
じ
て
得
た
額
と
す
る
。

（
連
合
会
の
業
務
）

（
連
合
会
の
業
務
）

第
百
七
十
六
条

連
合
会
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
ほ
か

第
百
七
十
六
条

連
合
会
は
、
国
民
健
康
保
険
法
の
規
定
に
よ
る
業
務
の
ほ
か

、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託

二

第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託
を
受

を
受
け
て
行
う
第
一
号
事
業
支
給
費
の
請
求
に
関
す
る
審
査
及
び
支
払
並

け
て
行
う
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
必
要
な
費
用

び
に
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託
を

の
支
払
決
定
に
係
る
審
査
及
び
支
払
で
あ
っ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
業
務
の

受
け
て
行
う
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
必
要
な
費

内
容
と
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

用
の
支
払
決
定
に
係
る
審
査
及
び
支
払
で
あ
っ
て
、
前
号
に
掲
げ
る
業
務

も
の

の
内
容
と
の
共
通
性
そ
の
他
の
事
情
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
も
の

三

（
略
）

三

（
略
）

２

連
合
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑

２

連
合
会
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
業
務
の
ほ
か
、
介
護
保
険
事
業
の
円
滑

な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

な
運
営
に
資
す
る
た
め
、
次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託
を
受

三

第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
か
ら
委
託
を
受

け
て
行
う
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
必
要
な
費
用

け
て
行
う
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の
実
施
に
必
要
な
費
用

の
支
払
決
定
に
係
る
審
査
及
び
支
払
（
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

の
支
払
決
定
に
係
る
審
査
及
び
支
払
（
前
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も
の
を
除

く
。
）

く
。
）

四

（
略
）

四

（
略
）

第
十
一
章

介
護
給
付
費
等
審
査
委
員
会

第
十
一
章

介
護
給
付
費
審
査
委
員
会

（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
）

（
給
付
費
審
査
委
員
会
）

第
百
七
十
九
条

第
四
十
一
条
第
十
項
（
第
四
十
二
条
の
二
第
九
項
、
第
四
十

第
百
七
十
九
条

第
四
十
一
条
第
十
項
（
第
四
十
二
条
の
二
第
九
項
、
第
四
十
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六
条
第
七
項
、
第
四
十
八
条
第
七
項
、
第
五
十
一
条
の
三
第
八
項
、
第
五
十

六
条
第
七
項
、
第
四
十
八
条
第
七
項
、
第
五
十
一
条
の
三
第
八
項
、
第
五
十

三
条
第
七
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
九
項
、
第
五
十
八
条
第
七
項
及
び
第
六

三
条
第
七
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
九
項
、
第
五
十
八
条
第
七
項
及
び
第
六

十
一
条
の
三
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
並
び
に
第
百
十

十
一
条
の
三
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る

五
条
の
四
十
五
の
三
第
六
項
及
び
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
の
規
定
に

委
託
を
受
け
て
介
護
給
付
費
請
求
書
の
審
査
を
行
う
た
め
、
連
合
会
に
、
介

よ
る
委
託
を
受
け
て
介
護
給
付
費
請
求
書
及
び
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

護
給
付
費
審
査
委
員
会
（
以
下
「
給
付
費
審
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置

総
合
事
業
費
請
求
書
の
審
査
を
行
う
た
め
、
連
合
会
に
、
介
護
給
付
費
等
審

く
。

査
委
員
会
（
以
下
「
給
付
費
等
審
査
委
員
会
」
と
い
う
。
）
を
置
く
。

（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
の
組
織
）

（
給
付
費
審
査
委
員
会
の
組
織
）

第
百
八
十
条

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
規
約
で
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
同
数
の

第
百
八
十
条

給
付
費
審
査
委
員
会
は
、
規
約
で
定
め
る
そ
れ
ぞ
れ
同
数
の
介

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密

護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
（
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密
着

着
型
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
、
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
、
指
定
介

型
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
、
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
、
指
定
介
護

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
介
護
予

予
防
支
援
を
担
当
す
る
者
を
い
う
。
第
三
項
並
び
に
次
条
第
一
項
及
び
第
二

防
支
援
を
担
当
す
る
者
を
い
う
。
第
三
項
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ

項
に
お
い
て
同
じ
。
）
又
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
担
当
者

。
）
を
代
表
す
る
委
員
、
市
町
村
を
代
表
す
る
委
員
及
び
公
益
を
代
表
す
る

（
指
定
事
業
者
に
お
い
て
第
一
号
事
業
を
担
当
す
る
者
又
は
受
託
者
に
お
い

委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

て
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
担
当
す
る
者
を
い
う
。
第
三
項

及
び
次
条
第
二
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
を
代
表
す
る
委
員
、
市
町
村
を
代
表

す
る
委
員
及
び
公
益
を
代
表
す
る
委
員
を
も
っ
て
組
織
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

３

前
項
の
委
嘱
は
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
又
は
介
護
予
防
・

３

前
項
の
委
嘱
は
、
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
を
代
表
す
る
委
員

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
担
当
者
を
代
表
す
る
委
員
及
び
市
町
村
を
代
表
す

及
び
市
町
村
を
代
表
す
る
委
員
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
団
体
の
推
薦

る
委
員
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
関
係
団
体
の
推
薦
に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ

に
よ
っ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

ば
な
ら
な
い
。

（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
の
権
限
）

（
給
付
費
審
査
委
員
会
の
権
限
）

第
百
八
十
一
条

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
の
審
査
を

第
百
八
十
一
条

給
付
費
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
の
審
査
を
行

行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
得
て

う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
得
て
、
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、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定

当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定
介

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
に
対
し
て
、
報
告
若

護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
に
対
し
て
、
報
告
若
し

し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
居
宅
サ

く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
居
宅
サ
ー

ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事

事
業
者
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
若
し
く
は
そ

業
者
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
若
し
く
は
そ
の

の
長
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の

長
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事

事
業
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
事
業
所
若
し
く
は

業
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
事
業
所
若
し
く
は
介

介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
に
対
し
て
、

護
保
険
施
設
に
お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
に
対
し
て
、
出

出
頭
若
し
く
は
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

頭
若
し
く
は
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
又
は
介
護
予
防
・
日
常

（
新
設
）

生
活
支
援
総
合
事
業
費
請
求
書
の
審
査
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
市
町
村
長
の
承
認
を
得
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護

予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
に
対
し
て
、
報

告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は

受
託
者
若
し
く
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
に

係
る
事
業
所
に
お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
若
し
く
は
指
定

事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
に
お
け
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

担
当
者
に
対
し
て
、
出
頭
若
し
く
は
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

連
合
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
費
等
審
査
委
員
会
に
出
頭
し
た

２

連
合
会
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
費
審
査
委
員
会
に
出
頭
し
た
者
に

者
に
対
し
、
旅
費
、
日
当
及
び
宿
泊
料
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

対
し
、
旅
費
、
日
当
及
び
宿
泊
料
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し

だ
し
、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、

、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
介
護
保
険
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
介
護
保
険
施
設
が
提
出
し
た
介
護
給
付
費

ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は

請
求
書
又
は
帳
簿
書
類
の
記
載
が
不
備
又
は
不
当
で
あ
っ
た
た
め
出
頭
を
求

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
が
提
出
し

め
ら
れ
て
出
頭
し
た
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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た
介
護
給
付
費
請
求
書
若
し
く
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
費

請
求
書
又
は
帳
簿
書
類
の
記
載
が
不
備
又
は
不
当
で
あ
っ
た
た
め
出
頭
を
求

め
ら
れ
て
出
頭
し
た
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
削
除
）

３

前
二
項
の
規
定
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
並
び
に

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

ス
の
事
業
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
に
つ
い
て
準
用
す
る
。
こ
の
場

合
に
お
い
て
、
第
一
項
中
「
都
道
府
県
知
事
」
と
あ
る
の
は
、
「
市
町
村
長

」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

（
厚
生
労
働
省
令
へ
の
委
任
）

第
百
八
十
二
条

こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
給
付
費
等
審
査
委
員
会

第
百
八
十
二
条

こ
の
章
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
給
付
費
審
査
委
員
会
に

に
関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

関
し
て
必
要
な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

（
賦
課
決
定
の
期
間
制
限
）

第
二
百
条
の
二

保
険
料
の
賦
課
決
定
は
、
当
該
年
度
に
お
け
る
最
初
の
保
険

（
新
設
）

料
の
納
期
（
こ
の
法
律
又
は
こ
れ
に
基
づ
く
条
例
の
規
定
に
よ
り
保
険
料
を

納
付
し
、
又
は
納
入
す
べ
き
期
限
を
い
い
、
当
該
納
期
後
に
保
険
料
を
課
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
場
合
に
あ
っ
て
は
、
当
該
保
険
料
を
課
す

る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
日
と
す
る
。
）
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
二

年
を
経
過
し
た
日
以
後
に
お
い
て
は
、
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（
被
保
険
者
等
に
関
す
る
調
査
）

（
被
保
険
者
等
に
関
す
る
調
査
）

第
二
百
二
条

市
町
村
は
、
被
保
険
者
の
資
格
、
保
険
給
付
、
地
域
支
援
事
業

第
二
百
二
条

市
町
村
は
、
被
保
険
者
の
資
格
、
保
険
給
付
及
び
保
険
料
に
関

及
び
保
険
料
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
保
険
者
、
第
一

し
て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
保
険
者
、
第
一
号
被
保
険
者
の
配

号
被
保
険
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯

偶
者
若
し
く
は
第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世

主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
文
書

帯
に
属
す
る
者
又
は
こ
れ
ら
で
あ
っ
た
者
に
対
し
、
文
書
そ
の
他
の
物
件
の

そ
の
他
の
物
件
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ

提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
又
は
当
該
職
員
に
質
問
さ
せ
る
こ
と
が
で
き



- 108 -

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
資
料
の
提
供
等
）

（
資
料
の
提
供
等
）

第
二
百
三
条

市
町
村
は
、
保
険
給
付
、
地
域
支
援
事
業
及
び
保
険
料
に
関
し

第
二
百
三
条

市
町
村
は
、
保
険
給
付
及
び
保
険
料
に
関
し
て
必
要
が
あ
る
と

て
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
被
保
険
者
、
第
一
号
被
保
険
者
の
配
偶

認
め
る
と
き
は
、
被
保
険
者
、
第
一
号
被
保
険
者
の
配
偶
者
若
し
く
は
第
一

者
若
し
く
は
第
一
号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯

号
被
保
険
者
の
属
す
る
世
帯
の
世
帯
主
そ
の
他
そ
の
世
帯
に
属
す
る
者
の
資

に
属
す
る
者
の
資
産
若
し
く
は
収
入
の
状
況
又
は
被
保
険
者
に
対
す
る
老
齢

産
若
し
く
は
収
入
の
状
況
又
は
被
保
険
者
に
対
す
る
老
齢
等
年
金
給
付
の
支

等
年
金
給
付
の
支
給
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
若
し
く
は
年
金
保
険
者
に
対
し

給
状
況
に
つ
き
、
官
公
署
若
し
く
は
年
金
保
険
者
に
対
し
必
要
な
文
書
の
閲

必
要
な
文
書
の
閲
覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会

覧
若
し
く
は
資
料
の
提
供
を
求
め
、
又
は
銀
行
、
信
託
会
社
そ
の
他
の
機
関

社
そ
の
他
の
機
関
若
し
く
は
被
保
険
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告

若
し
く
は
被
保
険
者
の
雇
用
主
そ
の
他
の
関
係
人
に
報
告
を
求
め
る
こ
と
が

を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
、
第
四
十

２

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
第
四
十
一
条
第
一
項
本
文
、
第
四
十

二
条
の
二
第
一
項
本
文
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一

二
条
の
二
第
一
項
本
文
、
第
四
十
六
条
第
一
項
、
第
四
十
八
条
第
一
項
第
一

号
、
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
、
第
五
十

号
、
第
五
十
三
条
第
一
項
本
文
、
第
五
十
四
条
の
二
第
一
項
本
文
若
し
く
は

八
条
第
一
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
一
項
の
指
定
又
は
第

第
五
十
八
条
第
一
項
の
指
定
又
は
第
九
十
四
条
第
一
項
の
許
可
に
関
し
必
要

九
十
四
条
第
一
項
の
許
可
に
関
し
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら

が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
指
定
又
は
許
可
に
係
る
申
請
者
若
し

の
指
定
又
は
許
可
に
係
る
申
請
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
等
若
し
く
は
開
設
者

く
は
そ
の
役
員
等
若
し
く
は
開
設
者
若
し
く
は
そ
の
役
員
又
は
病
院
等
の
管

若
し
く
は
そ
の
役
員
又
は
病
院
等
の
管
理
者
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
長

理
者
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
長
若
し
く
は
同
条
第
三
項
第
十
一
号
に
規

若
し
く
は
同
条
第
三
項
第
十
一
号
に
規
定
す
る
使
用
人
の
保
険
料
等
の
納
付

定
す
る
使
用
人
の
保
険
料
等
の
納
付
状
況
に
つ
き
、
当
該
保
険
料
等
を
徴
収

状
況
に
つ
き
、
当
該
保
険
料
等
を
徴
収
す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
閲

す
る
者
に
対
し
、
必
要
な
書
類
の
閲
覧
又
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が

覧
又
は
資
料
の
提
供
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

で
き
る
。

第
二
百
五
条

認
定
審
査
会
、
都
道
府
県
介
護
認
定
審
査
会
、
給
付
費
等
審
査

第
二
百
五
条

認
定
審
査
会
、
都
道
府
県
介
護
認
定
審
査
会
、
給
付
費
審
査
委

委
員
会
若
し
く
は
保
険
審
査
会
の
委
員
、
保
険
審
査
会
の
専
門
調
査
員
若
し

員
会
若
し
く
は
保
険
審
査
会
の
委
員
、
保
険
審
査
会
の
専
門
調
査
員
若
し
く

く
は
連
合
会
若
し
く
は
連
合
会
か
ら
第
四
十
一
条
第
十
一
項
（
第
四
十
二
条

は
連
合
会
若
し
く
は
連
合
会
か
ら
第
四
十
一
条
第
十
一
項
（
第
四
十
二
条
の

の
二
第
九
項
、
第
四
十
六
条
第
七
項
、
第
四
十
八
条
第
七
項
、
第
五
十
一
条

二
第
九
項
、
第
四
十
六
条
第
七
項
、
第
四
十
八
条
第
七
項
、
第
五
十
一
条
の

の
三
第
八
項
、
第
五
十
三
条
第
七
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
九
項
、
第
五
十

三
第
八
項
、
第
五
十
三
条
第
七
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
九
項
、
第
五
十
八
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八
条
第
七
項
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含

条
第
七
項
及
び
第
六
十
一
条
の
三
第
八
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む

む
。
）
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
七
項
若
し
く
は
第
百
十
五
条
の
四

。
）
の
規
定
に
よ
り
第
四
十
一
条
第
九
項
、
第
四
十
二
条
の
二
第
八
項
、
第

十
七
第
七
項
の
規
定
に
よ
り
第
四
十
一
条
第
九
項
、
第
四
十
二
条
の
二
第
八

四
十
六
条
第
六
項
、
第
四
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
一
条
の
三
第
七
項
、
第

項
、
第
四
十
六
条
第
六
項
、
第
四
十
八
条
第
六
項
、
第
五
十
一
条
の
三
第
七

五
十
三
条
第
六
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
八
項
、
第
五
十
八
条
第
六
項
若
し

項
、
第
五
十
三
条
第
六
項
、
第
五
十
四
条
の
二
第
八
項
、
第
五
十
八
条
第
六

く
は
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
に
規
定
す
る
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る
事
務

項
、
第
六
十
一
条
の
三
第
七
項
、
第
百
十
五
条
の
四
十
五
の
三
第
五
項
若
し

の
委
託
を
受
け
た
法
人
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
職
に
あ
っ
た

く
は
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
六
項
に
規
定
す
る
審
査
及
び
支
払
に
関
す
る

者
が
、
正
当
な
理
由
な
し
に
、
職
務
上
知
り
得
た
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業

事
務
の
委
託
を
受
け
た
法
人
の
役
員
若
し
く
は
職
員
又
は
こ
れ
ら
の
者
で
あ

者
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、

っ
た
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
、
職
務
上
知
り
得
た
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス

介
護
保
険
施
設
の
開
設
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域

事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く

者
、
介
護
保
険
施
設
の
開
設
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定

は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
っ
た
者
の
業
務
上
の
秘
密
又
は
個
人
の
秘
密
を
漏

地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若

ら
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

し
く
は
居
宅
サ
ー
ビ
ス
等
を
行
っ
た
者
若
し
く
は
第
一
号
事
業
を
行
う
者
の

業
務
上
の
秘
密
又
は
個
人
の
秘
密
を
漏
ら
し
た
と
き
は
、
一
年
以
下
の
懲
役

又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

２

第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第

２

第
二
十
四
条
の
二
第
三
項
、
第
二
十
四
条
の
三
第
二
項
、
第
二
十
八
条
第

七
項
（
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
、

七
項
（
第
二
十
九
条
第
二
項
、
第
三
十
条
第
二
項
、
第
三
十
一
条
第
二
項
、

第
三
十
三
条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
三
条
の
三
第
二

第
三
十
三
条
第
四
項
、
第
三
十
三
条
の
二
第
二
項
、
第
三
十
三
条
の
三
第
二

項
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六

項
及
び
第
三
十
四
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
六

十
九
条
の
十
七
第
一
項
、
第
六
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
六
十
九
条
の

十
九
条
の
十
七
第
一
項
、
第
六
十
九
条
の
二
十
八
第
一
項
、
第
六
十
九
条
の

三
十
七
、
第
百
十
五
条
の
三
十
八
第
一
項
（
第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
三
項

三
十
七
、
第
百
十
五
条
の
三
十
八
第
一
項
（
第
百
十
五
条
の
四
十
二
第
三
項

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
、
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
八
項
（

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は
第
百
十
五
条
の
四
十
六
第
七
項

第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
又
は

（
第
百
十
五
条
の
四
十
七
第
三
項
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

第
百
十
五
条
の
四
十
八
第
五
項
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲

規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
一
年
以
下
の
懲
役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

役
又
は
百
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。

す
る
。

附

則

附

則
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（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

（
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
中
の
被
保
険
者
の
特
例
）

第
九
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護

第
九
条

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
指
定
介
護

老
人
福
祉
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保

老
人
福
祉
施
設
の
所
在
す
る
場
所
に
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
被
保

険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
際
他
の
市
町

険
者
で
あ
っ
て
、
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
し
た
際
他
の
市
町

村
（
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を

村
（
当
該
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
以
外
の
市
町
村
を

い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
当
該

い
う
。
）
の
区
域
内
に
住
所
を
有
し
て
い
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
は
、
当
該

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
入
所
定
員
の
減
少
に
よ
り
地
域
密
着
型
介
護
老

指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
が
入
所
定
員
の
減
少
に
よ
り
地
域
密
着
型
介
護
老

人
福
祉
施
設
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
事
業

人
福
祉
施
設
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
の
事
業

を
行
う
事
業
所
に
係
る
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い

を
行
う
事
業
所
に
係
る
第
四
十
二
条
の
二
第
一
項
本
文
の
指
定
を
受
け
て
い

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人

る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人

福
祉
施
設
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
変
更
後
地
域

福
祉
施
設
」
と
い
う
。
）
と
な
っ
た
場
合
に
お
い
て
も
、
当
該
変
更
後
地
域

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
間
は
、
第
九
条
の

密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
間
は
、
第
九
条
の

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と

規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
当
該
他
の
市
町
村
が
行
う
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と

す
る
。
た
だ
し
、
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
な
っ
た
指
定

す
る
。
た
だ
し
、
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
と
な
っ
た
指
定

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施

介
護
老
人
福
祉
施
設
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施

設
」
と
い
う
。
）
を
含
む
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
継
続
し
て
入

設
」
と
い
う
。
）
を
含
む
二
以
上
の
住
所
地
特
例
対
象
施
設
に
継
続
し
て
入

所
等
を
し
て
い
た
被
保
険
者
（
当
該
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

所
又
は
入
居
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
入
所
等
」
と
い
う
。
）
を
し
て
い

設
に
継
続
し
て
入
所
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
前
介

た
被
保
険
者
（
当
該
変
更
後
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
継
続
し
て

護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
直
前
に
入
所
等
を
し
て
い
た
住
所
地
特
例
対

入
所
し
て
い
る
者
に
限
る
。
）
で
あ
っ
て
、
当
該
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施

象
施
設
（
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
直
前
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
及
び
変

設
に
入
所
す
る
直
前
に
入
所
等
を
し
て
い
た
住
所
地
特
例
対
象
施
設
（
以
下

更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
直
前

こ
の
項
に
お
い
て
「
直
前
入
所
施
設
」
と
い
う
。
）
及
び
変
更
前
介
護
老
人

入
所
施
設
及
び
変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所

福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
に
入
所
等
を
す
る
こ
と
に
よ
り
直
前
入
所
施
設
及
び

に
順
次
住
所
を
変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
継

変
更
前
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
そ
れ
ぞ
れ
の
所
在
す
る
場
所
に
順
次
住
所
を

続
入
所
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

変
更
し
た
と
認
め
ら
れ
る
も
の
（
次
項
に
お
い
て
「
特
定
継
続
入
所
被
保
険

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
延
滞
金
の
割
合
の
特
例
）
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第
十
一
条

第
百
五
十
七
条
第
一
項
に
規
定
す
る
延
滞
金
の
年
十
四
・
五
パ
ー

（
新
設
）

セ
ン
ト
の
割
合
は
、
当
分
の
間
、
同
項
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、
各
年
の
特

例
基
準
割
合
（
租
税
特
別
措
置
法
（
昭
和
三
十
二
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第

九
十
三
条
第
二
項
に
規
定
す
る
特
例
基
準
割
合
を
い
う
。
以
下
こ
の
条
に
お

い
て
同
じ
。
）
が
年
七
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
の
割
合
に
満
た
な
い
場
合
に
は
、

そ
の
年
中
に
お
い
て
は
、
当
該
特
例
基
準
割
合
に
年
七
・
三
パ
ー
セ
ン
ト
の

割
合
を
加
算
し
た
割
合
と
す
る
。
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○

介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
六
条
関
係
）

【
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
ま
で
の
間
に
お
い
て
政
令
で
定
め
る
日
・
平
成
三
十
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
八
条

（
略
）

第
八
条

（
略
）

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
訪
問
介
護
」
と
は
、
要
介
護
者
で
あ
っ
て
、
居
宅

２

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
訪
問
介
護
」
と
は
、
要
介
護
者
で
あ
っ
て
、
居
宅

（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に

（
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百
三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
六
に

規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料

規
定
す
る
軽
費
老
人
ホ
ー
ム
、
同
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
有
料

老
人
ホ
ー
ム
（
第
十
一
項
及
び
第
二
十
一
項
に
お
い
て
「
有
料
老
人
ホ
ー
ム

老
人
ホ
ー
ム
（
第
十
一
項
及
び
第
二
十
項
に
お
い
て
「
有
料
老
人
ホ
ー
ム
」

」
と
い
う
。
）
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
け
る
居
室
を

と
い
う
。
）
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
に
お
け
る
居
室
を
含

含
む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
介

む
。
以
下
同
じ
。
）
に
お
い
て
介
護
を
受
け
る
も
の
（
以
下
「
居
宅
要
介
護

護
者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
そ

者
」
と
い
う
。
）
に
つ
い
て
、
そ
の
者
の
居
宅
に
お
い
て
介
護
福
祉
士
そ
の

の
他
政
令
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護

他
政
令
で
定
め
る
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ

そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の

の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
（

（
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
（
第
十
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る

定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
（
第
十
五
項
第
二
号
に
掲
げ
る
も

も
の
に
限
る
。
）
又
は
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。

の
に
限
る
。
）
又
は
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）

）
を
い
う
。

を
い
う
。

３
～
６

（
略
）

３
～
６

（
略
）

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
通
所
介
護
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
、

７

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
通
所
介
護
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
、

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
同

老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
又
は
同

法
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
わ

法
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
通
わ

せ
、
当
該
施
設
に
お
い
て
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常

せ
、
当
該
施
設
に
お
い
て
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常

生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
機
能
訓
練
を

生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び
機
能
訓
練
を

行
う
こ
と
（
利
用
定
員
が
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
数
以
上
で
あ
る
も
の
に

行
う
こ
と
（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い

限
り
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
該
当
す
る
も
の
を
除
く
。
）
を
い
う
。

う
。

８
～

（
略
）

８
～

（
略
）

10

10
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こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
施
設
」
と
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他
厚

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
特
定
施
設
」
と
は
、
有
料
老
人
ホ
ー
ム
そ
の
他
厚

11

11

生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
で
あ
っ
て
、
第
二
十
一
項
に
規
定
す
る
地
域
密

生
労
働
省
令
で
定
め
る
施
設
で
あ
っ
て
、
第
二
十
項
に
規
定
す
る
地
域
密
着

着
型
特
定
施
設
で
な
い
も
の
を
い
い
、
「
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と

型
特
定
施
設
で
な
い
も
の
を
い
い
、
「
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
」
と
は

は
、
特
定
施
設
に
入
居
し
て
い
る
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
施
設
が

、
特
定
施
設
に
入
居
し
て
い
る
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
当
該
特
定
施
設
が
提

提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令

供
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で

で
定
め
る
事
項
を
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事

定
め
る
事
項
を
定
め
た
計
画
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等

等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

る
も
の
、
機
能
訓
練
及
び
療
養
上
の
世
話
を
い
う
。

も
の
、
機
能
訓
練
及
び
療
養
上
の
世
話
を
い
う
。

・

（
略
）

・

（
略
）

12

13

12

13

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随

14

14

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介

時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所

護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対

介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地

応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密

域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い

入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
「
特
定
地
域
密
着
型
サ

、
「
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問

ー
ビ
ス
」
と
は
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型

介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認
知
症
対

訪
問
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び

応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い

複
合
型
サ
ー
ビ
ス
を
い
い
、
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
は
、
地
域

い
、
「
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
」
と
は
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
行

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
事
業
を
い
う
。

う
事
業
を
い
う
。

・

（
略
）

・

（
略
）

15

16

15

16

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
通
所
介
護
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者

（
新
設
）

17
に
つ
い
て
、
老
人
福
祉
法
第
五
条
の
二
第
三
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

施
設
又
は
同
法
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

タ
ー
に
通
わ
せ
、
当
該
施
設
に
お
い
て
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ

の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
及
び

機
能
訓
練
を
行
う
こ
と
（
利
用
定
員
が
第
七
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

数
未
満
で
あ
る
も
の
に
限
り
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
該
当
す
る
も
の

を
除
く
。
）
を
い
う
。
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～

（
略
）

～

（
略
）

18

21

17

20

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
は
、
老
人

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
」
と
は
、
老
人

22

21

福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
入
所
定
員
が

福
祉
法
第
二
十
条
の
五
に
規
定
す
る
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
（
入
所
定
員
が

二
十
九
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

二
十
九
人
以
下
で
あ
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
で

あ
っ
て
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
要
介
護
者
（
厚
生
労
働

あ
っ
て
、
当
該
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
入
所
す
る
要
介
護
者
（
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
要
介
護
状
態
区
分
に
該
当
す
る
状
態
で
あ
る
者
そ
の
他
居
宅

省
令
で
定
め
る
要
介
護
状
態
区
分
に
該
当
す
る
状
態
で
あ
る
者
そ
の
他
居
宅

に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

に
お
い
て
日
常
生
活
を
営
む
こ
と
が
困
難
な
者
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
七
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

め
る
も
の
に
限
る
。
以
下
こ
の
項
及
び
第
二
十
六
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に

対
し
、
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

対
し
、
地
域
密
着
型
施
設
サ
ー
ビ
ス
計
画
（
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施

設
に
入
所
し
て
い
る
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
当
該
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

設
に
入
所
し
て
い
る
要
介
護
者
に
つ
い
て
、
当
該
施
設
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
内
容
、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を

ス
の
内
容
、
こ
れ
を
担
当
す
る
者
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を

定
め
た
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
い
て
、
入

定
め
た
計
画
を
い
う
。
以
下
こ
の
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
基
づ
い
て
、
入

浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練

浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護
そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練

、
健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
い
い

、
健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世
話
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
施
設
を
い
い

、
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
」
と
は
、
地
域
密

、
「
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
」
と
は
、
地
域
密

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
地
域
密
着
型
施

着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
に
入
所
す
る
要
介
護
者
に
対
し
、
地
域
密
着
型
施

設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護

設
サ
ー
ビ
ス
計
画
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
る
入
浴
、
排
せ
つ
、
食
事
等
の
介
護

そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世

そ
の
他
の
日
常
生
活
上
の
世
話
、
機
能
訓
練
、
健
康
管
理
及
び
療
養
上
の
世

話
を
い
う
。

話
を
い
う
。

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
は
、
居
宅
要
介
護
者
に
つ

23

22

い
て
、
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

い
て
、
訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看
護
、
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ョ
ン
、
居
宅
療
養
管
理
指
導
、
通
所
介
護
、
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

短
期
入
所
生
活
介
護
、
短
期
入
所
療
養
介
護
、
定
期
巡
回
・
随
時
対
応
型
訪

問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認
知
症

問
介
護
看
護
、
夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
又
は
小

対
応
型
通
所
介
護
又
は
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
二
種
類
以
上
組
み
合

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
を
二
種
類
以
上
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
提
供

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
看
護
及
び
小
規

さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
訪
問
看
護
及
び
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の

模
多
機
能
型
居
宅
介
護
の
組
合
せ
そ
の
他
の
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
一
体

組
合
せ
そ
の
他
の
居
宅
要
介
護
者
に
つ
い
て
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が

的
に
提
供
さ
れ
る
こ
と
が
特
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
せ

特
に
効
果
的
か
つ
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
の
組
合
せ
に
よ
り
提
供
さ
れ
る
サ
ー
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に
よ
り
提
供
さ
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い

ビ
ス
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

う
。

～

（
略
）

～

（
略
）

24

28

23

27

（
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
四
十
二
条
の
二

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
（
住
所

第
四
十
二
条
の
二

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
（
住
所

地
特
例
適
用
被
保
険
者
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下
「
住
所
地
特
例
適

地
特
例
適
用
被
保
険
者
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下
「
住
所
地
特
例
適

用
要
介
護
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

用
要
介
護
被
保
険
者
」
と
い
う
。
）
に
係
る
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に

あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
を
含
む
。
）
の
長
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「

あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
を
含
む
。
）
の
長
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
地
域
密
着
型

サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た

サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た

と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
に
要
し
た
費
用
（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、

ス
に
要
し
た
費
用
（
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着

護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活

型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所

介
護
及
び
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
に
要
し
た
費

者
生
活
介
護
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、

用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の

居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働

他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除

省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て

く
。
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
同
じ
。
）
に
つ
い
て
、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

、
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
要
介
護
被

ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
が
、
第
三
十
七
条

保
険
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に

に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け

係
る
種
類
以
外
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で

た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

な
い
。

２

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
域
密
着

２

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
地
域
密
着

型
サ
ー
ビ
ス
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

型
サ
ー
ビ
ス
の
区
分
に
応
じ
、
当
該
各
号
に
定
め
る
額
と
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
、
地
域
密
着
型
通
所
介
護
及
び
認
知
症
対
応
型

二

夜
間
対
応
型
訪
問
介
護
及
び
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護

こ
れ
ら
の
地

通
所
介
護

こ
れ
ら
の
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
当
該
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
に
、
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
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域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

類
に
係
る
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型

、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
事
業
を
行
う
事
業
所
の
所
在
す
る
地
域
等
を
勘
案
し
て
算
定

地
域
等
を
勘
案
し
て
算
定
さ
れ
る
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要

さ
れ
る
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
平
均
的
な
費
用
（
認

す
る
平
均
的
な
費
用
（
地
域
密
着
型
通
所
介
護
及
び
認
知
症
対
応
型
通
所

知
症
対
応
型
通
所
介
護
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要

介
護
に
要
す
る
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
そ
の
他

す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で

の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除

定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基

く
。
）
の
額
を
勘
案
し
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し

準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定
地
域
密
着
型

た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
し

サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
地
域

た
費
用
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相

に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額

当
す
る
額

三

（
略
）

三

（
略
）

３
～

（
略
）

３
～

（
略
）

10

10

（
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
四
十
二
条
の
三

（
略
）

第
四
十
二
条
の
三

（
略
）

２

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

２

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
額
は
、
当
該
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項
各
号
の
厚
生
労

ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
前
条
第
二
項
各
号
の
厚
生
労

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該

働
大
臣
が
定
め
る
基
準
に
よ
り
算
定
し
た
費
用
の
額
（
そ
の
額
が
現
に
当
該

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
（

地
域
密
着
型
通
所
介
護
、
認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居

認
知
症
対
応
型
通
所
介
護
、
小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型

宅
介
護
、
認
知
症
対
応
型
共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者

共
同
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
、
地
域
密
着
型

生
活
介
護
、
地
域
密
着
型
介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合

介
護
老
人
福
祉
施
設
入
所
者
生
活
介
護
及
び
複
合
型
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
こ
れ

型
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
こ
れ
ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
に
つ
い

ら
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
、
食
事
の
提
供
に
要

て
は
、
食
事
の
提
供
に
要
す
る
費
用
、
居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常

す
る
費
用
、
居
住
に
要
す
る
費
用
そ
の
他
の
日
常
生
活
に
要
す
る
費
用
と
し

生
活
に
要
す
る
費
用
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の

て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
費
用
を
除
く
。
）
の
額
を
超
え
る
と
き
は
、
当

額
を
超
え
る
と
き
は
、
当
該
現
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当

該
現
に
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た

す
る
サ
ー
ビ
ス
に
要
し
た
費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す

費
用
の
額
と
す
る
。
）
の
百
分
の
九
十
に
相
当
す
る
額
又
は
同
条
第
四
項
の

る
額
又
は
同
条
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が

規
定
に
よ
り
市
町
村
（
施
設
所
在
市
町
村
の
長
が
前
条
第
一
項
本
文
の
指
定
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前
条
第
一
項
本
文
の
指
定
を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら

を
し
た
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
か
ら
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ

指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者

ス
を
受
け
た
住
所
地
特
例
適
用
要
介
護
被
保
険
者
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令

そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
者
に
係
る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー

で
定
め
る
者
に
係
る
特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着

ビ
ス
費
（
特
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ

型
サ
ー
ビ
ス
に
係
る
も
の
に
限
る
。
）
の
額
に
あ
っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町

っ
て
は
、
施
設
所
在
市
町
村
）
が
定
め
た
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が
定

村
）
が
定
め
た
額
を
基
準
と
し
て
、
市
町
村
が
定
め
る
。

め
る
。

３
・
４

（
略
）

３
・
４

（
略
）

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

第
四
十
六
条

市
町
村
は
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が
、
当
該
市
町
村
の
長
又

第
四
十
六
条

市
町
村
は
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が
、
都
道
府
県
知
事
が
指

は
他
の
市
町
村
の
長
が
指
定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

定
す
る
者
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該

」
と
い
う
。
）
か
ら
当
該
指
定
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所

指
定
に
係
る
居
宅
介
護
支
援
事
業
を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
居
宅
介

に
よ
り
行
わ
れ
る
居
宅
介
護
支
援
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
」
と
い
う

護
支
援
（
以
下
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、

。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定

当
該
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
に
対
し
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
に
要
し
た

居
宅
介
護
支
援
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
を

費
用
に
つ
い
て
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
を
支
給
す
る
。

支
給
す
る
。

２
～
８

（
略
）

２
～
８

（
略
）

（
特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

（
特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

第
四
十
七
条

市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者

第
四
十
七
条

市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者

に
対
し
、
特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
を
支
給
す
る
。

に
対
し
、
特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
を
支
給
す
る
。

一

居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
以
外
の
居
宅
介
護
支

一

居
宅
要
介
護
被
保
険
者
が
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
以
外
の
居
宅
介
護
支

援
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
に
係

援
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
に
係

る
第
八
十
一
条
第
一
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
及
び
同
条
第
二

る
第
八
十
一
条
第
一
項
の
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
及
び
同
条
第

項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の
う

二
項
に
規
定
す
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
の

ち
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
も
の
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
事
業

う
ち
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
も
の
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
事
業

を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い

を
行
う
事
業
所
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い

て
「
基
準
該
当
居
宅
介
護
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て

て
「
基
準
該
当
居
宅
介
護
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て
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、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

市
町
村
が
前
項
第
一
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る

２

都
道
府
県
が
前
項
第
一
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ

事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し

る
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と

、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る

し
、
そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す

も
の
と
す
る
。

る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

（
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

（
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
の
支
給
）

第
五
十
九
条

市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

第
五
十
九
条

市
町
村
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

に
対
し
、
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
を
支
給
す
る
。

に
対
し
、
特
例
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
計
画
費
を
支
給
す
る
。

一

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
指
定
介
護
予
防
支
援
以
外
の
介
護
予
防
支

一

居
宅
要
支
援
被
保
険
者
が
、
指
定
介
護
予
防
支
援
以
外
の
介
護
予
防
支

援
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
に
係

援
又
は
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
（
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
に
係

る
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
及
び

る
第
百
十
五
条
の
二
十
四
第
一
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
基
準
及
び

同
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る

同
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
並
び
に
同
条
第
二
項
に
規
定
す
る

指
定
介
護
予
防
支
援
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

指
定
介
護
予
防
支
援
に
係
る
介
護
予
防
の
た
め
の
効
果
的
な
支
援
の
方
法

に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

に
関
す
る
基
準
及
び
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準

の
う
ち
、
当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
も
の
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る

の
う
ち
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
も
の
を
満
た
す
と
認
め
ら
れ
る
事
業

事
業
を
行
う
事
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
及
び
次
項
に

を
行
う
事
業
者
に
よ
り
行
わ
れ
る
も
の
に
限
る
。
次
号
及
び
次
項
に
お
い

お
い
て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お

て
「
基
準
該
当
介
護
予
防
支
援
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
場
合
に
お
い
て

い
て
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２
～
５

（
略
）

２
～
５

（
略
）

（
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
）

（
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
指
定
）

第
七
十
九
条

（
略
）

第
七
十
九
条

（
略
）

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
の
い

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
申
請
が
あ
っ
た
場
合
に
お
い
て
、
次
の
各
号
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ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し
て
は
な
ら

の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
き
は
、
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し
て
は

な
い
。

な
ら
な
い
。

一

申
請
者
が
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
者
で
な
い
と
き
。

一

申
請
者
が
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
者
で
な
い
と
き
。

二

当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
の
人
員
が
、
第
八
十
一

二

当
該
申
請
に
係
る
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
の
人
員
が
、
第
八
十
一

条
第
一
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き
。

条
第
一
項
の
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い
な
い
と
き

。

三
～
六

（
略
）

三
～
六

（
略
）

六
の
二

申
請
者
が
、
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ

六
の
二

申
請
者
が
、
第
八
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
が
行
わ
れ

た
日
か
ら
聴
聞
決
定
予
定
日
（
当
該
検
査
の
結
果
に
基
づ
き
第
八
十
四
条

た
日
か
ら
聴
聞
決
定
予
定
日
（
当
該
検
査
の
結
果
に
基
づ
き
第
八
十
四
条

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う
か
否

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
の
処
分
に
係
る
聴
聞
を
行
う
か
否

か
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

か
の
決
定
を
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
日
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め

る
と
こ
ろ
に
よ
り
市
町
村
長
が
当
該
申
請
者
に
当
該
検
査
が
行
わ
れ
た
日

る
と
こ
ろ
に
よ
り
都
道
府
県
知
事
が
当
該
申
請
者
に
当
該
検
査
が
行
わ
れ

か
ら
十
日
以
内
に
特
定
の
日
を
通
知
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定
の
日

た
日
か
ら
十
日
以
内
に
特
定
の
日
を
通
知
し
た
場
合
に
お
け
る
当
該
特
定

を
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業
の
廃

の
日
を
い
う
。
）
ま
で
の
間
に
第
八
十
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
事
業

止
の
届
出
を
し
た
者
（
当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が
あ
る

の
廃
止
の
届
出
を
し
た
者
（
当
該
事
業
の
廃
止
に
つ
い
て
相
当
の
理
由
が

者
を
除
く
。
）
で
、
当
該
届
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し
な
い

あ
る
者
を
除
く
。
）
で
、
当
該
届
出
の
日
か
ら
起
算
し
て
五
年
を
経
過
し

も
の
で
あ
る
と
き
。

な
い
も
の
で
あ
る
と
き
。

六
の
三
～
九

（
略
）

六
の
三
～
九

（
略
）

３

市
町
村
が
前
項
第
一
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
厚
生
労
働
省

３

都
道
府
県
が
前
項
第
一
号
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
厚
生
労
働

令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
す
る
。

省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
す
る
。

第
八
十
一
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
ご

第
八
十
一
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
ご

と
に
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
有
し
な
け
れ

と
に
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
の
介
護
支
援
専
門
員
を
有
し
な
け

ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
の
運
営
に

２

前
項
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
の
運
営
に

関
す
る
基
準
は
、
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
。

関
す
る
基
準
は
、
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
。

３

市
町
村
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項

３

都
道
府
県
が
前
二
項
の
条
例
を
定
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
次
に
掲
げ
る
事

に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
そ

項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
従
い
定
め
る
も
の
と
し
、
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の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も
の

そ
の
他
の
事
項
に
つ
い
て
は
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
を
参
酌
す
る
も

と
す
る
。

の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

４
～
６

(
略)

４
～
６

(

略)

（
変
更
の
届
出
等
）

（
変
更
の
届
出
等
）

第
八
十
二
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の

第
八
十
二
条

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の

名
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

名
称
及
び
所
在
地
そ
の
他
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

と
き
、
又
は
休
止
し
た
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
再
開
し
た
と
き

と
き
、
又
は
休
止
し
た
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
再
開
し
た
と
き

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を

は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
十
日
以
内
に
、
そ
の
旨
を

市
町
村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

都
道
府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃

２

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
を
廃

止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

止
し
、
又
は
休
止
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ

ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
市
町

ろ
に
よ
り
、
そ
の
廃
止
又
は
休
止
の
日
の
一
月
前
ま
で
に
、
そ
の
旨
を
都
道

村
長
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

府
県
知
事
に
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
市
町
村
長
等
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
）

（
都
道
府
県
知
事
等
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
）

第
八
十
二
条
の
二

市
町
村
長
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
よ
る
第
八

第
八
十
二
条
の
二

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援

十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が

事
業
者
に
よ
る
第
八
十
一
条
第
五
項
に
規
定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行

あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
及
び
他
の
指
定

わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
当
該
指

業
者
及
び
他
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
相
互
間
の
連

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
及
び
当
該
関
係
者
に
対
す
る
助
言
そ
の
他
の
援
助

絡
調
整
又
は
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
及
び
当
該
関
係
者
に
対
す
る

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

助
言
そ
の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

２

都
道
府
県
知
事
は
、
同
一
の
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
二
以

（
新
設
）

上
の
市
町
村
長
が
前
項
の
規
定
に
よ
る
連
絡
調
整
又
は
援
助
を
行
う
場
合
に

お
い
て
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
よ
る
第
八
十
一
条
第
五
項
に

規
定
す
る
便
宜
の
提
供
が
円
滑
に
行
わ
れ
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

き
は
、
当
該
市
町
村
長
相
互
間
の
連
絡
調
整
又
は
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
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事
業
者
に
対
す
る
市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
広
域
的
な
見
地
か
ら
の
助
言
そ

の
他
の
援
助
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。

３

（
略
）

２

（
略
）

（
報
告
等
）

（
報
告
等
）

第
八
十
三
条

市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
居
宅
介

第
八
十
三
条

都
道
府
県
知
事
又
は
市
町
村
長
は
、
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と

護
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
若
し
く

き
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者
（
以
下
こ
の
項
に
お
い

で
あ
っ
た
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
で
あ
っ
た
者
（

て
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、

以
下
こ
の
項
に
お
い
て
「
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
」
と

報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命
じ
、
指
定
居
宅
介
護

い
う
。
）
に
対
し
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
命

支
援
事
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従
業
者
若
し
く
は
指
定

じ
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
若
し
く
は
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
従

居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
し
出
頭
を
求
め
、
又
は
当
該
職

業
者
若
し
く
は
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
で
あ
っ
た
者
等
に
対
し
出
頭
を

員
に
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

求
め
、
又
は
当
該
職
員
に
関
係
者
に
対
し
て
質
問
さ
せ
、
若
し
く
は
当
該
指

業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
指
定
居
宅
介
護
支
援
の

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
の
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
、
事
務
所
そ
の
他
指

事
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を

定
居
宅
介
護
支
援
の
事
業
に
関
係
の
あ
る
場
所
に
立
ち
入
り
、
そ
の
帳
簿
書

検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

（
勧
告
、
命
令
等
）

（
勧
告
、
命
令
等
）

第
八
十
三
条
の
二

市
町
村
長
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
、
次
の
各

第
八
十
三
条
の
二

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
、
次

号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支

の
各
号
に
掲
げ
る
場
合
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
介

援
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る
措
置

護
支
援
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て
、
そ
れ
ぞ
れ
当
該
各
号
に
定
め
る

を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
勧
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
の
人
員
に
つ
い
て
第
八

一

当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
介
護
支
援
専
門
員
の
人
員
に
つ
い
て
第
八

十
一
条
第
一
項
の
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い
な
い
場

十
一
条
第
一
項
の
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
し
て
い
な
い

合

当
該
市
町
村
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
す
こ
と
。

場
合

当
該
都
道
府
県
の
条
例
で
定
め
る
員
数
を
満
た
す
こ
と
。

二
・
三

（
略
）

二
・
三

（
略
）

２

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
そ
の

２

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
し
た
場
合
に
お
い
て
、
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勧
告
を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ
に
従

そ
の
勧
告
を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
同
項
の
期
限
内
に
こ
れ

わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

に
従
わ
な
か
っ
た
と
き
は
、
そ
の
旨
を
公
表
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

３

市
町
村
長
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
定
居
宅
介
護
支

３

都
道
府
県
知
事
は
、
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
勧
告
を
受
け
た
指
定
居
宅
介

援
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら
な
か

護
支
援
事
業
者
が
、
正
当
な
理
由
が
な
く
て
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
ら

っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定
め
て

な
か
っ
た
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
対
し
、
期
限
を
定

、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る
。

め
て
、
そ
の
勧
告
に
係
る
措
置
を
と
る
べ
き
こ
と
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
る

。

４

市
町
村
長
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は
、
そ

４

都
道
府
県
知
事
は
、
前
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
を
し
た
場
合
に
お
い
て
は

の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

、
そ
の
旨
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

５

市
町
村
長
は
、
保
険
給
付
に
係
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
行
っ
た
指
定
居

５

市
町
村
は
、
保
険
給
付
に
係
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
を
行
っ
た
指
定
居
宅

宅
介
護
支
援
事
業
者
（
他
の
市
町
村
長
が
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し

介
護
支
援
事
業
者
に
つ
い
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に

た
者
に
限
る
。
）
に
つ
い
て
、
第
一
項
各
号
に
掲
げ
る
場
合
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在

該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
旨
を
当
該
他
の
市
町
村
長
に
通
知
し
な

地
の
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
指
定
の
取
消
し
等
）

（
指
定
の
取
消
し
等
）

第
八
十
四
条

市
町
村
長
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
に
お

第
八
十
四
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合

い
て
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
係
る
第
四
十
六
条
第
一
項
の

に
お
い
て
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
に
係
る
第
四
十
六
条
第
一

指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部

項
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全
部
若
し
く
は

の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
介
護
支

二

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
が
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
介
護
支

援
専
門
員
の
人
員
に
つ
い
て
、
第
八
十
一
条
第
一
項
の
市
町
村
の
条
例
で

援
専
門
員
の
人
員
に
つ
い
て
、
第
八
十
一
条
第
一
項
の
都
道
府
県
の
条
例

定
め
る
員
数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

で
定
め
る
員
数
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
と
き
。

三
～
十
二

（
略
）

三
～
十
二

（
略
）

２

市
町
村
長
は
、
保
険
給
付
に
係
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
又
は
第
二
十
八
条

２

市
町
村
は
、
保
険
給
付
に
係
る
指
定
居
宅
介
護
支
援
又
は
第
二
十
八
条
第

第
五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
し
た
調
査
を
行
っ
た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業

五
項
の
規
定
に
よ
り
委
託
し
た
調
査
を
行
っ
た
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者

者
（
他
の
市
町
村
長
が
第
四
十
六
条
第
一
項
の
指
定
を
し
た
者
に
限
る
。
）

に
つ
い
て
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の
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に
つ
い
て
、
前
項
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
と
認
め
る
と
き
は
、
そ
の

旨
を
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
の
都
道
府
県
知
事
に
通
知
し
な
け

旨
を
当
該
他
の
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
公
示
）

（
公
示
）

第
八
十
五
条

市
町
村
長
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
指
定
居
宅
介
護

第
八
十
五
条

都
道
府
県
知
事
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
は
、
当
該
指
定
居
宅

支
援
事
業
者
の
名
称
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
そ
の
他
の
厚
生

介
護
支
援
事
業
者
の
名
称
、
当
該
指
定
に
係
る
事
業
所
の
所
在
地
そ
の
他
の

労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
を
公
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一
～
三

（
略
）

一
～
三

（
略
）

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
等
の
報
告
及
び
公
表
）

（
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
等
の
報
告
及
び
公
表
）

第
百
十
五
条
の
三
十
五

（
略
）

第
百
十
五
条
の
三
十
五

（
略
）

２
～
４

（
略
）

２
～
４

（
略
）

５

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介

５

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密

護
支
援
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
し

介
護
予
防
支
援
事
業
者
に
対
し
て
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
は

て
前
項
の
規
定
に
よ
る
処
分
を
し
た
と
き
は
、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、
当

、
遅
滞
な
く
、
そ
の
旨
を
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指

該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー

定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
を
し
た
市
町
村
長
に

又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
を
し
た
市
町
村
長
に
通
知
し
な
け

通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

れ
ば
な
ら
な
い
。

６

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予

６

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援

防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
若
し
く
は
介
護
老
人
保

事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
老
人
福

健
施
設
の
開
設
者
が
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当

祉
施
設
若
し
く
は
介
護
老
人
保
健
施
設
の
開
設
者
が
第
四
項
の
規
定
に
よ
る

該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く

命
令
に
従
わ
な
い
と
き
は
、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅

は
指
定
介
護
老
人
福
祉
施
設
の
指
定
若
し
く
は
介
護
老
人
保
健
施
設
の
許
可

介
護
支
援
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護

を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
若
し
く
は
許
可
の
全
部
若
し

老
人
福
祉
施
設
の
指
定
若
し
く
は
介
護
老
人
保
健
施
設
の
許
可
を
取
り
消
し

く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
若
し
く
は
許
可
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の

効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

７

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介

７

都
道
府
県
知
事
は
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
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護
支
援
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
が
第
四

介
護
予
防
支
援
事
業
者
が
第
四
項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に

項
の
規
定
に
よ
る
命
令
に
従
わ
な
い
場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着

お
い
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援

型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は

事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
介
護
予

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ

防
支
援
事
業
者
の
指
定
を
取
り
消
し
、
又
は
期
間
を
定
め
て
そ
の
指
定
の
全

の
指
定
の
全
部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と

部
若
し
く
は
一
部
の
効
力
を
停
止
す
る
こ
と
が
適
当
で
あ
る
と
認
め
る
と
き

認
め
る
と
き
は
、
理
由
を
付
し
て
、
そ
の
旨
を
そ
の
指
定
を
し
た
市
町
村
長

は
、
理
由
を
付
し
て
、
そ
の
旨
を
そ
の
指
定
を
し
た
市
町
村
長
に
通
知
し
な

に
通
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
の
権
限
）

（
給
付
費
等
審
査
委
員
会
の
権
限
）

第
百
八
十
一
条

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
の
審
査
を

第
百
八
十
一
条

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
の
審
査
を

行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
得
て

行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
都
道
府
県
知
事
の
承
認
を
得
て

、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若

、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定

し
く
は
介
護
保
険
施
設
に
対
し
て
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
に
対
し
て
、
報
告
若

く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
介
護
予

し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
居
宅
サ

防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者

ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

若
し
く
は
そ
の
長
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
若
し
く
は
指

事
業
者
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
の
開
設
者
若
し
く
は
管
理
者
若
し
く
は
そ

定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
事
業
所
若
し
く
は
介
護
保
険
施
設
に

の
長
若
し
く
は
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の

お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
に
対
し
て
、
出
頭
若
し
く
は
説

事
業
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
に
係
る
事
業
所
若
し
く
は

明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

介
護
保
険
施
設
に
お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
に
対
し
て
、

出
頭
若
し
く
は
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
又
は
介
護
予
防
・
日
常

２

給
付
費
等
審
査
委
員
会
は
、
介
護
給
付
費
請
求
書
又
は
介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
費
請
求
書
の
審
査
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

生
活
支
援
総
合
事
業
費
請
求
書
の
審
査
を
行
う
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る

と
き
は
、
市
町
村
長
の
承
認
を
得
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

と
き
は
、
市
町
村
長
の
承
認
を
得
て
、
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事

業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ

業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護

ス
事
業
者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若

予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
に
対
し
て
、
報

し
く
は
受
託
者
に
対
し
て
、
報
告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提

告
若
し
く
は
帳
簿
書
類
の
提
出
若
し
く
は
提
示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
地

示
を
求
め
、
又
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
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護
支
援
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は

者
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
若
し

受
託
者
若
し
く
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
地
域
密

く
は
当
該
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
の
事

着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
若
し
く
は
指
定
介
護
予
防
支
援
の
事
業
に

業
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
若
し
く
は
指
定
介
護
予

係
る
事
業
所
に
お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当
者
若
し
く
は
指
定

防
支
援
の
事
業
に
係
る
事
業
所
に
お
け
る
介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
担
当

事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
に
お
け
る
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

者
若
し
く
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
に
お
け
る
介
護
予
防
・
日
常
生

担
当
者
に
対
し
て
、
出
頭
若
し
く
は
説
明
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

活
支
援
総
合
事
業
担
当
者
に
対
し
て
、
出
頭
若
し
く
は
説
明
を
求
め
る
こ
と

が
で
き
る
。

３

連
合
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
費
等
審
査
委
員
会
に
出
頭
し
た

３

連
合
会
は
、
前
二
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
費
等
審
査
委
員
会
に
出
頭
し
た

者
に
対
し
、
旅
費
、
日
当
及
び
宿
泊
料
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

者
に
対
し
、
旅
費
、
日
当
及
び
宿
泊
料
を
支
給
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業

だ
し
、
当
該
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
、

者
、
介
護
保
険
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
居
宅
介

指
定
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
、
介
護
保
険
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ

護
支
援
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は

ー
ビ
ス
事
業
者
、
指
定
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
若
し
く
は

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
が
提
出
し

指
定
介
護
予
防
支
援
事
業
者
又
は
指
定
事
業
者
若
し
く
は
受
託
者
が
提
出
し

た
介
護
給
付
費
請
求
書
若
し
く
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
費

た
介
護
給
付
費
請
求
書
若
し
く
は
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
費

請
求
書
又
は
帳
簿
書
類
の
記
載
が
不
備
又
は
不
当
で
あ
っ
た
た
め
出
頭
を
求

請
求
書
又
は
帳
簿
書
類
の
記
載
が
不
備
又
は
不
当
で
あ
っ
た
た
め
出
頭
を
求

め
ら
れ
て
出
頭
し
た
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

め
ら
れ
て
出
頭
し
た
者
に
対
し
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。
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○

健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る

も
の
と
さ
れ
た
同
法
第
二
十
六
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
（
抄
）
（
第
七
条
関
係
）

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
・
平
成
二
十
七
年
八
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

（
不
正
利
得
の
徴
収
等
）

（
不
正
利
得
の
徴
収
等
）

第
二
十
二
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
た
者
が

第
二
十
二
条

偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
保
険
給
付
を
受
け
た
者
が

あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
そ
の
者
か
ら
そ
の
給
付
の
価
額
の
全
部
又
は
一

あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は
、
そ
の
者
か
ら
そ
の
給
付
の
価
額
の
全
部
又
は
一

部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
当
該
偽
り
そ
の
他
不
正
の
行
為
に
よ

部
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

っ
て
受
け
た
保
険
給
付
が
第
五
十
一
条
の
三
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
特
定
入

所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
又
は
第
五
十
一
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ

る
特
例
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
で
あ
る
と
き
は
、
市
町
村
は

、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
基
準
に
よ
り
、
そ
の
者
か
ら
当
該
偽
り
そ
の
他

不
正
の
行
為
に
よ
っ
て
支
給
を
受
け
た
額
の
百
分
の
二
百
に
相
当
す
る
額
以

下
の
金
額
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

（
一
定
以
上
の
所
得
を
有
す
る
第
一
号
被
保
険
者
に
係
る
居
宅
介
護
サ
ー
ビ

ス
費
等
の
額
）

第
四
十
九
条
の
二

第
一
号
被
保
険
者
で
あ
っ
て
政
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

（
新
設
）

り
算
定
し
た
所
得
の
額
が
政
令
で
定
め
る
額
以
上
で
あ
る
要
介
護
被
保
険
者

が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規

定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と

あ
る
の
は
、
「
百
分
の
八
十
」
と
す
る
。

一

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
一
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第

二
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
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二

特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第

四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

三

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各

号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
三
第
二

項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

五

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
八
条
第
二
項

六

特
例
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

前
条
第
二
項

七

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
四
十
四
条
第
三
項
、
第
四
項

及
び
第
七
項

八

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び

第
七
項

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
の
特
例
）

（
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等
の
額
の
特
例
）

第
五
十
条

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事

第
五
十
条

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事

情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

情
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を

含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当

含
む
。
）
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む

す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
同
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ

。
）
若
し
く
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る

ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め

こ
と
が
困
難
で
あ
る
と
認
め
た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
次
の
各
号
に
掲

た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当

げ
る
介
護
給
付
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お

該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え

い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
九

て
適
用
す
る
場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の

十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と

九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
九
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に

す
る
。

お
い
て
市
町
村
が
定
め
た
割
合
」
と
す
る
。

（
削
除
）

一

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
一
条
第
四
項
第
一
号
及
び
第

二
号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

二

特
例
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
第
三
項
並
び
に
第

四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項
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（
削
除
）

三

地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
二
第
二
項
各

号
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

四

特
例
地
域
密
着
型
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
二
条
の
三
第
二

項
並
び
に
第
四
十
三
条
第
一
項
、
第
四
項
及
び
第
六
項

（
削
除
）

五

施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

第
四
十
八
条
第
二
項

（
削
除
）

六

特
例
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給

前
条
第
二
項

（
削
除
）

七

居
宅
介
護
福
祉
用
具
購
入
費
の
支
給

第
四
十
四
条
第
三
項
、
第
四
項

及
び
第
七
項

（
削
除
）

八

居
宅
介
護
住
宅
改
修
費
の
支
給

第
四
十
五
条
第
三
項
、
第
四
項
及
び

第
七
項

２

市
町
村
が
、
災
害
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
特
別
の
事
情
が
あ

（
新
設
）

る
こ
と
に
よ
り
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
若
し
く
は
施
設

サ
ー
ビ
ス
又
は
住
宅
改
修
に
必
要
な
費
用
を
負
担
す
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る

と
認
め
た
要
介
護
被
保
険
者
が
受
け
る
前
条
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
に
つ

い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
同
条
の
規
定
に
よ
り
読

み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に
お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り

読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、

「
百
分
の
八
十
を
超
え
百
分
の
百
以
下
の
範
囲
内
に
お
い
て
市
町
村
が
定
め

た
割
合
」
と
す
る
。

（
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

（
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
の
支
給
）

第
五
十
一
条
の
三

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
の
う
ち
所
得
及
び
資
産
の

第
五
十
一
条
の
三

市
町
村
は
、
要
介
護
被
保
険
者
の
う
ち
所
得
の
状
況
そ
の

状
況
そ
の
他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が
、
次

他
の
事
情
を
し
ん
酌
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
も
の
が
、
次
に
掲
げ
る

に
掲
げ
る
指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定

指
定
施
設
サ
ー
ビ
ス
等
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
又
は
指
定
居
宅
サ
ー

居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
介
護
サ

ビ
ス
（
以
下
こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
」

ー
ビ
ス
」
と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下

と
い
う
。
）
を
受
け
た
と
き
は
、
当
該
要
介
護
被
保
険
者
（
以
下
こ
の
条
及

こ
の
条
及
び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
入
所
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し

び
次
条
第
一
項
に
お
い
て
「
特
定
入
所
者
」
と
い
う
。
）
に
対
し
、
当
該
特

、
当
該
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ

定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
介
護
保
険
施
設
、
指
定
地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
事
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ー
ビ
ス
事
業
者
又
は
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て

業
者
又
は
指
定
居
宅
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
「
特
定
介

「
特
定
介
護
保
険
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た

護
保
険
施
設
等
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
食
事
の
提
供
に
要
し
た
費
用
及
び

費
用
及
び
居
住
又
は
滞
在
（
以
下
「
居
住
等
」
と
い
う
。
）
に
要
し
た
費
用

居
住
又
は
滞
在
（
以
下
「
居
住
等
」
と
い
う
。
）
に
要
し
た
費
用
に
つ
い
て

に
つ
い
て
、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該

、
特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
を
支
給
す
る
。
た
だ
し
、
当
該
特
定
入
所

特
定
入
所
者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る

者
が
、
第
三
十
七
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
を
受
け
て
い
る
場
合
に
お

場
合
に
お
い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受

い
て
、
当
該
指
定
に
係
る
種
類
以
外
の
特
定
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
た
と
き

け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

一
～
五

（
略
）

一
～
五

（
略
）

２
～
９

（
略
）

２
～
９

（
略
）

（
保
険
料
を
徴
収
す
る
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
の
保
険
給
付
の
特
例
）

（
保
険
料
を
徴
収
す
る
権
利
が
消
滅
し
た
場
合
の
保
険
給
付
の
特
例
）

第
六
十
九
条

（
略
）

第
六
十
九
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険

者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給

者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給

付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ

付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ

に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、

に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
地
域
密
着
型

地
域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
及
び

サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。

第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ

）
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス

れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）

を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス

及
び
地
域
密
着
型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含

（
こ
れ
に
相
当
す
る
サ
ー
ビ
ス
を
含
む
。
次
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に

む
。
次
項
及
び
第
五
項
に
お
い
て
同
じ
。
）
並
び
に
行
っ
た
住
宅
改
修
に
係

行
っ
た
住
宅
改
修
に
係
る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該

る
次
の
各
号
に
掲
げ
る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を

各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「

適
用
す
る
場
合
（
第
四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る

百
分
の
九
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

場
合
を
除
く
。
）
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
中
「
百
分
の
九
十
」
と
あ

る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

一
～
十
四

（
略
）

一
～
十
四

（
略
）

４

第
一
項
の
規
定
に
よ
り
給
付
額
減
額
等
の
記
載
を
受
け
た
要
介
護
被
保
険

（
新
設
）
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者
等
が
、
当
該
記
載
を
受
け
た
日
の
属
す
る
月
の
翌
月
の
初
日
か
ら
当
該
給

付
額
減
額
期
間
が
経
過
す
る
ま
で
の
間
に
利
用
し
た
居
宅
サ
ー
ビ
ス
、
地
域

密
着
型
サ
ー
ビ
ス
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
及
び
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
並
び
に
行
っ
た
住
宅
改
修
に
係
る
前
項
各
号
に
掲
げ

る
介
護
給
付
等
に
つ
い
て
当
該
各
号
に
定
め
る
規
定
を
適
用
す
る
場
合
（
第

四
十
九
条
の
二
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
場
合
に
限
る
。
）
に

お
い
て
は
、
同
条
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
す
る
こ
れ
ら
の
規
定
中

「
百
分
の
八
十
」
と
あ
る
の
は
、
「
百
分
の
七
十
」
と
す
る
。

５

（
略
）

４

（
略
）

（
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
）

（
市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
）

第
百
十
七
条

（
略
）

第
百
十
七
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の

３

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
に
お
い
て
は
、
前
項
各
号
に
掲
げ
る
事
項
の

ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

ほ
か
、
次
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
定
め
る
よ
う
努
め
る
も
の
と
す
る
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

三

介
護
給
付
等
対
象
サ
ー
ビ
ス
の
種
類
ご
と
の
量
、
保
険
給
付
に
要
す
る

（
新
設
）

費
用
の
額
、
地
域
支
援
事
業
の
量
、
地
域
支
援
事
業
に
要
す
る
費
用
の
額

及
び
保
険
料
の
水
準
に
関
す
る
中
長
期
的
な
推
計

四
・
五

（
略
）

三
・
四

（
略
）

六

認
知
症
で
あ
る
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支

五

認
知
症
で
あ
る
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支

援
に
関
す
る
事
項
、
居
宅
要
介
護
被
保
険
者
及
び
居
宅
要
支
援
被
保
険
者

援
に
関
す
る
事
項
、
医
療
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
、
高
齢
者
の
居
住
に

に
係
る
医
療
そ
の
他
の
医
療
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
、
高
齢
者
の
居
住

係
る
施
策
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お
け

に
係
る
施
策
と
の
連
携
に
関
す
る
事
項
そ
の
他
の
被
保
険
者
の
地
域
に
お

る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
項

け
る
自
立
し
た
日
常
生
活
の
支
援
の
た
め
必
要
な
事
項

４
～
６

（
略
）

４
～
６

（
略
）

７

市
町
村
介
護
保
険
事
業
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護
の
総
合

（
新
設
）

的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
（
平
成
元
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
五
条
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第
一
項
に
規
定
す
る
市
町
村
計
画
と
の
整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８
～

（
略
）

７
～

（
略
）

11

10

（
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）

（
都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
）

第
百
十
八
条

（
略
）

第
百
十
八
条

（
略
）

２

（
略
）

２

（
略
）

３
～
５

（
略
）

３
～
５

（
略
）

６

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
地
域
に
お
け
る
医
療
及
び
介
護

（
新
設
）

の
総
合
的
な
確
保
の
促
進
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
都
道

府
県
計
画
及
び
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
医
療
計
画
と
の

整
合
性
の
確
保
が
図
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

７

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
社
会
福
祉
法
第
百
八
条
に
規
定

６

都
道
府
県
介
護
保
険
事
業
支
援
計
画
は
、
医
療
法
第
三
十
条
の
四
第
一
項

す
る
都
道
府
県
地
域
福
祉
支
援
計
画
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す

に
規
定
す
る
医
療
計
画
、
社
会
福
祉
法
第
百
八
条
に
規
定
す
る
都
道
府
県
地

る
法
律
第
四
条
第
一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
そ
の
他
の

域
福
祉
支
援
計
画
、
高
齢
者
の
居
住
の
安
定
確
保
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第

法
律
の
規
定
に
よ
る
計
画
で
あ
っ
て
要
介
護
者
等
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
又

一
項
に
規
定
す
る
高
齢
者
居
住
安
定
確
保
計
画
そ
の
他
の
法
律
の
規
定
に
よ

は
居
住
に
関
す
る
事
項
を
定
め
る
も
の
と
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ

る
計
画
で
あ
っ
て
要
介
護
者
等
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
又
は
居
住
に
関
す
る

ば
な
ら
な
い
。

事
項
を
定
め
る
も
の
と
調
和
が
保
た
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

８

（
略
）

７

（
略
）



- 132 -

○

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
三
号
）
（
抄
）
（
第
八
条
関
係
）

保
健
師
助
産
師
看
護
師
法

【
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

目
次

目
次

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
一
章
～
第
四
章

（
略
）

第
四
章
の
二

雑
則
（
第
四
十
二
条
の
四
―
第
四
十
二
条
の
六
）

第
四
章
の
二

雑
則
（
第
四
十
二
条
の
四
・
第
四
十
二
条
の
五
）

第
五
章

（
略
）

第
五
章

（
略
）

附
則

附
則

第
三
十
七
条
の
二

特
定
行
為
を
手
順
書
に
よ
り
行
う
看
護
師
は
、
指
定
研
修

（
新
設
）

機
関
に
お
い
て
、
当
該
特
定
行
為
の
特
定
行
為
区
分
に
係
る
特
定
行
為
研
修

を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

こ
の
条
、
次
条
及
び
第
四
十
二
条
の
四
に
お
い
て
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る

用
語
の
意
義
は
、
当
該
各
号
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
る
。

一

特
定
行
為

診
療
の
補
助
で
あ
つ
て
、
看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り
行
う

場
合
に
は
、
実
践
的
な
理
解
力
、
思
考
力
及
び
判
断
力
並
び
に
高
度
か
つ

専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
が
特
に
必
要
と
さ
れ
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働

省
令
で
定
め
る
も
の
を
い
う
。

二

手
順
書

医
師
又
は
歯
科
医
師
が
看
護
師
に
診
療
の
補
助
を
行
わ
せ
る

た
め
に
そ
の
指
示
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
作
成

す
る
文
書
又
は
電
磁
的
記
録
（
電
子
的
方
式
、
磁
気
的
方
式
そ
の
他
人
の

知
覚
に
よ
つ
て
は
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
式
で
作
ら
れ
る
記
録
で

あ
つ
て
、
電
子
計
算
機
に
よ
る
情
報
処
理
の
用
に
供
さ
れ
る
も
の
を
い
う

。
）
で
あ
つ
て
、
看
護
師
に
診
療
の
補
助
を
行
わ
せ
る
患
者
の
病
状
の
範

囲
及
び
診
療
の
補
助
の
内
容
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
事
項
が
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定
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
い
う
。

三

特
定
行
為
区
分

特
定
行
為
の
区
分
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
省
令
で
定

め
る
も
の
を
い
う
。

四

特
定
行
為
研
修

看
護
師
が
手
順
書
に
よ
り
特
定
行
為
を
行
う
場
合
に

特
に
必
要
と
さ
れ
る
実
践
的
な
理
解
力
、
思
考
力
及
び
判
断
力
並
び
に
高

度
か
つ
専
門
的
な
知
識
及
び
技
能
の
向
上
を
図
る
た
め
の
研
修
で
あ
つ
て

、
特
定
行
為
区
分
ご
と
に
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
基
準
に
適
合
す
る
も

の
を
い
う
。

五

指
定
研
修
機
関

一
又
は
二
以
上
の
特
定
行
為
区
分
に
係
る
特
定
行
為

研
修
を
行
う
学
校
、
病
院
そ
の
他
の
者
で
あ
つ
て
、
厚
生
労
働
大
臣
が
指

定
す
る
も
の
を
い
う
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
第
一
号
及
び
第
四
号
の
厚
生
労
働
省
令
を
定
め

、
又
は
こ
れ
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
道
審
議
会

の
意
見
を
聴
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
三
十
七
条
の
三

前
条
第
二
項
第
五
号
の
規
定
に
よ
る
指
定
（
以
下
こ
の
条

（
新
設
）

及
び
次
条
に
お
い
て
単
に
「
指
定
」
と
い
う
。
）
は
、
特
定
行
為
研
修
を
行

お
う
と
す
る
者
の
申
請
に
よ
り
行
う
。

２

厚
生
労
働
大
臣
は
、
前
項
の
申
請
が
、
特
定
行
為
研
修
の
業
務
を
適
正
か

つ
確
実
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
に
適
合
し
て
い
る
と
認
め
る
と
き
で
な
け
れ
ば
、
指
定
を
し
て
は
な
ら

な
い
。

３

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
研
修
機
関
が
前
項
の
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る

基
準
に
適
合
し
な
く
な
つ
た
と
認
め
る
と
き
、
そ
の
他
の
厚
生
労
働
省
令
で

定
め
る
場
合
に
該
当
す
る
と
き
は
、
指
定
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

４

厚
生
労
働
大
臣
は
、
指
定
又
は
前
項
の
規
定
に
よ
る
指
定
の
取
消
し
を
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
あ
ら
か
じ
め
、
医
道
審
議
会
の
意
見
を
聴
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
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第
三
十
七
条
の
四

前
二
条
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
指
定
に
関
し
て
必
要

（
新
設
）

な
事
項
は
、
厚
生
労
働
省
令
で
定
め
る
。

第
四
章
の
二

雑
則

第
四
章
の
二

雑
則

第
四
十
二
条
の
四

厚
生
労
働
大
臣
は
、
特
定
行
為
研
修
の
業
務
の
適
正
な
実

（
新
設
）

施
を
確
保
す
る
た
め
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
指
定
研
修
機
関
に
対

し
、
そ
の
業
務
の
状
況
に
関
し
報
告
さ
せ
、
又
は
当
該
職
員
に
、
指
定
研
修

機
関
に
立
ち
入
り
、
帳
簿
書
類
そ
の
他
の
物
件
を
検
査
さ
せ
る
こ
と
が
で
き

る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
り
立
入
検
査
を
す
る
職
員
は
、
そ
の
身
分
を
示
す
証
明

書
を
携
帯
し
、
か
つ
、
関
係
人
に
こ
れ
を
提
示
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

第
一
項
の
規
定
に
よ
る
権
限
は
、
犯
罪
捜
査
の
た
め
に
認
め
ら
れ
た
も
の

と
解
釈
し
て
は
な
ら
な
い
。

第
四
十
二
条
の
五
・
第
四
十
二
条
の
六

（
略
）

第
四
十
二
条
の
四
・
第
四
十
二
条
の
五

（
略
）

第
五
章

罰
則

第
五
章

罰
則

第
四
十
四
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の

第
四
十
四
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
六
月
以
下
の

懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

懲
役
若
し
く
は
五
十
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
し
、
又
は
こ
れ
を
併
科
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
七
条
ま
で
及
び
第
三
十
八
条
の
規
定
に
違
反

二

第
三
十
五
条
か
ら
第
三
十
八
条
ま
で
の
規
定
に
違
反
し
た
者

し
た
者

第
四
十
五
条
の
二

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以

第
四
十
五
条
の
二

第
四
十
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
三
十
万
円

下
の
罰
金
に
処
す
る
。

以
下
の
罰
金
に
処
す
る
。
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一

第
四
十
二
条
の
三
の
規
定
に
違
反
し
た
者

（
新
設
）

二

第
四
十
二
条
の
四
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
報
告
を
せ
ず
、
若
し
く
は
虚

（
新
設
）

偽
の
報
告
を
し
、
又
は
同
項
の
規
定
に
よ
る
検
査
を
拒
み
、
妨
げ
、
若
し

く
は
忌
避
し
た
者



- 136 -

○

（
昭
和
二
十
三
年
法
律
第
二
百
四
号
）
（
抄
）
（
第
九
条
関
係
）

歯
科
衛
生
士
法

【
平
成
二
十
七
年
四
月
一
日
施
行
】

（
傍
線
の
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

案

現

行

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
歯
科
衛
生
士
」
と
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免

第
二
条

こ
の
法
律
に
お
い
て
「
歯
科
衛
生
士
」
と
は
、
厚
生
労
働
大
臣
の
免

許
を
受
け
て
、
歯
科
医
師
（
歯
科
医
業
を
な
す
こ
と
の
で
き
る
医
師
を
含
む

許
を
受
け
て
、
歯
科
医
師
（
歯
科
医
業
を
な
す
こ
と
の
で
き
る
医
師
を
含
む

。
以
下
同
じ
。
）
の
指
導
の
下
に
、
歯
牙
及
び
口
腔
の
疾
患
の
予
防
処
置
と

。
以
下
同
じ
。
）
の
直
接
の
指
導
の
下
に
、
歯
牙
及
び
口
腔
の
疾
患
の
予
防

く
う

く
う

し
て
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
者
を
い
う
。

処
置
と
し
て
次
に
掲
げ
る
行
為
を
行
う
こ
と
を
業
と
す
る
女
子
を
い
う
。

一
・
二

（
略
）

一
・
二

（
略
）

２
・
３

（
略
）

２
・
３

（
略
）

第
十
三
条
の
五

歯
科
衛
生
士
は
、
そ
の
業
務
を
行
う
に
当
た
つ
て
は
、
歯
科

（
新
設
）

医
師
そ
の
他
の
歯
科
医
療
関
係
者
と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
適
正
な
歯
科

医
療
の
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
十
三
条
の
六
～
第
十
三
条
の
八

（
略
）

第
十
三
条
の
五
～
第
十
三
条
の
七

（
略
）

第
十
九
条

第
十
三
条
の
六
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰

第
十
九
条

第
十
三
条
の
五
の
規
定
に
違
反
し
た
者
は
、
五
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

金
に
処
す
る
。

２

（
略
）

２

（
略
）

第
二
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰

第
二
十
条

次
の
各
号
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
者
は
、
三
十
万
円
以
下
の
罰

金
に
処
す
る
。

金
に
処
す
る
。

一

（
略
）

一

（
略
）

二

第
十
三
条
の
七
の
規
定
に
違
反
し
た
者

二

第
十
三
条
の
六
の
規
定
に
違
反
し
た
者
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附

則

附

則

１

（
略
）

１

（
略
）

（
削
除
）

２

第
二
条
に
規
定
す
る
業
務
を
行
う
男
子
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
規
定

を
準
用
す
る
。

２
・
３

（
略
）

３
・
４

（
略
）

４

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償

５

前
項
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
金
の
償

還
方
法
、
償
還
期
限
の
繰
上
げ
そ
の
他
償
還
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令

還
方
法
、
償
還
期
限
の
繰
上
げ
そ
の
他
償
還
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
政
令

で
定
め
る
。

で
定
め
る
。

５

国
は
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
に
対
し
貸
付
け
を
行
つ
た

６

国
は
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
都
道
府
県
に
対
し
貸
付
け
を
行
つ
た

場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る
歯
科
衛
生
士
養
成
所
の
整
備
に
つ

場
合
に
は
、
当
該
貸
付
け
の
対
象
で
あ
る
歯
科
衛
生
士
養
成
所
の
整
備
に
つ

い
て
、
当
該
貸
付
金
に
相
当
す
る
金
額
の
補
助
を
行
う
も
の
と
し
、
当
該
補

い
て
、
当
該
貸
付
金
に
相
当
す
る
金
額
の
補
助
を
行
う
も
の
と
し
、
当
該
補

助
に
つ
い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償
還

助
に
つ
い
て
は
、
当
該
貸
付
金
の
償
還
時
に
お
い
て
、
当
該
貸
付
金
の
償
還

金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

金
に
相
当
す
る
金
額
を
交
付
す
る
こ
と
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

６

都
道
府
県
が
、
附
則
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
無
利
子
貸

７

都
道
府
県
が
、
附
則
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
貸
付
け
を
受
け
た
無
利
子
貸

付
金
に
つ
い
て
、
附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る

付
金
に
つ
い
て
、
附
則
第
四
項
及
び
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
定
め
ら
れ
る

償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た
場
合
（
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除

償
還
期
限
を
繰
り
上
げ
て
償
還
を
行
つ
た
場
合
（
政
令
で
定
め
る
場
合
を
除

く
。
）
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
償
還
は
、
当
該

く
。
）
に
お
け
る
前
項
の
規
定
の
適
用
に
つ
い
て
は
、
当
該
償
還
は
、
当
該

償
還
期
限
の
到
来
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。

償
還
期
限
の
到
来
時
に
行
わ
れ
た
も
の
と
み
な
す
。


